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下村遺跡発掘調査報告書

東北新幹線盛岡・八戸間建設事業関連遺跡発掘調査



序

本県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があ

り、平成10年度の岩手県教育委員会のまとめでは、10,500箇所に及ぶ遺跡

が確認されております。これら先人の残した文化遺産を保存し、後世に伝

えていくことは私たち県民に課せられた重大な責務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。発

掘により遺構が消滅することはまことに惜しいことでありますが、その反

面それまで闇に包まれていた先人の営みに光明があたるのも事実でありま

す。

このように埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日的課題であり、

側岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委

員会の指導と調整のもとに、開発によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急

発掘調査を行い、記録保存する処置をとって参りました。

本報告書は「東北新幹線盛岡―八戸間鉄道建設工事」に関連して、平成

8年度および平成 9年度に発掘調査を行なった二戸市下村遺跡の調査結果

をまとめたものであります。本遺跡では、近世の建物跡が数多く検出され、

数回にわたる建て替えの痕跡など、当時の民家の歴史的変遷を検証してい

くうえでの貴重な資料を得ることが出来ました。また、 9年度調査では縄

文時代の遺構も検出され、近隣の遺跡との比較や関連を考えるうえでも有

効な資料になると思われます。

本報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する

理解あるいは啓蒙普及の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまで発掘調査および報告書作成にご援助、ご

協力賜りました日本鉄道建設公団盛岡支社・三戸市教育委員会をはじめと

する多くの関係機関。関係各位に深く感謝申し上げます。

平成12年 2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長  船 越 昭 治
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I 調査に至る経緯・経過

1.調査に至る経緯
下村遺跡の発掘調査は、東北新幹線盛岡・八戸間鉄道建設事業に係り、その施工区域に所在する埋蔵文化財

の記録保存を図ることを目的として実施した緊急発掘調査である。

現在、東北新幹線は、東京・盛岡間が開通している。盛岡以北、青森までの東北新幹線建設については、日

本鉄道建設公団が昭和48年 11月 整備計画の決定 。建設の指示を受け、昭和57年 12月環境影響評価報告書 (案)

を公表し、昭和60年 12月 盛岡・新青森 (仮称)間の工事実施計画認可申請を行った。その後、昭和63年 8月 に

は整備新幹線の着工順位決定、運輸省案提示 (盛岡・沼宮内間および八戸・青森間は新幹線鉄道通線とし、沼

宮内・八戸間は標準軌新線とする)、 平成 3年 8月暫定整備計画の決定、建設指示、工事実施計画の追加申請

及び認可申請、そして工事実施計画の認可を受けて、平成 3年 9月工事着手した。

平成 9年度現在の東北新幹線工事線「盛岡・八戸間」のうち青森県との県境に接する三戸市までの埋蔵文化

財包蔵地については、平成 4年度以降に岩手県教育委員会事務局が分布調査・試掘調査等を実施しており、平

成 9年度現在、30遺跡の所在が確認されているが、試掘調査の結果 4遺跡については調査不要となっている。

発掘調査の実施については、岩手県教育委員会事務局から平成 5年 8月 26日付「教文第422号」により日本鉄

道建設公団盛岡支社に対して事業計画について照会し、平成 5年 9月 20日付「盛支総用第404号」の回答を受

けて、両者が協議を行い、平成 6年度以降の新幹線建設に係る埋蔵文化財発掘調査は一部を除いて財団法人岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

2.調査の経過
下村遺跡の調査は、平成 8年度、 9年度の 2ケ 年にわたって面積計12,730ど の発掘調査を行っている。平成

8年度事業の実施については、平成 8年 3月 25日付「教文第1132号」により、調査面積7,600∬を対象とした

事業通知がなされ、平成 8年 6月 17日 から同年11月 8日 まで野外調査を行っているが、調査の途中で用地取得

状況の変更により8,430言 を調査している。

平成 9年度事業については、平成 9年 3月 6日付「教文第1010号」により事業通知がなされ、4,300rを対

象として平成 9年 7月 1日野外調査を開始し、同年 9月 5日 の現場撤収により、東北新幹線建設に係る下村遺

跡の野外調査は一切終了した。

-1-
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―第 3図 周辺の地形図
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Ⅱ  遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置
下村遺跡は岩手県二戸市米沢字上村20-1ほかに所在し、東日本旅客鉄道東北本線斗米駅の南約500mの 地

点にある。地形図上では、国土地理院発行の 5万分の 1地形図の「一戸」図幅に含まれ、緯度は北緯40度 16分

41～48秒、経度が東経141度17分41～42秒の範囲に位置している。遺跡の所在する三戸市は、盛岡市から北に

約64km、 岩手県の北端部に位置しており、北側は青森県三戸町、同名川町、西側は青森県田子町、浄法寺町、

南側は一戸町、東側は九戸村、軽米町に隣接 している。面積が238.17賦、人口が約 3万人の、岩手県北内陸地

域では最も大きい都市である。今後の地域経済、地域振興の発展の足がかりとして、新幹線の盛岡以北の開通

が待たれるところでもある。

2.地形と立地
二戸市は東に北上山地、西に奥羽山脈に挟まれ、中心部を馬淵川が流れる。この地域の北上山地には古い隆

起準平原が分布しており、最高点は折爪岳 (標高852m)で ある。西の西岳 (標高1018m)、 稲庭岳 (標高1078

m)よ り連なる奥羽山脈は、西にせまる200m～300mの丘陵の背後にあり、市街地からは望むことができない。

馬淵川は、流域面積2,050だ、幹線流路延長142kmの河川で、葛巻町東端部の北上山地を源とし、葛巻町、一戸

町、二戸市、青森県三戸町を流れ、八戸市で太平洋にそそいでいる。この河川の大部分は、狭い河岸段丘と深

い浸食谷が続く。二戸市周辺では、二戸市の南隣、一戸町北端部の鳥越付近で東に大きく屈曲し、二戸市石切

所付近まで、狭谷を流れる。さらに北流して二戸市下山井から三戸町梅内にかけても、流路は複雑に屈曲し、

山地のせまる狭谷を流れる。この二戸市石切所と下山井の間、約 8 kmの 区間は、馬淵川はゆるやかに曲流し、

最大幅が1.5km程度の谷底平野が形成されている。この谷底平野は、高さや生成時期によって、いくつかの段

丘に区別することができる。上位より、仁左平、福岡、長峯、中町、堀野、中曽根の各段丘である。 (松山

1981)今回の調査は、馬淵川の左岸 (西)、 東北本線のすぐ西側沿いの区域を調査したもので、調査区をのせ

る段丘は、大部分は松山氏の堀野段丘に相当するが、一部分は福岡段丘にあたる。松山氏によれば、堀野段丘

は馬淵川東岸の矢沢から堀野付近及び杉ノ沢付近と、西岸の下米沢から石切所付近にかけ分布する。数mの段

丘礫層の上に南部浮石層を伴う黒色土層をのせる点では中野段丘と同様であるが、段丘面傾斜がやや大きく、

また段丘縁と馬淵川面との比高が15m～ 18mと 小さいので異なるとしている。福岡段丘は、下山井 。中町秋葉

から上平 。米沢 。上里・五日町付近と海上川・十文字川の地域に分布し、低位の中町段丘とは、15m～20mの

比高で接 している。八戸浮石流凝灰岩に当たる火山灰流凝灰岩を主たる構成層とし、シラス台地としての性格

をもっているとしている。

調査区は丘陵の麓部分に立地 しており、標高が105m～110m前後で、現況は阻 果樹園、道路、草地であっ

た。

3.地質と基本層序
二戸市周辺は新世代第二紀層である、砂岩・凝灰岩・凝灰質砂岩、あるいは礫岩などが分布している。これ

らの地域は、表層を十和田火山起源などの火山砕屑物で厚くおおわれている。古い順に洪積世の天狗岱火山灰

層、高舘火山灰層、八戸火山灰層、洪積世のニノ倉火山灰層、南部浮石層、中撮浮石層、十和田b降下火山灰

層、十和田 a降下火山灰層である。今回の調査では、八戸火山灰層、南部浮石層以降の火山砕屑物が確認され
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た。八戸火山灰層は、下部に堆積する火砕流中の炭化物の14C年代から、

12,700± 260年 B,P,の年代が与えられている。南部浮石から上位の火

山灰は、完新成テフラで、縄文時代以降の遺構・遺物の調査の際には鍵

層となる。調査区の基本層序は、部分的に層を欠く区域もあるが、おお

むね下記のような層序となっている。

I層 黒 褐 色 土 表土
Ⅱ層 黒 褐 色 土 耕作土 土器の小片が混じる
Ⅲ層 黒 褐 色 土 十和田a火山灰がブロック状にはいる。

最大層厚15cm

Ⅳ層 黒  色  土 一部分で十和田b火山灰が混じる地域がある。
V層 暗 褐 色 土 中撤火山灰の二次堆積層 中倣火山灰の砂質分を

含む

中倣火山灰層

南部浮石が混じる

南部浮石層

八戸火山灰層

-0

-1

-2
m

Ⅵ層 浅黄色火山灰
Ⅶ層 黒  色  土

Ⅷ層 明褐 色 浮 石
Ⅸ層 黄灰色火山灰

第 5図 基本層序

4.周辺の遺跡
(1)隣接する遺跡
下村遺跡の周辺では、かつて三戸バイパスに関連する調査が行われており、調査・報告されている遺跡が比

較的多い。ここでは下村遺跡に隣接する上村遺跡、下村A・ B遺跡、荒屋A遺跡について述べたい。これらの

遺跡は二戸バイパスに関連し、岩手県教育委員会文化課によって、上村遺跡と下村A遺跡が昭和49年、下村B

遺跡が昭和49年～50年、荒屋A遺跡が昭和50年～51年に発掘調査が行われている。(室内整理、報告書の発刊

は財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに委託)それぞれの遺跡から検出した遺構を住居中心に

簡潔に述べると、上村遺跡からは大木10式期の竪穴住居 2棟、後期初頭と考えられる住居が 1棟検出されてい

る。下村A遺跡では住居は検出されず、近世の可能性がある塚が確認されている。下村B遺跡からは、大木 9

式期の竪穴住居が 5棟検出され、該期の集落であったことがわかっている。出土遺物は大木 9・ 10式土器が中

心であるが、大木 8a式～後期初頭の土器が出土している。また詳細な時期は不明であるが、縄文時代の配石
遺構、配石土壊が検出されている。さらに中世の竪穴住居が 2棟確認されている。荒屋A遺跡の竪穴住居では、

円筒上層 e式期と考えられる住居が 2棟、大木 8b式期と考えられる住居が 9棟、 9式期が 2棟検出されてい

る。また 8世紀の竪穴住居が 4棟確認されている。このように隣接する遺跡からは、この地域が縄文時代中期

後半に、比較的大きな規模で集落が形成されていたことがわかる。

(2)縄文時代前期初頭、中期後半、中世、近世の遺跡
下村遺跡の今回の調査で発見された、遺構・遺物の主な時期である、縄文時代前期初頭、中期後半、中世、

近世に限り、二戸市内の遺跡について簡単にふれたい。火行塚遺跡と上里遺跡からは前期初頭の竪穴住居跡が

それぞれ2棟検出されている。出土した土器は羽状縄文等を施した、植物繊維を多量に含む土器である。中期

の後半では、前述した隣接する遺跡以外に、沢内B遺跡から大木10式期と考えられる竪穴住居跡が 2棟、馬立

遺跡から2棟が確認されている。中世の遺跡では、中世の終焉となる「九戸政実の乱」の舞台となる九戸城跡

卜 L=Ю7,800
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第 1表 周辺の遺跡

No 遺  跡  名 種  別 時  代 遺 構 ・ 遺 物 備 考

1 海上館 城館跡 中世 堀切 文献「古城館址考」

2 林向 散布地 縄文 縄文土器

3 野々上Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器

4 上ノ沢Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器

5 段ノ越 散布地 縄文 縄文土器

6 沖 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 S63,H2調査→岩埋文(1990)

7 四戸城(金田一城) 城館跡 中世末～近世 空堀、平場、土塁 文献「古城館l■考J

8 八ツ長Ⅱ 散布地 縄文・古代。中世 縄文土器、中世住居跡、土師器 H2調査→岩埋文(1992)
上田面Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

大川原毛 散布地 縄文 縄文土器

11 戸花 散布地 縄文 縄文土器(晩期)

堀野 集落跡・祭祀跡 縄文・古代 古墳、蕨手刀、竪穴住居、配石 S28、 37～39岩大発掘調査

上町 散布地 縄文 縄文土器

上田面 集落跡 縄文・弥生。古代 縄文土器(早期)、方形周溝基、平安

住居跡、土師器、鉄製品

S51,52県 文化調査課。(バ イパス

関連)、 S52,53調 査→岩埋文(1981)

海老田 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

長瀬A 集落跡 縄文。古代 竪穴住居跡、奈良・平安住居跡 S56調査→岩埋文(1982)

17 長瀬B 集落跡 縄文・古代 縄文早期住居跡、奈良。平安住居跡 S51,52調 査→岩埋文(1982)

長瀬C 集落跡 縄文・古代。中世 奈良。中世住居跡、土師器 S56調査→岩埋文(1983)

長瀬D 集落跡 縄文。中世 縄文晩期住居跡、中世住居跡、火葬

墳墓

S52調査→岩埋文(1981)

家ノ上
集落跡 縄文。中世 縄文早期、中～後期住居跡、中世住

居跡

S56調査→岩埋文(1982)

沢内 集落跡 縄文 縄文後期住居跡、縄文土器(後醐 S52調査→岩埋文(1978)

沢内B 集落跡 縄文。中世 縄文中期住居跡、中世住居跡、陶磁

器

S53調査→岩埋文(1978)

佐々木館(稲荷館) 散布地 。城館跡 中世 縄文土器、土師器、堀 文献「古城館址考J

米沢(米沢館・エン館) 集落跡・城館跡 縄文・古代。中世 竪穴住居跡、工房跡、土墳群 S47～52県文化課調査。(二戸バイ
パス関連)S62調査→岩埋文(1980

上平 I 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

上平Ⅲ 散布地 縄文。古代 縄文土器(晩期)、土師器

上平Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器

長嶺 散布地 縄文 縄文土器

下村 集落跡 縄文・古代 縄文前期、中期住居跡、縄文土器

(前～中～後期)、配石

S51県文化課、S60二戸市教委調

査。(二戸バイパス関連)H8調 査
整理中

下村 B 集落跡 縄文 縄文中期住居跡、縄文土器(中～後

期)

S49,50調 査→岩埋文(1983)

上村 集落跡 縄文 縄文中期住居跡、縄文土器(中期) S49,50調 査→岩埋文(1983)

荒谷A 集落跡 縄文 縄文中期住居跡、縄文土器(中期) S50,51調 査→岩埋文(1983)

中曽根 集落跡 縄文・古代。中世 住居跡、円形周溝、土墳群 S52(市道中曽根線)、 S53～ 54(二

戸バイパス関連)調査一二戸市教

委(1978)

中曽根 I 集落跡 縄文・古代 竪穴住居跡、縄文土器 S53,54調 査→二戸市教委(1981)

橋場 城館跡 縄文・中世 縄文岩偶(晩期)、土塁(既破壊) S57二戸市教委調査。

八幡下 散布地 縄文 縄文土器(晩期)

横長根 散布地 縄文 縄文土器

土川 I 散布地 縄文 縄文土器

土ナ|IⅡ 散布地 縄文,古代 縄文土器、土師器

火行塚 集落跡 縄文・弥生・古代 縄文前期住居跡、弥生包含層、弥生

土器類、土師器

S53,54岩 埋文センター調査。二戸

バイパス関連

上里 集落跡 。城館跡 縄文。中世 大型住居、フラスコ土坑群、堀跡人

骨、獣骨、土製品

S53,54岩 埋文センター調査。二戸

バイパス関連S60～62二戸市教委

調査。

在府小路 散布地 。城館跡 縄文。中近世 縄文土器、堰跡、陶磁器 九戸城関連遺址

九戸城(白鳥城、福岡城) 城館跡 中近世 石垣、堀跡、石類、桝形 S10国指定。本丸、ニノ丸、三ノ丸

(指定地外)松ノ丸、石沢館、若狭館

からなる

村松館 城館跡 中世 文献「古城館址考」
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-9-

功 t



をはじめとして、比較的多くの遺跡から遺構が検出されている。竪穴住居跡が検出されているのは、前述の下

村B遺跡の他、上里遺跡 1棟、長瀬C遺跡10棟、長瀬D遺跡 1棟、駒焼場遺跡 1棟、馬場遺跡 1棟、沢内B遺

跡 4棟、沖遺跡 4棟、八ッ長遺跡が 7棟である。住居の形態は、出入日の張り出しをもつものともたないもの

があり、遺物は銭貨、鉄製品、陶磁器などである。近世については調査例が少なく、出土遺物があまりないた

め明確な時期が不明で、遺漏も多いと思われるが、大渕遺跡から近世と考えられる掘建柱建物跡が 2棟検出さ

れている。二戸市以外の県北地域では、九戸村の江刺家遺跡から近世の掘建柱建物跡が 2棟確認されている。

参考・引用文献

大池昭二他

大池昭二

松山 力

1966

1972

1978

「馬淵川中。下流域の段丘と火山灰」『第四紀研究』 5-1

「十和田火山東麓における完新世テフラの編年」『第四紀研究』■-4

岩手県埋蔵文化財センター 1981

1981

1982

1982

1983

1983

1983

1983

1985

1988

1988

1988

1991

1996

1997

二戸市教育員会      1978

「第Ⅱ章自然的環境」『中曽根遺跡発掘調査報告書』

『二戸市バイパス関連遺跡発掘調査報告書』(第22集 )

『二戸市バイパス関連遺跡発掘調査報告書』(第23集 )

『二戸市バイパス関連遺跡発掘調査報告書』(第35集 )

『二戸市バイパス関連遺跡発掘調査報告書』(第36集 )

『上里遺跡発掘調査報告書』(第55集 )

(上田面 。大渕 。火行塚遺跡)

(長瀬 C、 長瀬D遺跡)

(長瀬A遺跡)

(長瀬B遺跡)

『上村遺跡・下村A遺跡・下村B遺跡発掘調査報告書』(第56集 )

『荒谷A遺跡発掘調査報告書』(第57集 )

『江刺家遺跡発掘調査報告書』(第70集 )

『岩手の遺跡』

『馬立遺跡発掘調査報告書』(第122集 )

『馬立・太田遺跡発掘調査報告書』(第 123集)

『米沢遺跡発掘調査報告書』(第132集 )

『八ツ長遺跡発掘調査報告書』(第 168集 )

『寺久保遺跡発掘調査報告書』(第239集 )

『田代遺跡発掘調査報告書』(第262集 )

『中曽根遺跡発掘調査報告書』

Ⅲ 野外調査 と室内整理

1,野外調査
(1)概要と調査区の設定
野外調査は平成 8年 6月 17日 ～11月 8日 と平成 9年 7月 1日 ～9月 5日 に行われている。本報告書では平成

8年度分の調査を一次調査、平成 9年度分の調査を二次調査として報告している。調査区は東北本線沿いの南

北500m、 幅が25mの細長い形状をしており、調査区を南からA～ E区に分け、調査を行った。一次調査はA

区～C区とE区について調査を行っているが、最も北側の沢地であるE区についでは、遺構・遺物が確認でき

なかったため、 トレンチによる調査のみで終了した。二次調査は、新たな買収地を含めたD区について調査を

行った。そのうち、D区の北側の飛び地となる調査区域については、遺構・遺物が確認できなかったため、 ト
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レンチによる調査で終了とした。また調査を進める都合上、A区～C区について便宜的に細分して呼称した。

A区はA区小屋部、A区母屋部、、A区墓地部、B区はB区南半部、B区北半部、B区湿地部、 B区基地部と

し、C区は南半部、北半部とした。本報告書でも一部でこの呼称を使用している。具体的な位置については、

第 7図調査区全体図を参照していただきたい。

(2)グ リッドの設定
グリッドは平面直角座標軸 (第 X系)に合わせて設定し、X=+31,000、 Y=+39,250の 基 1を基点として、

40mの大グリッドのメッシュをかけ、さらに4mの小グリッドを、調査区の全範囲にかけた。グリッド名は調

査区の北西側を起点にして、大グリッドは東西を I～Ⅲ、南北をA～ Lと付けている。小グリッドは東西を 0

～ 9、 南北をa～ jの 10等分としている。グリッドの呼称については、大グリッドと小グリッドの組み合わせ

により、「 IAOa」 とか「ⅢC5b」 と呼んでいる。また調査の都合上、調査区の北西端で起点となる「 I

AOa」 の点を「E=0, S=0」 とし、以下東方向、南方向に進むごとに数字を増やしていく方法によって

仮の座標を設けた。たとえば「 E=5、 S=20」 の地点は、「 IAOa」 から東へ 5m、 南へ20mの地点と
いうことである。この方法による座標の表し方は、本報告書でも使用している。

(3)遺構の名称
野外調査では、竪穴住居跡RA、 掘建住建物跡RB、 土坑RD、 竪穴住居状遺構RE、 焼土遺構RF、 溝跡

RG、 その他の遺構をRZ、 柱穴はpと して調査を行ったが、柱穴以外は報告書中ではこれらを整理し改名し

ている。

(4)粗 掘 り、遺構検 出、精査
任意に設定したトレンチで、土層の堆積状況と遺構 。遺物の埋存状況を確認した後、重機を用いて表土を除

去し遺構検出を行った。初めは十和田aが混じるⅢ層での検出を行ったが、遺構が確認できなかったため、さ

らに人力、重機で掘り下げ、Ⅳ層あるいはV層で遺構を検出している。

検出された遺構は2分法・ 4分法を用いて精査を行い、必要な記録はフィールドカードに記録した。

(5)実 測・ 写真撮影
遺構の平面実測は小グリッド (4× 4m)を さらに 1× lmのメッシュに区切り、簡易遣り方測量で行った。
縮尺は1/20を原則とし、必要に応じて任意の縮尺の図面を作成した。

写真撮影は6× 7判モノクロ・ 35mモ ノクロ・ 35mカ ラーリバーサル用のカメラを各 1台ずつ使用し、遺構

の平面 。断面 。遺物出土状況を中心に撮影を行った。また一次調査では、小型飛行機による空中写真を撮影し、

調査区全景写真として報告書に用いた。

2.室内整理
(1)整理作業の経過
室内整理作業は、一次調査については平成 8年11月 1日 ～平成 9年 3月 31日 に、二次調査については平成

9年11月 1日～ 3月 31日 に行っている。作業の手順は、遺構については調査現場で作成した実測図の点検、合

成、第 2原図の作成、 トレース図版の作成の順に進めた。遺物については、接合、復原を行った後、仕分け。

登録と併行して実測図の作成、 トレース、写真撮影、図版作成を順に進めた。また、これらの作業とともに鑑

定依頼、原稿を作成し、報告書に掲載した。原稿の執筆は、 Iを工藤利行が、Ⅳの1(2)、 (9)、 (10)、 2

(1)③、(2)①、②、③、⑤、⑥、⑦、 3(2)を大道篤が、Ⅳの 1(3)、 (8)を下田隆衛が、Ⅳの 2
(1)①、②を小田野哲憲が担当し、それ以外は岩渕計が行った。また編集、加筆を岩渕計が行った。
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(2)遺構
遺構図版の縮尺は、竪穴住居、竪穴状遺構については、平面図・断面図とも50分の1を基本としている。掘

立柱建物跡は100分の 1、 溝跡については平面図は100分の1だが、断面図は50分の1である。また土坑、焼土

遺構、配石遺構、井戸跡、墓壊は40分の1を原則としている。図面にはそれぞれスケールを付している。遺構

写真の縮尺は不定である。

(3)遺物
遺物の図版の縮尺は、縄文土器が3分の 1、 土師器、須恵器、陶磁器が2分の1で掲載している。剥片石糸

土製品、木製品、金属製品は2分のと、礫石器が3分の 1、 近世の石製品は大きさによって2分の 1、 3分の

1、 4分の 1の縮尺を用いている。写真図版の縮尺は不定である。遣構。遺物の図版に使用した凡例は以下の

通りである。

く〔ε》一柱痕 @石
築

凝建

例
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Ⅳ。一次調査の報告







1遺 構

(1)竪穴建物跡
1号竪穴建物跡 (第 9図・写真図版 3)

<位置> ⅡF8h～ 8iグ リッド (C区北半部)に位置する。
<検出状況> Ⅳ層で黒褐色のプランとして検出した。
<規模と形状> 360cm× 370cmの ほぼ方形である。壁高は約30cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。東側に入り日と

考えられる110cm× 55cmほ どの張り出し部があり、15cm程度落ち込み、ややなだらかに立ち上がる。

<埋土> 南部浮石が混じる黒褐色土である。十和田aは含まれていない。
<柱穴配置> 18本検出されたが、主柱穴となるものは四隅の 4本と考えられる。その他の柱穴は、西側と東

側の壁に沿って、主柱穴の間に配置される。

<柱間寸法> 4本 の主柱穴は約280cm 9尺 2寸の柱間寸法であるが、その他の柱穴は計測値に規則性がない。
張り出し部は北側の柱が東に40cm、 南側の柱が東に30cmが間口で、55cm張 り出す。張り出し部の中央部に柱穴

状のくばみが検出されている。

<柱穴規模> 柱穴の平面形はほぼ楕円形である。規模は最大径36cm～最小径 8 cmま であるが、主柱穴となる
のは、30cm台が主体である。深さは床面から36.2読～11.4cmま であるが、主柱穴は20cm台、その他の柱は10cm

台が多い。

<床面> 南部浮石層が床面になっており、平坦で硬くしまっている。
<そ の他> 床面から炭化物が集中して 2カ 所検出されている。炉跡と考えられる。
<遺物> 縄文土器片が出土しているが、遺構との直接の関係はないと考えられる。
<時期> 形状から中世の竪穴建物跡と考えられる。

2号竪穴建物跡 (第10図・写真図版 4)

<位置> ⅡF6f～ 6gグ リッド (C区北半部)に位置する。
<検出状況> Ⅳ層で黒褐色のプランとして検出した。
<規模と形状> 350cm× 280cmの不正形な方形である。木の根の攪乱により、一部分の壁が不明である。壁高

は残存部の最大高が約30cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。張り出し部はない。

<埋土> 南部浮石が混じる黒褐色土である。十和田aが部分的に混じるが、攪乱による可能性が高い。人為
的に埋め戻していると考えられる。

<柱穴配置> 31本検出されたが、柱となるものは壁際に沿って配置されているものと考えられる。

<柱間寸法> 柱配置が不規則であるため。柱間寸法に統一性が見られず計測不能である。
<柱穴規模> 柱穴の平面形はほぼ楕円形である。規模は最大径36cm～最小径 6 cmまであるが、東側の壁際に
巡る柱は30cm前後、その他は10cm台が主体である。深さは床面から46.8cm～ 6 cmま であり、統一性に欠ける。

<床面> 南部浮石層が床面になっており、ほぼ平坦で硬くしまっている。
<遺物> 縄文土器片が出土しているが、遺構との直接の関係はないと考えられる。
<時期> 形状から中世の竪穴建物跡と考えられる。
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T> 1号竪穴建物跡

0               2m

Ｆ

＝

岸
ｏ
ｐ

『
ｏ
ｏ

上甍

L=105,700

1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 商部浮石の粒を均―に多く含む。
2 1層 に似るが、軽石の密度がやや低tち
9 2層 に似るが、上部に黒褐色砂質■をわずかに含む。
4 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 南部浮石の粒を含帆
5 10vR 2/2黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性あり 南部浮石の大紅を含むt
6 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 2層に似るが、ややしまり弱せ、
7 2層 に似る。
8 10Y足 2/2黒褐色ツルト しまりややあり 粘性あり 南部浮石の社を部分的に含む。
9 10YR 2/2～ 2/9黒褐色シルト しまり■し 粘性あり 南部浮石の粒を含む。
lα 10YR 2/3黒褐色砂質ンルト しまりややあり 粘性なし 南部浮石の粒を含む。
■ 7層ににるが、やや砂質■を多く含む。

第 9図  1号竪穴建物跡
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T>

と上

0               2m

3号竪穴建物跡

P34

Ｂ
卜

1 10YR 2/2～ 2/3黒褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 南部浮石の社を含む。十和日aを少量含む。

Ｆ

＝

μ
ｏ
ｐ

］
ｏ
ｏ

駕 :2

駕み

P31

B'

2 10YR〃 3黒褐色ンルト しまり,,あり 粘性ややあり 南部浮石の粒を含む。
3 10YR 3/3暗 褐色ツルト しまりややあり 粘性ややあり 南部浮石の社を均―に含むる
1層に似るが、粘性なし。
10YR 2/3黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性なし 火山灰を多く含む。
10VR 2/3黒 褐色砂質ンルト しまりややあり 枯性なじ 中穏を多く含む。
10YR 2/2～2/3黒褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 上部に十和日aを少畳含む。
10VR 3773暗 褐色ンルト しまりややあり 粘性なし。

＾
く

可

〇
〇
Ｎ
ぃΦ
Ｏ
＝
＝

日
　
―
上く

瑠

1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘牲ややあり 南部浮石の荘を含む。
2 1層 に似るが、お性あり。
3 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘世あり 南部浮石の大粒を少畳含む。
4 10YR 2/2～ 2/3黒褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 南郎浮石の粒を含帆
5 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 黒褐色砂質■をやや含む

`6 10YR 2お ～2/3黒褐色ンル  ヽしまりややあり 粘性ややあり。
8 2層 に似るが、下部しまりあり。

2・ 3号竪穴建物跡
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3号竪穴建物跡 (第10図 。写真図版 5)

<位置> ⅡF6hグ リッド (C区北半部)に位置する。
<検出状況> Ⅳ層で黒褐色のプランとして検出した。
<規模と形状> 350cm× 310cmの ほぼ方形である。壁高は残存部の最大高が30cm前後で、ほぼ垂直に立ち上が

る。東側に入り日と考えられる140cm× 40cmほ どの張り出し部があり、検出面から13cm程度落ち込み、ややな

だらかに立ち上がる。壁際には、周溝が巡る。

<埋土> 南部浮石が混じる黒褐色土である。十和田aは含まれていない。
<柱穴配置> 36本検出されており、規則性はないが壁際に柱が配置されていたと考えられる。

<柱間寸法> いずれの柱間も寸法の計測値に規則性が見られない。北壁の約305cm10尺 は東から28cm+18cm
+52cm+35cm+39cm+58cm+36cm+21cm+23cm、 南壁の約265cm 8尺 6寸は東から23cm+30cm+49cm+50cm+7

8cm+35cm、 西壁の約210cm 6尺 9寸は北から30cm+34cm+22cm+36cm+49cm+39cmで ある。東壁の張り出し部

は140cmが間日で、40cm張 り出す。張り出し部の中央部に柱穴状のくばみが検出されている。

<柱穴規模> 柱穴の平面形はほば楕円形である。規模は最大径45cm～最小径10cm、 深さは床面から36 2cm～
11.4cmま であるが、四隅に配置されている柱穴とそのほぼ中央に配置されている柱穴は、規模が比肢的大きく、

深いものが多い。

<床面> 南部浮石層が床面になっており、平坦で硬くしまっている。
<そ の他> 床面から薄い堆積であるが、焼土が検出されている。
<遺物> 縄文土器片が出土しているが、遺構との直接の関係はないと考えられる。
<時期> 形状から中世の竪穴建物跡と考えられる。

(2)礎石建物跡、掘立柱建物跡
本遺跡では近世の遺構が主体をしめ、礎石建物跡 1棟、掘立柱建物跡が同一箇所での建て替えも含め、19棟

を数える。建物跡に関しては後述の地主の伝承証言とも一致するケースも多い。建物の下限は明治20年代の鉄

道施設年近辺であることは確認できている。なお建物跡に付属する溝跡については、「(7)溝跡」でも述べて

いるので参照いただきたい。また付属する溝跡の時期が明瞭ではないため、同一箇所の建物跡にはすべて図版

に溝跡を記載している。

1号礎石建物跡 (第11図・写真図版 6)

<位置> ⅢLlb～ ⅢLld、 ⅢL3b～ ⅢL3d(A区 旧小屋部)に位置する。
<重複関係> なし。
<平面形式> 桁行 5間、梁行 3間相当である。ただし礎石は全て残っていない。礎石があったと思われる部
分には切り上造成を行った八戸火山灰層の面において 5～ 10cmの浅い落ち込みが検出され、建物の周囲には方

形の溝が巡ると推測される。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-57° ―Eである。
<礎石跡> 礎石跡は16基検出された。しかし北側は削平も進み、非常に浅い落ち込みである。検出面の平面
形において最大は38X36cm、 最小は22× 20cmである。

<柱間寸法> 並びのはっきりしない礎石痕が多いため詳細は不明だが、 5尺 3寸 (160cm)を 基準としてい
ると考えられる。

<出土遺物> 建物の周囲に巡る1号溝跡の埋土より397の木製の櫛が出土している。表面には漆が塗られて
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おり、長さ約10clll、 最大幅2.7cmを 測る。江戸時代末～明治時代前半のものと推測される。また建物の敷地内

から19世紀後半と考えられる368の土瓶の蓋が表採されている。

<付属施設> 建物南側周辺にかけて「コ」の字形に溝が巡る。最大幅60clll、 最深で約50cmを測る。建物に伴
う排水用施設と推測される。建物南東側には開口部径70× 40cm、 深さ31cmの だ円形状の13号墓装が検出されて

いる。墓壊内より人の歯が10数本出上し、その他に漆塗りの椀・寛永通宝が出土している。また建物内南側に

開口部径114× 85cm、 深さ31clllを測る長方形の 3号土坑が検出されている。埋土から釘やガラスなどが出土 し

たことから建物が移転した後に構築されたものであろう。

<建物の性格> 土地所有者の証言によりこの地に明治前半期に小屋が存在していたことが明らかとなってい
る。明治20年代の鉄道敷設に伴い、移築されている。

<年代> 江戸時代末～明治前半期の建物である。

へ
碍
堅

餅 ◎

◎
ｌ
③

P1435

P1436

P1437
3号土坑

第11図  1号礎石建物跡
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1号掘立柱建物跡 (第12図 。写真図版 6、 7)

<位置> ⅢK3d～ ⅢK3h(A区 旧母屋)に位置する。

<重複関係> 4回 の建て替えが行われており、 2号～ 4号掘立柱建物跡の柱穴と重複する。他の建物を構成

する柱穴の全てを切る関係にあり、最も新 しい建物であると考えられる。

<平面形式> 東側が調査区外に延びており、建物全体のプランを把握できない。検出された部分から考える

と桁行 7間、梁行 3間以上である。間取りは「前 じょい型」と推測され、上手は桁行 3間の「ざしき」が配さ

れ、中央の奥座敷に「ねべや」的な 2間 × 1間のスペースがとられる。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-24° 一Eである。

<柱穴> 柱穴は14基検出されている。検出面の平面形で最大は93× 88cm(P4)、 最小は56× 48cm(P24)、 最

深は67cm(P6)、 最浅は17cm(P24)で ある。柱穴内には柱材が残存するものや、根固め石・礎石などの残存 し

ているものが見られた。柱の形状は円柱状を呈する。 ピットの形状は基本的に円形であり、柱当たりは柱穴縁

辺に接しているケースが多い。

<柱間寸法> 6尺 3寸 (約192cm)を 基準にしている

<出土遺物> P25の埋土上部より型紙刷りによる手法であり、明治前半期と考えられる碗が出土 している。

また同柱穴内より植木鉢の口縁部破片も出土 している。明治前半期の年代と考えられる。

<付属施設> 溝跡として確実に検出できなかったが、建物裏側 (西側)に配水施設であろうと考えられる溝

状の遺構が巡 らされていた可能性がある。また建物北側には 1号井戸跡があり、本遺構と同時存在の可能性が

考えられる。

<建物の性格> 規模と位置、および伝承から判断すると母屋と考えられる。また井戸状遺構の存在も母屋で

あることを裏付ける材料となっている。

<年代> 土地所有者の伝承によれば明治26年の鉄道敷設時の建物は礎石建物であるということであり、その

ことからすると、 1号堀立柱建物は礎石建物の前に建てられた屋敷であると推測する。仮に礎石建物の存続期

間を50年 とすると、 1号堀立柱建物は19世紀初頭に建築され、19世紀中葉には建て替えられたと考えられる。

2号掘立柱建物跡 (第13図 。写真図版 6、 7、 8)

<位置> ⅢK3d～ ⅢK3h(A区 旧母屋)に位置する。

<重複関係> 1号 堀立柱建物には切られるものの、 3号堀立柱建物の柱穴は切っている。よって 1号よりは

古いものの 3号よりは新しい。

<平面形式> 東側が調査区外に延びており、建物全体のプランを把握できない。検出された部分から考える

と桁行 7間、梁行 4間以上である。間取りは「広間型 3間取り」と推測される。中手の手前に広いス
ペース

(「 じょい」にあたる部分)が とられ、奥に 3間× 1間の「ねべや」を配する「前じょい型」の構造を持つ。上

手は梁行いっぱいの空間がとられる。下手は桁行 2間の「どま」を配する。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-21° 一Wである。

<柱穴> 柱穴は25基検出されている。検出面の平面形で最大は94× (80)cm(P33)、 最小は37× 37cm(P29

1)、 最深は67cm(P15)、 最浅は21cm(P44・ P291)である。柱穴内には柱材が残存するものや、根固め石・礎

石などの残存 しているものが見られた。柱の形状は円柱状を呈する。ピットの形状は基本的に円形であり、柱

当たりは柱穴縁辺に接しているケースが多い。柱穴埋土上部から寛永通費が出上 しており、地鎮的な意味合い

が強いと考えられる。
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1号掘立柱建物跡
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<柱間寸法> 7尺 1寸 (216cm)を基準にしている。

<出土遺物> P134よ り480・ 481の寛永通費が出土している。4801よ元文五(1740)年鋳造の「元銭」であり、

481は寛文 8(1668)年 鋳造の「文銭」である。建物建築の際に地鎮として埋められたものと考えられる。P35

の埋土上部からは351の丸形の鉢が出土しているが、幕末～明治前半期の製作年代と考えられ、混ざり込みに

よるものと推測される。

<付属施設> 外周に巡る溝が付属していた可能性も考えられる。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。

<年代> 1号 建物の前身の建物と考えられ、18世紀中葉に建てられ、19世紀初頭には建て替えられていた

と考えられる。

3号掘立柱建物跡 (第14図 。写真図版 6、 8)

<位置> ⅢK3d～ⅢK3h(A区 旧母屋)に位置する。

<重複関係> 2号堀立柱建物に切られる関係にある。他の建物跡とは重複関係にない。

<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間以上である。下手は2間に分かれ、他の時期の建物と間取りを異にする。

中手・上手には間仕切りは調査区内では見られなかった。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-23° 一Eである。

<柱穴> 柱穴は17基検出されている。検出面の平面形で最大は (90)× 83cm(P166)、 最小は34× 32clll(P

55)、 最深は69cal(P8)、 最浅は18cm(P125)である。柱穴内には柱材が残存するものや、根固め石・礎石な

どの残存しているものが見られた。柱の形状は円柱状を呈する。ピットの形状は基本的に円形であり、柱当た

りは柱穴縁辺に接しているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行 7尺 4寸 (224cm)、 梁行 7尺 1寸 (214clll)を 基調としており、桁行と梁行で長さを異に

する。

<出土遺物> なし

<付属施設> 外周に巡る溝が付属していた可能性も考えられる。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。

<年代> 2号建物の前身と考えられ、18世紀前葉に建てられ、18世紀中葉には建て替えられたと考えられる。

4号掘立柱建物跡 (第15図 。写真図版 6、 8)

<位置> ⅢK3d～ⅢK3h(A区 旧母屋)に位置する。

<重複関係> 1号・ 2号堀立柱建物に切られる関係にある。 3号建物との重複は見られない。

<平面形式> 桁行 7間、梁行 3間以上である。下手は梁行いっぱいの3間の広いスペースがとられ、「どま」

として利用されたものと考えられる。間取りは「広間型 3間取り」である。中手は2間に分かれ、手前が「ざ

しき」で奥が「ねべや」の「前じょい」型と推察される。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-22° 一Wである。

<柱穴> 柱穴は23基検出されている。検出面の平面形で最大は88× 78cm(P41)、 最小は38× 30cm(P680)、

最深は72clll(P680)、 最浅は21cm(P43・ P289)で ある。柱穴内には柱材が残存するものや、根固め石・礎石な

どの残存しているものが見られた。柱の形状は円柱状を呈する。ピットの形状は基本的に円形であり、柱当た

りは柱穴縁辺に接しているケースが多い。
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<柱間寸法> 7尺 (213cm)を基準とするが、上手部分は7尺 4寸とやや広い。
<出土遺物> P41よ り381の播り鉢が出上している。内外面とも無釉であり、内面の摺り面は柳枝状の細い

目を持つ。17世紀前半代の唐津産と推測される。

<付属施設> なし

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 3号建物の前身と考えられる。また出土遺物より17世紀後葉に建てられ、18世紀前葉には建て替え
られたと考えられる。

5号掘立柱建物跡 (第16図 。写真図版 9)

<位置> Ⅱ」9i一ⅢJli～ⅢKOb― ⅢK2a(A区 北側)に位置する。
<重複関係> 全ての柱穴を切っており、最も新しい建物と推測される。
<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間半の直屋である。下手に壁一杯に土間が展開し、上手には前面に「じょい」、
奥手に「ねべや」的空間が配される。上手前面には半間の間仕切りが見られる。基本的に「広間型 3間取り」

の型式である。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-14° ―Wである。
<柱穴> 柱穴は21基検出されている。検出面の平面形で最大は73× 65cm(P389)、 最小は33× 25cm● 10の、
最深は85cm(P389)、 最浅は17cm(P485)である。柱穴内には根固め石・礎石などの残存しているものは見ら

れなかった。ピットの形状は基本的に円形であるが、A区母屋部の建物の柱穴より小規模である。柱当たりは

柱穴縁辺に接しているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行 7尺 4寸 (225cm)、 梁行 6尺 4寸 (194cm)を基調としており、桁行と梁行で長さが異な
る。

<出土遺物> なし

<付属施設> 裏手の西方から南方にかけて屋敷を囲むように2号溝跡がめぐるが、他の時期の掘建柱建物跡
に付属するものであるのかもしれない。全長24mにおよび、上端幅58～ 186cm、 下端幅23～ 107cm、 深さ34cmを

測る。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 土地所有者はA区母屋部と同一であるのだが、この地区に建物の存在については伝承として聞いて
いないということであった。ゆえにA区母屋部の建物よリー時代前に建物が廃絶したものと考えられる。また

廃絶時点の建物が礎石建物であり、今回の調査では確認できなかったとすると、礎石建物は19世紀前半～後半

に存続していたと考えられ、本遺構は18世紀後葉～19世紀前葉の時期に存続していたと推測される。

6号掘立柱建物跡 (第17図・写真図版 9)

<位置> Ⅱ」9h―ⅢJlh～ⅢKOb― ⅢK2b(A区 北側)に位置する。
<重複関係> 5号建物に切られるが、 7号建物は切る関係にある。
<平面形式> 桁行 6間、梁行 4間の直屋である。裏手に半間の下屋を伴う。下手は壁一杯の土間を伴う広間
が配されたと推測され、中手の奥一間分は「ねべや」的な空間が見られる。上手前面に半間の間仕切りを持つ。

5号建物跡の上手前面の間仕切りに類似するが、奥手に「ねべや」は見られず、中手に配せられる。基本的に

は「広間型 3間取り」である。
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5号掘立柱建物跡
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<建物方位> 桁行の軸方向はN-16° ―Wである。

<柱穴> 柱穴は31基検出されている。検出面の平面形で最大は67× (65)cm(P580)、 最小は31× 28cm(P

398)、 最深は98cm(P488)、 最浅は15cm(P103)である。柱材の残存している柱穴が 2基見られ、柱は角柱状

を呈していた。ピットの形状は基本的に円形であるが、A区母屋部の建物の柱穴より小規模である。柱当たり

は柱穴縁辺に接しているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行 7尺 4寸 (224cm)、 梁行 6尺 3寸 (192cm)であり、桁行と梁行で長さが異なる。

<出土遺物> P104の 埋土上部から404の砥石が出土している。

<付属施設> 中手前面の「じょい」相当の広いスペースより1号焼土が検出されている。焼土を囲むように

灰が正方形に2重に囲んでおり、形状より囲炉裏の跡と推測される。また上手南西隅の一角に小礫が住の軸線

とあうように並んで検出されている。建物に伴うものであり、「雨落石」である可能性も高い。 2号溝跡が付

属していた可能性がある。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。

<年代> 遺物は出土していないが、切り合い関係などから判断すると5号建物の前身の建物であると推測さ

れる。ゆえに18世紀中葉～18世紀後葉の時期に存続していたと考えられる。

7号掘立柱建物跡 (第18図・写真図版 9)

<位置> Ⅱ」9h― ⅢJlh～ⅢKOb一 ⅢK2a(A区 北側)に位置する。

<重複関係> 5号・ 6号の2つ の建物に切られる関係にある。

<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間半の直屋である。下手に壁一杯の土間を持つ。「広間型 4間取り」と推測

される。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-13° 一Wである。

<柱穴> 柱穴は25基検出されている。検出面の平面形で最大は60× 60cm(P93)、 最小は26× 24cm(P364)、

最深は81cm(P92)、 最浅は23cm(P145)である。柱材の残存している柱穴が 1基見られ、柱は角柱状を呈し

ていた。ビットの形状は基本的に円形であるが、A区母屋部の建物の柱穴より小規模である。柱当たりは柱穴

縁辺に接しているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行 7尺 8寸 (236cm)を基調とするが一定でない。

<出土遺物> 出土していない。

<付属施設> 2号溝跡が付属していた可能性がある。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。

<年代> 遺物は出上していないが、切り合い関係などから判断すると、 5号・ 6号建物よりも古く、 6号建

物の前身の建物と考えられる。ゆえに17世紀末葉～18世紀中葉の時期に存続していたと考えられる。

8号堀立柱建物跡 (第19図・写真図版 9)

<位置> Ⅱ」91-Ⅲ Jli～ⅢKOb― ⅢK2a(A区 北側)に位置する。

<重複関係> 明らかではない。

<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間半の直屋である。前面に半間程度の下屋を持つ。間取りの詳細については

不明であるが、上手の奥に 1間分の「ねべや」的な空間が配される。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-15° 一Wである。
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<柱穴> 柱穴は全部で22基検出されている。検出面の平面形で最大は60× 54cm(P147)、 最小は30× 26cm

(P89)、 最深は84cm(P578)、 最浅は13cm(P101)である。

<柱間寸法> 桁行は7尺 3寸 (220cm)を基準としているが、梁行は9尺 3寸 (283cm)や 6尺 3寸 (190cm)
などと一定ではない。

<出土遺物> なし。
<付属施設> 2号溝跡が付属していた可能性がある。
<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> はっきりとした年代は不明である。

9号掘立柱建物跡 (第20図 。写真図版 9)

<位置> Ⅱ」9i― ⅢJll～ⅢKOb― ⅢK2a(A区 北側)に位置する。
<重複関係> 明らかではない。
<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間半の直屋である。平行する上屋柱と下屋柱のみであり、間仕切りの柱を持
たない。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-14° ―Wである。
<柱穴> 柱穴は全部で22基検出されている。検出面の平面形で最大は62× 46cm(P149)、 最小は21× 20clll

(P346)、 最深は89cm(P390)、 最浅は20cm(P227)である。

<柱間寸法> 桁行・梁行とも7尺 5寸 (226cm)を基準としている。
<出土遺物> 出上していない。
<付属施設> 2号 溝跡が付属していてた可能性がある。
<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 遺物は出土していないが、間取りの構造から推測すると同一箇所の建て替えの中では最も古い要素
をもっている。

10号掘立柱建物跡 (第21図・写真図版10)

<位置> Ⅲ」2h～ⅢJ2i(A区 北側)に位置する。
<重複関係> なし

<平面形式> 桁行 3間、梁行 2間の直屋である。間仕切りとなる柱があり、 2室型である。出入り日の位置
に関しては不明である。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-21° ―Wである。
<柱穴> 柱穴は12基検出されている。検出面の平面形で最大は59× 45cm(P298)、 最小は26× 26cm(P312)、

最深は69cm(P327)、 最浅は20clll(P389)で ある。ピットの形状は基本的に円形であるが、 5～ 7号建物の柱

穴より小規模である。

<柱間寸法> 桁行 6尺 4寸 (193cm)、 梁行 5尺 (151cm)であり、桁行と梁行で長さが異なる。
<出土遺物> P315の埋土上部より陶器皿が出土している。高台を除く外面には灰釉 (緑)が施され、瀬戸・

美濃産と考えられる。16世紀代と考えられる。

<付属施設> なし

<建物の性格> 規模から判断すると小屋的な建物であると考えられるが、詳細は不明である。
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<年代> 構成柱穴より出上している遺物の年代から判断すると、16世紀代の建物の可能性がある。

11号掘立柱建物跡 (第21図・写真図版10)

<位置> Ⅲ」Ob―ⅢJ2b～ⅢJOf―ⅢJ2f(B区 南側)に位置する。
<重複関係> 13・ 14号堀立柱建物の柱穴との切り合い関係は認められないが、先行する建物と推測される。

<平面形式> 桁行 4間、梁行 2間半の直屋である。上屋柱のみで下屋柱や間仕切り的な柱穴は見られない。
<建物方位> 桁行の軸方向はN-0° ―Sである。
<柱穴> 柱穴は全部で11基検出されている。検出面の平面形で最大は94× 92cm(P267)、 最小は35× 33cm

(Pl178)、 最深は79cm(P971)、 最浅は22cm(P857)である。柱穴の規模は一様に小さめである。

<柱間寸法> 桁行が 7尺 9寸 (239cm)を基準としている。
<出土遺物> 出土していない。
<付属施設> なし。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 遺物は出土していないが、間取りの構造から推測すると中世終末～近世初頭頃と推測される。

12号掘立柱建物跡 (第22図・写真図版10)

<位置> Ⅱ」C8-Ш JC9～ ⅡJf8-Ⅱ Jf9(B区 南側)に位置する。
<重複関係> 重複関係は認められない。
<平面形式> 桁行 5間、梁行 2間の直屋である。上屋柱のみで下屋柱や間仕切り的な柱穴は見られない。
<建物方位> 桁行の軸方向はN-13° ―Wである。
<柱穴> 柱穴は全部で11基検出されている。検出面の平面形で最大は50× 49cm(P848)、 最小は18× 17cm

(Pl157)、 最深は78cm(P848)、 最浅は18cm(P1048)で ある。柱穴の規模は一様に小さめである。

<柱間寸法> 一定ではないが、 6尺 7寸 (203cm)を基準としている。
<出土遺物> 出土していない。
<付属施設> なし。

<建物の性格> 規模と位置から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 遺物は出土していないが、間取りの構造から推測すると中世終末～近世初頭頃と推測される。

13号掘立柱建物跡 (第22図・写真図版10)

<位置> Ⅲ」Ob― ШJ2b～ⅢJOf― ⅢJ2f(B区 南側)に位置する。
<重複関係> 14号建物の柱穴に切られる関係にあり、14号建物に先行する建物であると推測される。また11

号建物の柱穴とは切り合わないものの、11号建物に後続する建物と考えられる。

<平面形式> 桁行 4間、梁行 2間の直屋である。上屋柱のみで下屋柱や間仕切り的な柱穴は見られない。
<建物方位> 桁行の軸方向はN-1° ―Wである。
<柱穴> 柱穴は10基検出されている。検出面の平面形で最大は68× 63cm(RD52)、 最小は30× 26cm● 890、

最深は93cm(P889)、 最浅は26cm(P902)である。柱穴の規模は小さめだが、11号 。12号掘立柱建物跡の柱穴

よりはやや大きめである。

<柱間寸法> 一定でないが、 7尺 6寸 (231)を基準にしている。

-38-



10号掘立柱建物跡

11号掘立柱建物跡

P341 P339 ＼
Ｐ３３３

Ｆ

＝

ド
ｏ
■

ｏ
ｏ
ｏ

Ｗ

鼻
雌⑥硼

L=103,800

A, P312    p olo つ宜9Q  oつo7          A'

<

◎   Ωァーー⑥

ぽ

Ｌ

◎
Ｐ２６７

P248 P198 P193

５７鞘
Ｐ

］
μ
ω

（Ｎ
Ｐ）
　
　
　
一

∞
〕
〇

（
ド〇
・ω
）

◎
P愛6饂

Ａ

一。 も些__鎌 : P958 P971

２５

て８

．

川6る等 5 2開 ◎
中
もA'

| (71) 1 (79) |  (79) |

A  L=103,200 A'
P971引

0                4m

第21図  10・ 11号掘立柱建物跡

―-39-―



12号掘立柱建物跡

P954
剛
⑬ ⑤

―

◎
一
⑨

Ｐ９４６
（〉　　　　　　　　　　　　Ｐ８７‐

拗
″

A

Ｐ２７０
◎
．

駕

P845 A'

P860                   P962 ＲＤ５２
０

Φ戸
~~こ)  ◎

鶏路0

P889 P869         P lo12

◎fω  231 C)166°

13号掘立柱建物跡

<
P898          1

⑨

P902
A'°

軍 ごf) 鰹 (7.6) (76) (5.5)

２３

ぐ７

．

L=103,300 P889

o                4m

第22図  12・ 13号掘立柱建物跡

-40-



<出土遺物> なし

<付属施設> なし

<建物の性格> 規模・形状から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 遺物は出土していないが、間取りの構造および、遺構の重複関係から17世紀代の建物と推測される。

14号掘立柱建物跡 (第23図・写真図版10)

<位置> Ⅲ」Ob―ⅢJ2b～ⅢJOf― ⅢJ2f(B区 南側)に位置する。
<重複関係> 13号建物の柱穴を切る関係にあり、13号建物に後続する建物であると推測される。11号建物よ

りも新しい時代の建物と考えられる。

<平面形式> 桁行 6間、梁行 5間の直屋である。上屋柱・下屋柱のみであり、間仕切り的な柱穴を持たない。
<建物方位> 桁行の軸方向はN-3° 一Wである。
<柱穴> 柱穴は26基検出されている。検出面の平面形で最大は55× 54cm(P1074)、 最小は28× 26clll●981)、
最深は87cm(P972)、 最浅は17cm(P1097)で ある。

<柱間寸法> 一定ではなく、梁行と桁行の長さを異にするが、桁行 7尺 6寸 (231cm)を基準としている。
<出土遺物> なし

<付属施設> なし

<建物の性格> 規模・形状から判断すると母屋と考えられる。
<年代> 11号・ 13号建物に後続する建物であり、間取りの構造などから18世紀前半頃の建物と推測される。

15号掘立柱建物跡 (第24図・写真図版11)

<位置> Ⅱ19i― Ⅲ1li～ Ⅱ」9a―ⅢJOb(B区 湿地部)に位置する。
<重複関係> なし

<平面形式> 桁行 4間、梁行 2間半の直屋である。「広間型 3間取り」を呈 し、下手には壁際いっぱいに
「土間」を配している。上手の奥には「ねべや」を配し、前面には2間×2間半のスペースがとられる。焼土

が検出されたことから囲炉裏の存在が推測され、「前じょい」型の間取りを呈する。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-5° 一Eである。
<柱穴> 柱穴は16基検出されている。検出面の平面形で最大は64× 40cm(P222)、 最小は31× 30clll(P987)、
最深は64cm(P219)、 最浅は35cm(P476)である。底部に礎石。根固め石の残存している例が 2基見られた。

ビットの形状は基本的に円形であるが、A区北側の建物の柱穴より小規模である。柱当たりは柱穴縁辺に接し

ているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行、梁行とも6尺 5寸 (197cm)を基準としているものの、上手の間尺は7尺 1寸 (216cm)
となっている。桁行と梁行で長さが若千異なる。

<出土遺物> P221の埋土より329の磁器小郭と349の瀬戸産の腰錆碗が出土している。3291よ明治以降のもの

である。堀立柱建物は存在していないので紛れ込みによるものと考えられる。3491よ 18世紀後半のものである。

<付属施設>  なし

<建物の性格> 規模・形状および囲炉裏の存在が推測されることから母屋と考えられる。
<年代> 出土遺物などから判断すると18世紀後半の建物と考えられる。
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16号掘立柱建物跡 (第25図 。写真図版11)

<位置> Ⅱ17g_Ⅱ 18g～ Ⅱ」6a一 ⅡJ8a(B区 湿地部)に位置する。
<重複関係> なし

<平面形式> 桁行 6間、梁行 3間半の直屋である。下手に壁いっぱいに広間が見られ、土間に相当すると推
測される。中手の奥には2間×1間の「ねべや」が位置し、その前面に「じょい」が配する。「広間型 3間取

り」の間取り構造である。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-8° 一Eである。

<柱穴> 柱穴は31基検出されている。検出面の平面形で最大は125× 119cm(11号土坑)、 最小は40× 38cm

(P391)、 最深は95cm(Pl107)、 最浅は8 cm(P429・ 礎石露呈)である。底部に礎石・根固め石の残存する柱

穴が 7基見られた。ピットの形状は基本的に円形であり、大きい規模の柱穴が多い。柱当たりは柱穴縁辺に接

しているケースが多い。

<柱間寸法> 桁行 7尺 4寸 (225clll)を 基準としており、斉一された柱尺となっている。

<出土遺物> P178よ り365の仏飯器が出土している。18世紀後半の瀬戸産と考えられる。またP176か らは483

の寛永通費が、柱穴 RD15か らは474の寛永通費が出上している。

<付属施設> なし

<建物の性格> 規模・形状および伝承から判断すると母屋と考えられる。

<年代> 出土遺物などから判断すると18世紀中～後半の時期の建物と考えられる。

17号掘立柱建物跡 (第26図・写真図版12)

<位置> ⅢIOa― ⅢIla～ Ⅱ19d― Ⅲ1ld(B区 北側)

<重複関係> 19号建物跡と北辺を重複する関係にあり、19号建物を切っている。

<平面形式> 桁行 7間、梁行 4間の直屋である。建物の北側には18号建物が接する。間取りの配置は現存し
ている民家の構造と類似したものと推測でき、下手奥に上を貼った範囲が認められ、非常に堅くしまった状態

となっている。土間部分と推測される。ゆえに下手に土間 (広間)を持つ広間型 3間取りの建物である。中手

奥には 1間分の「ねべや」空間が配され、手前に「 じょい」が広がる。

<建物方位> 桁行の軸方向はN-8° 一Eである。

<柱穴> 柱穴は32基検出されている。検出面の平面形で最大は102× 100cm(P500、 P/1ヽイよ47× 30cm(P770、

最深は64cm(P537)、 最浅は1lcm(P525)で ある。布堀内の柱穴は検出面において柱痕を確認できる。また布

堀の溝底部においては柱穴部分だけが掘り方によって周りよリー段落ちた状態となっている場合が多かった。

形状は基本的に円形であり、大きい規模の柱穴が多い。主に布堀内の柱穴において礎石・根固め石の残存する

柱穴が多く占めた。

<柱間寸法> 6尺 3寸 (192cm)を基準としている。
<出土遺物> 布堀埋土からは293の磁器碗が出土している。18世紀前半の肥前産である。P527か らは425の

鉄製品が出土している。詳細については不明である。

<付属施設> 5号溝跡は建物と平行して構築されており、この建物に付属する施設と考えられる。建物西側
に位置し、長さ14m、 幅 2mほ どの規模である。A区北側建物群の西側に見られた溝同様、排水対策用の機能

を有したものと考えられる。

<建物の性格> 規模・形状から判断すると母屋と考えられる。
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<年代> 形状や付属する5号溝の出土遺物から、18世紀の後半から19世紀の前半に建てられたと考えられる。
また聞き取り調査から、土地所有者であった藤沢氏の曾々祖父の「徳之介」氏がこの場所に建てた住居を、明

治期の鉄道敷設の際に曾祖父の「熊蔵」氏が解体し、その材で現存する茅葺きの礎石建物に、場所を変え建て

直したことがわかっている。本建物は「熊蔵」氏の父の「徳之介」氏が建てた建物と考えられ、建物の築造年

代は19世紀前半頃と推測される。

18号掘立柱建物跡 (第26図・写真図版12)

<位置> ⅢHOi― ⅢHli～ⅢHOj― ⅢHlj(B区 北側)
<重複関係> 19号建物の柱穴を切る関係にある。

<平面形式> 桁行 2間半、梁行 2間の規模である。間仕切りらしき柱穴は見られるものの、詳しい間取りに
ついては分からない。

<建物方位> 桁行の軸線はN-8° ―Eであり、17号建物と一致する。
<柱穴> 柱穴は12基検出されている。検出面の平面形で最大は92× 65cm(P721)、 最小は25× (25)cm● 740、
最深は66cm(P599)、 最浅は13gll(P743)で ある。ピットの形状は基本的に円形であり、小さい規模の柱穴が多い。

<柱間寸法> 不規則であリー律でないが、 4尺 8寸 (146cm)を基準としているようである。
<出土遺物> なし

<付属施設> なし

<建物の性格> 17号建物と軸線が一致することから17号建物の付属施設と考えられる。規模・形状から小屋
的な建物と推測される。

<年代> 17号建物と同時期、またはやや新しいと考えられることから19世紀前半～中葉期の年代が与えられる。

19号掘立柱建物跡 (第27図・写真図版12)

<位置> ⅢHOj―ⅢHlj～Ⅲ1lb― Ⅲ12b(B区 北側)
<重複関係> 17・ 18号建物に切られる関係にある。

<平面形式> 建物西辺が調査区外に延びており、全体の形状を把握することはできなかった。
<建物方位> 桁行の軸方向はN-17° 一Wである。
<柱穴> 柱穴は17基検出されている。検出面の平面形で最大は92× 65cm(P740)、 最小は17× 15cm(P651)、
最深は65cm(P601)、 最浅は16cm(P701)である。ピットの形状は基本的に円形であり、小さい規模の柱穴が

多い。

<柱間寸法> 統一性がなく、一定の住尺ではない。
<出土遺物> なし

<付属施設> なし

<建物の性格> 詳細については不明である。
<年代> 布堀を持つ建物に切られることから17・ 18号建物の前身の建物であるといえる。また聞き取り調査
から、土地所有者であった藤沢氏の先祖の「仙助」がこの地に住居を建て、「仙助」の建てた建物が一度火事

になったという伝承があることがわかった。本建物の北東側に焼土が検出されており、被災の跡と考えられ、

この建物は「仙助」が建てた可能性がある。聞き取り調査の内容では「仙助」は18世紀前棄～後葉に存命した

と推測されるので、18世紀の建物ではないかと推測できる。
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第 2表 掘立柱建物跡柱穴観察表

1号掘立柱建物跡 P― Nα 径 cm 深さ側 標高m 備 考

P― Nα 径 clll 深さ硼 標高m 備 考 59× 53 105525 柱材残存

4 93× 88 05722 礎石残存 P2を切る 49× 47 底面に礎石

6 77× 74 05526 根固め石残存 P33を切る 70× (61) 05198 柱材残存 P132と こ切られる

71× 64 05841 (90)× 83 04584 柱材残存 P24に切られる

67× 60 05783 礎石残存 69× 66 05705

56× 48 17 04604 P166を 切る 74× 69 05446

83× 80 05902 柱材残存 70× 57 05492 根固め石残存

72× 72 05543 根固め石残存 64× 52 05655 根固め石残存

88× 78 05559 根固め石残存 673 43× 33 根固め石露呈

81× 76 05582 柱材残存 4号掘立柱建物跡

67× 57 05198 柱材残存 P― No 径  cll 深さ側 標高m 備 考

64× 63 105727 根固め石残存 1 48× 45 05721 根固め石・ 柱材残存

77× 73 105798 根固め石残存 72× 67 抜き取り痕あり

60× 53 105498 根固め石・柱材残存 (75)× 59 05884 P15に切られる

2号掘立柱建物跡 58× 50 05679

P― Nα 径 c ll 深さca 標高m 備 考 45× 37 05753 根固め石残存

2 86× (84) 105687 根固め石残存 P4に切られる 61× 60 51 05677 柱材残存

3 54× 45 105866 69× 62 05584 柱材残存

7 59× 52 105716 根固め石残存 (47)× 45 05731 P31に切られる

60× 59 1057 62× 57 05663 根固め石残存 P35に切られる

11 68× 55 105631 43× 38 04755 P39を切る ?

72× 56 105488 根固め石残存 88× 78 04528 柱材残存 381の 陶器が出土

57× 57 105756 柱材残存 52× 50

94× (30) 105776 P6に切られる 53× 49 04134 掘りすぎか ?

83× 72 105.655 P37を切る 351の鉢が出土 63× 55 05168 根固め石露呈

98× 75 104738 P38に切られる ? 61× 53 P284を切る ?

48× 46 105676 289 67× 55 根固め石残存

71× 66 10411 根固め石露呈 63× 49 10565

73× 60 05552 70× (70) 05724 根固め石残存 P165に切られる

58× 48 05724 柱材残存 50× 45 05496

69× 68 05644 480、 481の寛永通費が出土 671 59× 55 05704 根固め石残存

97× 72 05308 柱材残存 P668を切る 67× 50 05836

50× 44 10528 677 55× 55 10571 根固め石露呈

63× 56 05647 根固め石残存 38× 30 104357 掘りすぎか ?

60× 55 05702 根固め石残存 P2831こ切られる? 5号掘立柱建物跡

288 57× 54 05678 P― Nα 径 clll 深さ9B 標高m 備 考

37× 37 05735 36× 35 03848

63× 49 05716 柱材残存 47× 40 03635 柱痕あり

47× 41 05761 柱材残存 33× 25 03971

50× 50 05594 根固め石露呈 41× 34 03808

56× 53 05635 60× 52 03446 柱痕あり

3号掘立柱建物跡 56× 48 03727 柱痕あり

P― Nα 径 clll 深さm 標高m 備 考 257 50× 48 03751 P573を切る

5 70× 64 105738 258 38× 38 03804 柱痕あり

63× 59 10549 柱材残存 302 50× 45

75× 47 05499 (45)× 30 柱痕あり

66× 64 37× 37 桂痕あり

56× 52 04356 366 50× 38 103513 柱痕あり

71× 62 05673 P31に切られる 378 43× 42 103563 柱痕あり

67× 50 03984 掘りすぎか ? 73× 65 103249 P390を切る

34× 32 04179 掘りすぎか ? 40× 40 柱痕あり
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P― Nα 径 cm 浜さm 標高m 構 考 P― No 径 cm 深さcm 標高m 備 考

402 37× 37 103836 柱痕あり 46× 40 柱痕あり

405 57× 43 103915 柱痕あり 45× 43 103356 柱痕あり

48× 48 103328 柱痕あり 39× 39 103228 柱痕あり

46× 40 10429 柱痕あり 26× 24 103336

64× 59 柱痕あり P580を 切る 33× 33 103657 柱痕あり

46× 41 10375 柱痕あり 38× 35 103411

6号掘立柱建物跡 50× 42 103521

P― Nα 径 cm 深さcI 標高m 備 考 40× 38 103546

48× 45 103591 柱痕あり 33× 33 103716

45× 40 103612 柱痕あり 50× 45 103614 柱材残存 P577に切られる

91 48× 44 103473 柱痕あり 45× (40) 10395 P257に 切られる

48× 43 103711 柱痕あり 32× 30 柱痕あり

52× 45 103522 柱痕あり 34× 32 柱痕あり

55× 48 103462 40× 34 柱痕あり

42× 38 104025 柱痕あり 8号掘立柱建物跡

40× 38 103752 上部より404の砥石出土 P― Nα 径 cm 深さcI 標高m 備 考

48× 45 103519 37× 33 103924

40× 40 柱痕あり 48× 45 柱痕あり

49× 43 103506 柱痕あり 30× 26 103978

43× 42 104466 柱痕あり P92に切られる ? 33× 25 104002

64× 63 根固め石入る 46× 33 103777

37× 37 柱痕あり 33× 25 103655

40× 38 103369 柱痕あり 37× 37 10376 柱痕あり

352 45× 40 103495 35× 30 03704

35× 33 103432 86× 36 03476

45× 43 103626 60× 54 103626

31× 31 103508 33× 25 03425

47× 47 103503 柱痕あり 32× 31 04255

40× 37 103605 柱痕あり 40× 38 104179 柱痕あり

31× 28 103636 柱痕あり 31× 31 柱痕あり

50× 45 103302 柱痕あり 36× 34 103352

55× 52 103654 柱痕あり 40× 35 10356

45× 42 103609 柱痕あり 394 35× 35 103713 柱痕あり

61× 53 10354 柱材残存 397 40× 37 103605 柱痕あり

46× 46 10374 柱材残存 38× 38 103643 柱痕あり

52× 51 10374 柱痕あり 55× 53

67× (65) 10379 柱材残存 P4871こ切られる 53× 53 10373 柱痕あり

40× 39 103535 柱痕あり 38× 35

46× 41 10425 柱痕あり 9号掘立柱建物跡

7号掘立柱建物跡 P― No 径 cnl 深さcI 標高m 備 考

P― Nα 径 cll 深さm 標高m 備 考 58× 48 103906 P578に 切られる

37× 33 103675 柱痕あり 68× 41 103836 柱痕あり

35× 33 103667 柱痕あり 25× 25 104017

38× 33 103668 33× 32 10381

60× 60 柱痕あり 47× 35 103866

49× 35 103871 柱痕あり 35X38 103807

1 46× 45 10365 柱痕あり 34× 32 103828

33× 30 103828 55× 48 P144に切られる

50× 48 103599 62× 46 103579 柱痕あり

27× 24 103853 柱痕あり 57× 54 103495

41× 36 103562 柱痕あり 32× 30 103519 柱痕あり

38× 36 柱痕あり 25× 25 柱痕あり
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P― Nα 径 cl l 深さct 標高m 備 考 P― No 径 cm 深さcI 標高m 備 考

34× 34 103775 37× 37 柱痕あり

21× 20 103339 柱痕あり 43× 37 02417

40× 37 49× 43 02078

48× 48 103193 柱痕あり 30× 26 02373

35× 33 103755 902 31× 31 02635

382 47× 42 103166 柱痕あり 52× 50 02607 柱痕あり

60× 49 103466 53× 45 02475 柱痕あり

40× 38 103241 柱痕あり 48× 37 10266

583 53× 53 68× 63 102588

665 45× 32 14号掘立柱建物跡

10号掘立柱建物跡 P― No 径 cm 深さ側 標高m 備 考

P― Nα 径  cll 深さcm 標高m 備 考 43× 33 102456

59× 45 47× 43 102392

26× 26 03042 32× 32 102322

23× 28 03071 陶器皿(瀬戸・美濃16C代)が出土 38× 37 1022 柱痕あり

30× 23 02894 52× 45 102277 柱痕あり

39× 35 03191 柱痕あり 37× 35 102328

327 43× 40 02718 柱痕あり 50× 46 102316 柱痕あり

41× 41 02826 柱痕あり 39× 38 10193 柱痕あり

47× 39 03151 36× 35 102317 柱痕あり

35× 32 03332 柱痕あり 32× 21 102496

32× 32 03309 柱痕あり 37× 33 101879 柱痕あり

345 28× 28 03319 柱痕あり 966 40× 38 102417 柱痕あり

42× 35 40× 37 102309 柱痕あり

■号掘立柱建物跡 45× 42 10103 柱痕あり36号土坑を切る

P― No 径 cm 深さ嗣 標高m 備 考 34× 32 10297

54× 44 102508 46× 37 102446 34号土坑を切る

40× 30 102376 28× 26 102561 柱痕あり

61× 57 102528 42× 25 柱痕あり37号土坑を切る

62× 54 41× 36 102494 柱痕あり P1012を切る

94× 92 102332 40× 32

857 39× 38 10261 柱痕あり 45× 45 柱痕あり

41× 37 02405 柱痕あり 55× 54 102307

50× 33 根固め石入る 38× 37 102072 柱痕あり

43× 39 102229 柱痕あり 31× 30 と7

39× 38 02427 柱痕あり 51× 47

35× 33 41× 36 102398

12号掘立柱建物跡 15号掘立柱建物跡

P=No 径 clll 深さ皿 標高m 備 考 P― No 径 cl l 渓さ硼 標高m 備 考

33× 31 103358 49× 46 102278 根固め石残存

42× 32 103156 52× 49 102393 柱痕あり

50× 49 102926 50× 48 102528

37× 36 103025 218 35× 30 10243 柱痕あり

37× 30 59× 49 102373 柱痕あり

35× 34 55× 42 02426 329、 349の磁器が出土

41× (31) 102892 64× 40 02379

37× 37 102957 34号土坑を切る 45× 45 02336 柱痕あり

28× 21 49× 46 02253 柱痕あり

18× 17 1032 36× 30 02137 柱痕あり

21× 21 102989 50× 45 02234

13号掘立柱建物跡 38× 38 02336 柱痕あり

P― No 径 cm 深さCD 標高m 考備 606 47× 40 柱痕あり

45× 42 102569 柱痕あり 31× 30 102355
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P― No 径 cm 深さ皿 標高m 備   考 P― Nll 径 clll 深さcm 標高m 備   考

45× 44 102299 54× 44 102512 根固め石入る

942 39× 38 102325 584 74× 68 102295 根固め石入る

16号掘立柱建物跡 47× 40 10255

P― No 径 cm 深さ硼 標高m 備   考 49× 45

66× 61 10302 594 65× 58 102467

90× 78 51 103311 柱痕あり 65× 61 10254 底部に礎石入る

91× 77 10331 根固め石残存 63× 51 根固め石入る

1 96× 90 10301 623 56× 50 102518

2 64× 64 61× 51 102423

76× 71 103136 柱痕あり 60× 49 底部に礎石入る

5 80× 76 103227 柱痕あり 43× 37

99× 98 03049 483の寛永通費が出土 53× 42 102463

115× 81 02907 根固め石残存 101× 73 10265 底部に礎石入る

62× 57 03132 365の仏飯器が出土 64× 57 102495

56× 56 03179 柱痕あり 692 52× 49 102603

67× 60 03108 柱痕あり 53× 47 102587 根固め石入る

85× 76 02807 777 104× 95 10252 根固め石入る

58× 52 03463 柱痕あり 47× 30 102557

262 65× 57 03138 柱痕あり 18号掘立柱建物跡

79× 74 10318 根固め石残存 P― Nα 径 cm 深さm 標高m 備   考

372 47× 42 103325 柱痕あり 50× 45 10252

80× 66 102985 柱痕あり 39× 39 102696 根固め石入る

40× 38 10327 柱痕あり 31× 31 1028

392 68× 66 103154 柱痕あり 30× 23 10262

44× 41 8 103443 礎石露呈 32× 31 102558

85× 65 103243 根固め石残存474の寛永通費が出土 62× 49 102775

59× ? 柱痕あり 92× 65 10263 掘りすぎ P740を切る

563 53× 52 10318 柱痕あり 33× 29 102734

76× 65 102933 柱痕あり 732 42× 39 10244 柱痕あり

皿2× 109 102786 35号土坑を切る 45× 41 102705 柱痕あり

112× 85 102252 32× 29 10281 柱痕あり

94× 85 10221 根固め石残存 25× (25) 10257 柱痕あり

84× 71 10231 根固め石残存 19号掘立柱建物跡

125× 120 103157 P― No 径 cI 深き94 標高m 備   考

碍勧 130× 45 10307 66× 60 10234 柱痕あり

17号掘立柱建物跡 542 59× 53 10279 柱痕あり

P― Nα 径 cll 深さ硼 標高m 備   考 38× 38 10249

502 88× 76 102326 柱痕あり 36× 33 102548

102× 100 根固め石入る 43× 39 02577

86× 75 102637 57× 52 102465 柱痕あり

81× 75 10263 底部に礎石入る 17× 15 02426

71× 68 102362 底部に礎石入る 02636 布掘にかかる

78× 58 102607 35× 31 102762

522 40× 39 102314 43× 41 102884

42× 40 102595 40× 40 10259 柱痕あり

525 52× 47 102705 底部に礎石入る 44× 37 102862

55× 52 102306 根固め石入る 33× 29 102734

84× 77 10246 底部に礎石入る 425の鉄製品出土 55× 40 102665 柱痕あり

77× 67 102475 柱痕あり 92× 65 10263 P721を切られる

529 60× 54 102447 25× 25 10257

85× 81 10248 柱痕あり 38× 24 102762
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(3)土坑
1号土坑 (第28図 。写真図版13)

<位置> ⅢKOgグ リッド

<検出状況> 第V層よりほぼ正円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径75× 72clnの 円形、底部径71× 57cmの楕円形状を呈する。深さは43cmを測る。壁はや
や急な角度で立ち上がる。北側の壁が北西方向にえぐり込む。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

2号土坑 (第28図・写真図版13)

<位置> ⅢKOjグ リッド

<検出状況> 第V層よりほぼ正円形のプランとして検出。上面から20cm大の礫が 1個乗った状態で検出され
たが、詳細は不明である。

<規模 。形態> 開口部径55× 52cmの円形、底部径19× 1lclllの楕円形を呈する。深さは26cmを測る。北側の壁
はほぼ垂直に立ち上がる。南側の壁は緩やかに立ち上がるが、平坦ではない。

<埋土> 礫の下に黒褐色土が柱痕を思わせるように堆積しており、周囲の柱穴状ピットと関連があることも
考えられる。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

3号土坑 (第28図・写真図版13)

<位置> ⅢL2C～ ⅢL3Cグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より方形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径114× 84cm、 底部径106× 78cmの方形を呈する。深さは30cmを測る。壁はほぼ垂直に
立ち上がり、床面はほぼ平坦である。

<埋土> 黒褐色土を主体とする。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

4号土坑 (第28図 。写真図版13)

<位置> ⅢKOhグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開田部径100× 88clll、 底部径39× 35cmの円形を呈する。深さは48cmを測る。壁はほぼ垂直に
立ち上がり、中場を有する。床面は平坦である。上面に20cm大の礫が 2個乗るが、詳細は不明である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 火山灰が多く含まれる層より、242の石匙が出土。遺物は流れ込みによるものと考えられ、
遣構自体の時期は不明である。
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ア
直

2号土坑
1 10VR〃 2黒褐色ンルト しまりあり 粘性ややあり にぶい黄let上のプロックを含む。
2 10YR 3/2黒 褐色ンルト しまりなし 帖性ややあり。
9 10YR 4/4褐 色砂質9-ム  しまりややあり 粘性なし。
4 10vR 4/3に よい蓑褐色砂質ローム しまりあり 粘性なし 黒褐色土を含む

`

A'

A'

6号■坑

1 10YR 3/12黒 褐色ンルト しまり
'や

あり 粘性ややあり。
2 5YR 3/1オ リープ黒色ンルト しまりややあり 粘性あり 翻 L2k分を含む。
3 10YR 2/2黒 褐色ツルト しまりあり 粘性ややあり 砂質とを少量含む。
4 75vR4/4縄色制砂質■ンルト しまりなし 粘世なし 酸化鉄分を多く含む。
5 5vR 3/71黒 色篭土質ンルト しまりなし 枯性あり。
6 10YR 4/2灰 責褐色粘と質ンルト しまりなし 粘性ややあり 細砂賃上を少量含もち
7 10YR 4/2灰 貨褐色砂賓ンルト しまりなし 粘牲なし。
8 10VR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 枯性なし。

1号土坑

1号■坑

1 10YR 2/72黒 褐色ンルト しまりなし 粘性ややあり。

4号土坑

6号土坑

L=108,500

4号■坑

1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性なし 木の根を多く含む。
2 10YR V2灰 褐色′ヾミス しまりあり 粘性なし 褐色とが筋状に入る。
3 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。

3号土坑

L=108,700

5号土坑

5号■坑
1 10YR 3/2黒 褐色砂賓ンルト しまりあり 粘性なし 醒ヒ鉄分を少量含む。
2 10vR 4/4黒 褐色ツルト しまりあり 枯性なし 中概に相当する。
3 10YR 4/6褐 色砂質ローム しまりあり 粘性ややあり 副ヒ鉄分を多く含む

`4 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり 粘性ややあり 中概及び劇ヒ鉄分を含む。
5 10vR 4お によい褐色砂質ローム しまりあり 粘性ややあり。
6 10YR 3/1黒 偶色ンルト しまりあり 粘性あり 酸化鉄分を粒状に含む

`

A'

0          1m

棋瀦

2号土坑

A'

A'

A'

L=109,400引
2

Ы

３８坪
ズ

　

　

″

「

A'

Ａ

卜
　

　

Ａ

時

Ａ

卜

3号■坑
1 10VR y2黒褐色ツルト しまりあり 粘性ややあり 蘭部浮石及び責褐とロームが分散する。
盛上の際の埋土と思われる。
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 砂質とを少量含むJ
3 10YR 3/3暗 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 薦部浮石の粒を少畳含む。
4 10vR 3/1黒褐色ツルト しまりあり お性あり 掘りすぎと慰われる。

８０

４８０洪

Ａ
引

1～ 6号土坑
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5号土坑 (第28図・写真図版14)

<位置> ⅡK9iグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。
<重複関係> 14号墓墳に切られる。

<規模・形態> 開口部径140× 45cm、 底部径97× 18cmの楕円形を呈する。東側を14号墓壊に切られるため全
容は不明だが、形態から陥し穴ではないかと推測される。深さは60cmを測る。壁は急な角度で立ち上がる。床

面は平坦である。

<埋土> 上面に砂質土が広がり、黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明だが、溝状の落ち込みの形状などから考慮すると縄文時代の「陥
し穴」であったとも考えられる。

6号土坑 (第28図 。写真図版14)

<位置> ⅢKlhグ リッド

<検出状況> 第V層より溝状のプランの延長上に、楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開日部径148× 110clll、 底部径117× 68clllの 楕円形を呈する。中央部に柱穴と思われる跡があ
る。深さは37cmを測るが、柱穴部分では54cmを測る。壁はやや急な角度で立ち上がる。床面は平坦である。北

側に浅い溝状の張り出し部分があり、排水溝の施設であったと推測される。

<埋土> 埋土中位に酸化鉄分を多く含む。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、遺構東側の建物跡に関連した施設である可能性が高い。

7号土坑 (第29図 。写真図版14)

<位置> ⅢKObグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開日部径68× 66clll、 底部径33× 25cmの ほぼ正円形を呈する。深さは40clllを測る。壁はほぼ垂
直に立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。かなり混じり合った埋土であり、人為的に埋め戻した様相を呈する。
<遺物 C時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

8号土坑 (第29図 。写真図版15)

<位置> Ⅲ」liグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より円形のプランとして検出。
<規模 。形態> 開田部径148× 98cm、 底部径138× 82cm。 東西に柱穴らしき痕跡が 1つずつあり、土星を環と
ともに横から見たような平面形を呈する。壁は急な角度で立ち上がる。床面は平坦であり、柱穴らしき部分も

平坦である。

<埋土> 黒色土と黒褐色土主体の埋上である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。
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9号土坑 (第29図・写真図版15)

<位1置> Ⅱ」7aグ リッド

<検出状況>第 V層より方形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径170X95clll、 底部径130× 82clllの 方形を呈する。深さは12clllを測る。壁は緩やかに立

ち上がる。床面は1平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体であり、埋土下層に10911大の礫を1個含む。
<遺物・ 時期> 遣物を伴わず、詳細は不明だ力ヽ 三隅に注穴状ピットがあり、B区建物跡に伴う施設であっ

た可能性がある。

10号土航 (第29図・写真図版15)

<位置> Ⅱ」7aグ リッド

<検出状況> 第V層より方形のプランとして、P445に切られる形で検出。

<重複関係> 北東鴨がP445に切られ、遺構内南西部にP444を有する。
<規模・形態> 開日部径153× 95clll、 底部径114X68cHlの方形を呈する。しかし、P444と の関わりは不明で
ある。深きは3694を測る。壁はやや急な角度で立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細tま不明だが、 2つの柱穴を持つことからB区建物跡に伴う施設であった
可能性がある。

11号上坑―●営29図・写真図版お)

(位置> Ⅱ17hグ リッド
<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径126x12oclll、 底部径94× 93911の 円形を呈する。北側に柱穴らしき痕跡があり、B区
住居跡の1柱穴を構成するものである可能性が高い。深さは38claを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平

坦である。

<埋土> 黒褐色十キi艦

<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、柱穴状の落ち込―み部分の連上が柱痕跡を示tており、16号
掘立柱建物跡を構成する柱穴である可能性が高い。

12号土坑 (第29図 )

<位置> Ⅲ1liグ リッド
<検出状況> B区東側境界線上の第V層より半円形のプランとして検出を
<規模・形態> 開口部1径 103X26cm、 底部径25X■ 911の半円形を呈する。しかし、調査区境界線上にあるた
め全容は不萌である。深さは61clllを測り、中場を有する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、中場

―
からは緩やかに立

ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主偽
<遺物。時期> 478の寛永通宝が 1点出上している。遺物は、元文2年 (1737年)以降に江―戸亀戸所鋳で発

―

行されたものである。従って、それ以降の遺構であると考えられるが、柱穴状の落ち込み部分の埋上が柱痕跡
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8号土坑7号土坑

且 濡

全③F
A      A'
卜 L=105,000-」

L=103,900

8号土坑 (A― A')

1 10YR 3/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘牲ややあり。
3 10vR 2/1黒 色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
4 10YR 3/2黒 福色ンルト しよりあり 粘性ややあり。
5 10γ R 3/1黒福色砂質ンル  ヽしまりなし 粘性なし。
6 10YR 2/2黒 偶色ンルト しまりややあり お性ややなし。
1号集石 (A― A,
1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりなし 粘性ややあり。
2 10YR 2/1黒 色ンルト しまりなし 粘性あり。
3 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。

9号土坑

鵜 :!

9号■坑
1 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり お性なし。

Ａ

「

″号土坑
1 10YR 3/1黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性あり。
2 10YR 2/2黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性や,あ り。
3 10vR 3/2黒 褐色砂賓ツルト しまりややあり 粘世ややあり。
4 10YR 3/1黒 褐色粘土質ンルト しまりなし 粘性ややあり。
5 10YR y2黒 褐色ンルト しまりややあり 枯性ややあり。
6 10YR 2/1黒 色ンルト しまりあり 電性あり。
7 10YR 5/4に よい黄褐色細砂質土 しまりあり 粘性とし。
8 10YR 3/1黒 褐色砂質シルト しまりややあり 粘性ややあり。

10号土坑
12号土坑

10号■琉
1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり 粘性なし 白色竪石を粒状に細かく含む。
2 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりあり も性なし 上部に十和田aが帯状に蛯積する。
3 10YR 3/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 中擬を少量含む。
4掘りす乱
5掘りす乱

11号土坑

11号土坑
1 10YR 3/3暗 褐色ン″卜 しまりあり 粘性ややあり Ⅱ層に相当する。
2 10YR 3/2黒 褐色ツルト しまりあり 粘性なし。
3 10vR 3/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性なし 褐色の火山灰ノロッタが大る。
4 10YR 2/2黒 褐色シルト しまりややあり 粘性ややあり。
5 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 中穏を少量含む。

第29図  7～ 12号土坑
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12号土坑
1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり 枯性ややあり 1層に相当する。耕作のト

レンチャーの跡がある。
2 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりあり 枯性ややあり。
3 10YR 3/1黒褐色ンルト しまりあり 性ヽややあり 十和日aを粒状に2%含むぉ
4 10vR 3/1黒褐色ンルト しまりあり お性ややあり 十和コaを粒状に含む。
5 75YR2/1黒色ンルト しまりややあり 粘性あり。

0          1m

L=103,100445

A'

Ａ

」

Ａ

「

鵡
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を示しており、B区建物跡を構成する柱穴である可能性がある。

13号土坑 (第30図・写真図版16)

<位置> Ⅱ16jグ リッド

<検出状況> B区西側境界線上の第V層より方形のプランとして検出。

<規模・形態> 開口部径130× 45cm、 底部径118× 35cmの方形を呈するが、調査区境界線上にあるため全容は

不明である。深さは43cmを測るが、中央部に柱穴らしき痕跡があり部分的には60clllを 測る。これは、B区住居

跡の柱穴を構成するものと思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、柱穴状の落ち込み部分の埋土が柱痕跡を示しており、16号

掘立柱建物跡を構成する柱穴である可能性が高い。

14号土坑 (第30図 。写真図版16)

<位置> Ⅱ19bグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出した。

<重複関係> B区北側の17号建物跡に伴うと考えられる5号溝跡とP535を切る。

<規模・形態> 開口部径74× 62cm、 底部径62X52clllの 楕円形を呈する。深さは26cmを測る。北東側の壁は急
な角度で立ち上がるが、南西側の壁は緩やかに立ち上がる。床面は平坦に近い。

<埋土> 黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 337の磁器、350の陶器と407～409の鉄釘、鉄環状製品が出土。出土遺物と重複関係から、近

世以降の土坑と考えられる。

15号上坑 (第30図・写真図版16)

<位置> Ⅱ17jグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランとして検出。

<規模・形態> 開日部径160× 52cm、 底部径139× 36clllの 楕円形を呈する。深さは18cmを 測る。壁は緩やかに

立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色上の単層である。

<遺物・時期> 遺物は伴わず、時期は不明である。

16号上坑 (第30図・写真図版16)

<位置> Ⅱ19C～Ⅲ10Cグ リッド

<検出状況> 第V層より方形のプランを検出。

<重複関係> 西側をP625,508が、東側をP699,514,506,505,504が 切る。

<規模・形態> 開口部径180× 79911、 底部径160× 48clllの 方形を呈する。深さは20cmを測る。壁はほぼ垂直に

立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 十和田a降下火山灰を含む黒褐色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物は伴わない。土坑を切る柱穴はB区北側の建物跡を構成するものはないが、B区北側の
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13号土坑

13■■坑
1 10VR 3/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘世なし 砂質とを台む。
2ギ
難七

“

犠盤 き。

卜 しまりややあり 粘世ややあり Ftt及び貰褐色の軽石をrtkに含む。

':♯

蟻み塊 韓 礁低弟 寺デ歳,や

あり 粘性ややあり 削 帥 撫を■■台む。

5 10YR 2/2黒 lB色 ンルト しまりややあり 粘世ややあり 1より1'状に台まれるものが少なt、

14号土坑 15号土坑

A'

P535

卜 L=103,500

15'テ■琉
1 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり

14号■坑
1 10YR 5/6貨 褐色粘上質ンルト しまりあり 粘性なし 粘上がプロック状に人る。
2 10vR y2黒栂色ンルト しまりなし 粘性なし 黄lH色のプロックが2o%入る。
3 10vR y2黒 褐色ンルト しまりなし 粘性ややあり 黄褐色のロームのプロックがlo%入る。
4 10YR2″ 黒褐色ンルト しまりとし 粘性なし 柱辺りのに面に幅平な円躁がのる。
6 10YR2″ 黒褐色ンルト しまりあり 粘世なし。

嗚 i
17号土坑

17号■坑
1 10Y■ 2/3黒lHtンルト しまりややあり 粘せややあり 薦部津石の北を合む

`2 10YR 2/3黒 褐色ンルト しまりややあり 枯世ややあり 中録を含視
3 10vR 3/3暗 褐色ンルト しまりなし 粘性なし 中薇を副%台む。
4 10YR 3/3暗 褐色ンルト しまりややあり hl性ややあり 中撮のやや級かい村を合む。
6 中概のブロック。

Ｘ
誓

Ａ

ト

16号土坑

L=103,200

ji帯4箭穏鳥ヒケ舟卜
し
i錆 4ゃ曽サ
や
電迄4ゃな〕「

aをカリタ状にЮ%含む。

i:牌侍訪貫嬉呂と普ウルヤ
ま
と彗手ぞ[様性ぞを。
黒色上が疎ら.Aる。I H Hlaを少曇含む。

5 10YR 2″ 黒褐色ンルト しまりややあり 港性ややあり。

＜
４

A'

0         4m

粘性ややあり Fl色 の聾石の前を徴量に含む。

Ａ

引
Ａ
」

第30図 13～ 17号土坑
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建物跡より年代が古い可能性は残る.。

17号土第 (第30図 う写真図版16)

<位置> ⅡH9jグ リッド

<検出状況> 第V層より方形のプランーとして検出。
<規模・形態> 開回部径146× 66clll、 底部径135× 58clllの 方形を呈する。深さは26clllを 測る。壁はほぼ垂直に
立ち上がる。床面は平坦である。南東側隅に柱穴らしき痕跡があるが、詳細は不明である。

<埋土> 中撤を多く含む暗褐色土が主体であ―る。
<遺物・時期> 遺物は伴わず、時期は不明である。

栂号土坑 (第31図・写真図版17)

<位置> ⅢKlCグ リッド
<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランとし―て検出。
<規模・形態> 開口部径250X135911、 底部径217× 118cIBの橋円形を呈する。深さは20allを測る。壁は緩や
かに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 粘土を多く含み、黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

19号土坑 (第31図・写真図版17)

<位置> ⅢK2Cグ リッド

<検出状況> 第�層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径70× 60clll、 底部径55× 40cul、 深さ15oll、 20oll大の礫が1個乗る。
<埋土> 暗褐色の粘土質土の単層である。
<遺物・時期> 遺物はなく時期は不明である。

20号土塊 (第31図 。写真図版17)

<位置> ⅢHOeグ リッド
<襟出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開日部径105X50clll、 底部径87× 28clllの 楕円形を呈する。深さは21cmを測る。壁は緩やかに
立ち上がる。床面は中央部がやや窪み、段状になる。

<埋土> 砂質土を多く含む暗褐色主主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。遺構でない可能性もある。

21号土坑 (第31図 。写真図版1の

<位置> 亜HOdグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径104× 100clll、 底部径95× 77clllの楕円形を呈する。深さは23911を測る。壁はほぼ垂直
に立ち上がる。床面はほぼ平坦である。
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<埋土> 砂質土を多く含む黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

22号土坑 (第31図 。写真図版17)

<位置> ⅡH7aグ リッド

<検出状況> 第V層より長楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径152× 51cm、 底部径139× 37cmの楕円形を呈する。深さは58cmを測る。壁はほぼ垂直
に立ち上がる。床面はほぼ平坦だが、西側が特に落ち込んでいる。

<埋土> やや砂質土を含む黒褐色土主体。 1層はしっかり締まった埋上である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

23号土坑 (第31図 。写真図版18)

<位置> ⅡG7jグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径85× 50cm、 底部径68× 32cmの楕円形を呈する。深さは26cmを測る。壁は緩やかに立
ち上がる。床面には凹凸がある。

<埋土> やや砂質土を含む黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物は伴わず、時期は不明である。

24号上坑 (第31図・写真図版18)

<位置> ⅡG8iグ リッド

<検出状況> 第V層より西洋梨形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径164× 86cm、 底部径25X19cmの西洋梨を模した楕円形を呈する。深さは48cmを測る。
中場を有する。壁は中場まで急な角度で立ち上がり、以後緩やかに立ち上がる。床面は狭く柱穴の底面のよう

である。

<埋土> 砂質土を含む黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

25号土坑 (第32図・写真図版18)

<位置> ⅡG8jグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径245× 102cm、 底部径74× 29cmの中央部がやや折れ曲がった楕円形を呈する。深さは
60clllを 測る。中場を有する。壁はやや急な角度で立ち上がる。床面は平坦だが狭い。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

26号土坑 (第32図 。写真図版19)

<位置> ⅢHObグ リッド
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18号土坑

L=106,000

20号土坑

鞘
卜

21号土坑
1 10YR 2/3黒褐色ンルト しまりややあり
2 10YR 3/3暗 褐色ンルト しまりややあり
3 1層 と2層が60%ずつ混じり合う。
4 10YR 3潟 暗褐色ンルト しまりややあり
のきめ力鞠かい。

８８

‐２求

A'

L=105,200
Ａ
「

しまりややあり 粘性ややあり 苗部浄市の社を含むぉ
しまりややあり 格性なし 南部浮石の対波tI砂質とを台む。
20%台む。

Ｂ
ト

L=106,000

上坑 (A― Aつ
10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり 枯性ややあり。
10YR 3/2黒 褐tン ルト しまりあり 枯性ややあり 木の根による機乱と思われる。
10VR 3/1黒 褐色ンルト しまりあり 粘性ややあり 貨格色上のアロックを少量台む。
10VR 4/3に よい貨褐色ローム しまりややあり 粘性あり やや黒色上を台む。
10YR 4/4褐 色ローム しまりなし 粘性あり。

19■■lJt
S 10YR 3/3暗 悩色絶上質ンルト しまりあり 粘性ややあり 鞍lLa分をわすかに台む。

Ｆ
「

田 T

粘性ややあり 南部浮石の社を含む
`粘性なし 南部浮石の粒及び砂質とを含む。

粘性なし 2層に極めて似てるが、やや粒

18号土坑 (B― Bつ

“

構専沈諄薬ととことそ勤尊:二唯選手::範蚤褻r視

Ａ

「

A

「
~L三
105,600引

Ａ

ト

21号土坑

Ａ
ト

21',■ IJL

l 10VR〃 2黒褐色ンルト
2 10v屁 2r3黒褐色ンルト

10YRノ2黒格色ンルト

23号土坑

哨 額

24号土坑 ヘ

22/J上坑
1 10YR2/2黒 褐色ンルト
2 10YR2/3黒 褐色ンルト

しまりあり 粘性ややあり 南部浮石のItを合■。
しまりややあり 粘性ややあり 南部浮石の純決び砂質とを看十合む。

Ａ

卜
　

　

Ａ

一

〇 鞠
L=105,600  4'

23'チ上坑
1 10Yn 2/2黒 格tン ル  ヽしまりややあり 枯性あり。
10VR 6お 由訃浮石の社を台む。

2 10vR2潟 黒褐tン ルト しまりややあり 粘牲ややあり

γ織銘畳機琶劣t濫与::'4離 :モ a48選壬鱗奪辞
。

9 1に似るが、やや暗い色の上
4 10YR 2/3黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 中板を31%含む。
5 中級のアロック。

第31図 18～ 24号土坑

0          1m

南郎浮石炭びその前を台む。
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X剤
25号土坑

L=105,500

25号土坑 (A― A')
1 10YR 3/1黒 褐色ツルト しまりあり
2 10YR y2黒 褐色ンルト しまりあり
3 10YR 3/2黒 褐色ンルト しまりあり
4 10YR 2″ 黒lHeンルト しまりあり

%号土坑 (B― Bつ
1 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりあり 粘牲ややあり
2 10YR 2カ 黒揺色ンルト しまりあり 粘性ややあり
3 10YR 3/2黒 縄色砂質ンルト しまりや,あ り 箔性ややあり 砂質■を者十台む。
4 10vR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり 粘性あり
5 10vR 3れ 暗偶色砂質ンルト しまりあり 粘性なし
6 10YR 3/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 砂質上をわずかに含む。
7 10YR4/4褐 色細砂質と しまりややあり 粘性なし

状2路

Ａ
ト L=1lo,000

26号■境
1 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性あり
10YR 2/3黒 褐色ンルト 制%が分散する。南部浮石の粒及び砂質ツルトを着十含む。

' 10YR 2,黒
褐色ンルト しまりあり 粘性ややあり 南部浮石のrtを疎らに含む。

3 10YR 2/3黒 褐色ン″卜 しまりややあり 粘性なし やや砂質を合む
`4 10YR 2/3黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり

5 10YR 2/3黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり
6 縄りすぎ

28号土坑

粘性あり ■器片を者千含む
`粘性あり

粘性ややあり
粘性あり

A

B
Ａ

ト

‐
―
―
―
―
‐
‐
―
‐―
―
―
―
―
―
―
‐
―
‐

‐
　
‐
　
　
　
　
―
―

一

27号土坑
ポ溺

;攘黎嚢影ひルF佐 |〔::辞離浮籐:堀麹浮協と結千鉗。
5 10YR 3/4躇掲色砂質ツルト しまりややあり 括性なし

が

0          1m

第32図 25～ 28号土坑
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黒褐色ングレト しまりあり 粘性ややあり 4層よりきめ細約ヽ ほ じ。



<検出状況> 第V層より不整形な楕円形のプランとして検出。

<規模・形態> 開日部径154× 95cm、 底部径99× 35cmの南側の東西部分が突き出した楕円形を呈する。深さ

は39cmを測る。壁は急な角度で立ち上がるが、南側は途中から緩やかに立ち上がる。床面はほば平坦で、北側

から緩やかに傾斜している。

<埋土> やや砂質土を含む黒褐色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

27号土坑 (第32図・写真図版19)

<位置> ⅡG8hグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。

<規模・形態> 開田部径194× 87cm、 底部径123× 24cmの中央部がやや括れた楕円形を呈する。深さは57cmを

測る。北側の壁は急な角度で立ち上がるが、南側では中場より緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。上面

の南西部隅に15clll大の礫が 1個乗るが、遺構との関わり合いは薄いと思われる。

<埋土> 砂質土を含む黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

28号土坑 (第32図・写真図版19)

<位置> ⅡK9hグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より円形のプランとして検出。

<重複関係> 15号墓壊に切られる。

<規模 。形態> 開口部径79× 46clll、 底部径57× 40clllの 円形を呈するが、15号墓壊に北側を切られるため全容

は不明である。深さは59cmを測る。壁は南側は緩やかに立ち上がり、北側は急な角度で立ち上がる。床面はほ

ぼ平坦だが、北側が窪んでいる。

<埋土> 砂質土を多く含む黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 縄文前期と中期の土器と思われる破片が数点出土しているが、 3号溝跡に流れ込んだ土器片

の出土状況とよく似ており、やはり流れ込みによるものと考えられる。15号墓壊に切られるためそれより年代

は古いが、遺構ではないかもしれない。

29号上坑 (第33図 。写真図版19)

<位置> 工K9h～ⅢKOhグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より楕円形のプランとして検出。

<規模・形態> 開口部径70× 45cm、 底部径60× 34911の楕円形を呈する。深さは14clllを測る。壁は緩やかに立

ち上がる。床面はほぼ平坦である。

<埋土> 黒色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

30号土坑 (第33図・写真図版20)

<位置> ⅡK9fグ リッド
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<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径132× 123clll、 底部径82× 65cmの円形を呈する。深さは62clllを測る。中場を有する。
壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦であり、中場からの平面形は方形である。上面に礫が数個と半砕さ

れた石臼 1個が乗るが、詳細は不明である。

<埋土> 水性自然堆積を示す。
<遺物・時期> 埋土上部より243の石匙、244の磨石、400の石臼が出土しているが、詳細は不明であり、時
期についても断定はできない。

31号上坑 (第33図・写真図版20)

<位置> ⅡK9eグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より不整形なプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径178× 150om、 底部径82× 65clllの 一部が歪んだ台形の形を呈する。深さは34cmを測る。
壁は南西側は緩やかに立ち上がり、北東側は急な角度で立ち上がる。床面は平坦で、南西側から緩やかに傾斜

している。上面に25cm大の礫が 2個乗るが、詳細は不明である。

<埋土> 砂質土を多く含む黒褐色土主体。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

32号土坑 (第33図 。写真図版20)

<位置> ⅡK9dグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開日部径75× 73cm、 底部径67× 64cmのほぼ正円形を呈する。深さは25cmを測る。壁はほぼ垂
直に立ち上がり、南側では内側に傾斜する部分もある。床面は平坦で、南側から緩やかに傾斜している。

<埋土> 黒褐色土主体である。遺物を伴わず、詳細は不明である。

33号土坑 (第33図・写真図版20)

<位置> ⅡK9dグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径255× 116cm、 底部径157× 84cmの一端がやや細くなった楕円形を呈する。深さは35
clllを測る。中場を有する。壁は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。上面に40cm大 1個他数個の礫が乗る

が、詳細は不明である。

<埋土> 黒色土主体であり、埋土中に15～ 20cm大の礫を数個含む。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。

34号土坑 (第33図・写真図版21)

<位置> Ⅱ」9eグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。
<重複関係> 遺構内北側にP980(12号建物)、 南側をP979(14号建物)に切られる。
<規模・形態> 開日部径163× 107crll、 底部径110× 76cmの楕円形を呈する。深さは48cmを測る。壁は緩やか
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一 L=108,300引

29オ上jJl

i 10YR 1 71黒 色ンルト しまりあり お性ややあり
IOVR 2/3黒 lL色 ンルトをやや台む。
南部浮石の北技Jl和Waを清十台む。

32号土坑

L=106,700

30号土坑

L=108,000

9ぼ,■坑 (A― Aつ
1 10VR 2rra黒 揺色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
2 10YR 3/1黒椙色ンルト しまりややあり 粘性なし 砂賃上が混じる。
3 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりや

'あ

り 粘性なし。

31号土坑

L=107,000

11市孫 3れ 黒褐色ツルト しまりあり 粘性ややあり 幅平な礫が晰にのる。砂質上を少量台む。

2 10Y配 17/1黒色ンルト しまりややあり 粘性あり。

れ料寺1佑献螺とと毎ン

'iり

をまり壕綜
や
毛窪なt触分を多く台悦

29号土坑

A'

A'

Ａ

「

Ａ

卜

Ａ

「

羽

Ａ
卜

A'

A'

X41:

ィ
ナ
市ΥR塑 黒将色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 貨褐色砂質上のカ ッ

〔1料帯枡貫憎色チケ1置 4妄】
あ
な性筆常甚手
あ
蟄権色砂質上のカッタを

1隠
34号■lJI(A― Aつ

1 10YR2/1黒色ツルト
2 10YR2/2黒 格色ンルト
3鶴りす鵠

L=103,400

しまり
''あ
り 粘性ややあり 南部浮石の粒を合む。

しまりややあり 粘性あり 商部浮石の北を含むも

B'

L=106,700

∵ '古や` 珈 黒色ンルト しまりややあり 粘性あり 苗部浮Flkび砂質■砂 ユ台
む。

第33図 29～ 35号土坑
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に立ち上がる。底面は平坦である。

<埋土> 黒色土主体であり、水性自然堆積を示す。

<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、12号、14号建物より古い。

35号土坑 (第33図・写真図版21)

<位置> Ⅱ」9eグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。

<重複関係> Pl107(16号建物)と 34号土坑に切られる。

<規模・形態> 開口部径100× 65clll、 底部径61× 24cmの楕円形を呈する。北側隅をわずかに35号土坑に切 ら

れる。深さは45cmを測る。壁は南側は急な角度で立ち上がり、北側は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 南部浮石の粒を多く含む黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、16号建物、34号土坑より古い。

36号土坑 (第34図・写真図版21)

<位置> Ⅱ」9eグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。

<重複関係> P974(14号建物)、 P973、 Pl147に切られる。

<規模・形態> 開口部径147× 90cm、 底部径134× 70cmの方形を呈する。深さは32cmを測る。中場を有する。
壁は緩やかに立ち上がる。床面は湾曲している。

<埋土> 黒色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、14号建物より古い。

37号上坑 (第34図 。写真図版22)

<位置> Ⅲ」lfグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<重複関係> P1008(14号建物)に切られる。

<規模・形態> 開口部径109× 96clll、 底部径21× 7 clllの 円形を呈する。深さは25cmを測る。中場を有する。
壁は起伏を生じながら、緩やかに立ち上がる。床面は段差がある。

<埋土・時期> 黒褐色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず、詳細は不明だが、14号建物より古い。

38号土坑 (第34図 。写真図版22)

<位置> Ⅱ」8Cグ リッド

<検出状況> 第V層 より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径123× 112cm、 底部径95× 80cmの円形を呈する。深さは16clllを 測る。中場を有する。
壁は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不咽である。
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39号土坑 (第34図・写真図版22)

<位置> Ⅱ」7bグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。

<重複関係> 遺構内南側と中央部をP908、 P909に切られる。

<規模・形態> 開口部径179× 130cm、 底部径127× 96cmの不整形な楕円形を呈する。深さは29clllを 測るが、

柱穴部分では70clllを 測る。壁は南側は急な角度で立ち上がり、北側は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 砂質土を多く含む黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 遺物を伴わず詳細は不明である。

40号土坑 (第34図・写真図版22)

<位置> Ⅱ16eグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より方形のプランとして検出。

<規模・形態> 開口部径193× 82cm、 底部径170× 65cmの方形を呈する。深さは26cmを測る。壁は西側はやや

急な角度で立ち上がり、東側はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。

<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

41号土坑 (第35図・写真図版23)

<位置> Ⅱ18g～ Ⅱ19gグ リッド

<検出状況> 第V層より方形に近い楕円形のプランを検出。

<規模・形態> 開口部径203× 138cm、 底部径156× 106clllの楕円形を呈する。深さは32clllを 測る。壁は北西側

だけが急な角度で立ち上がり、他の面は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。柱穴らしき痕跡を遺構内北

西側と中央部に 1基ずつ、東側に 2基有するが、詳細は不明である。

<埋土> 黒褐色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず詳細は不明だが、B区北側の建物跡に伴う施設である可能性がある。

42号土坑 (第35図 。写真図版23)

<位置> I19f～ Ⅱ19gグ リッド

<検出状況> 第V層より方形のプランを検出。

<重複関係> 遺構内北側をPl139が切る。

<規模・形態> 開日部径278× 153cm、 底部径262× 113clllの方形を呈する。、南西側隅に焼土を 1基有する。

B区住居跡に関わる施設である可能性もあるが、詳細は不明である。深さは13cmを測るが、柱穴部分では26cm

を測る。壁は急な角度で立ち上がる。床面は平坦である。焼上を検出した。

<埋土> 黒褐色土と黒色土が層を成す。

<遣物・時期> 遺物を伴わず詳細は不明だが、B区北側の建物跡に伴う施設である可能性がある。
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36号土坑 37号土坑

V号土坑
1 10YR yl黒褐色ンルト しまりややあり 粘世ややあり。
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
3 10YR 2/1黒 色ツルト しまりややあり 粘性ややあり。
4 10YR 2/1黒 色ツルト しまりややあり 粘性ややあり
褐色粘土質とのアロックが入る。

38号土坑

381J上坑
1 10VR 2/2黒 楷色ンルト しまりあり 粘性あり 1和Шb?と南部浮布のIIを台む

`2 10vR2カ 黒悩色ンルト しまりなし 粘とあり 10vR 2お 黒褐色ンルトを台む。
1 10YR2潟 黒将色ンルト しまりややあり 粘性ややあり
1 9 とrlじ
5 鵜りすぎ

0          1m

1008

A'Ａ

トＡ

「

Ａ

ト

Ａ

卜
A'

Ａ

引P974

36!,■抗
1 10YR 2/1黒 色ンルト しまりややあり hJ性あり 晴部浮イの北を台む。
2 10YR 2/1黒 色ンルト しまりなし 粘性あり。
3 10vR〃 2黒 jH色 ンルト しまりややあり 粘性あり 商郎浮FIのれを台視
1 10VR 2/3黒 褐色ンルト しまりなし 粘性ややあり。
5 10vR 2/3黒 鵜色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 南部浮石のれを少量台帆
6 10YR2お 黒鵜色ンルト しまりややあり 粘性あり。
7掘りす乱

39号土坑

A'

L=103,800

1聟
指ヒ縫 灘 蓉と。

しまりややあり 継 あり に面にЮYR2/3鶏 働 碓 拾 む。

争

彗とと亀 島 警 酵

ケ主 蔭 癬 朗 懲桂:二 錦 阻 鋸 貫解鍬 雖 を怒48統

4滞
鞣を?そ絆

シルト しまりややあり 粘性ややあり ЮYR 2/73黒褐色砂賢■を均 に含む。

工

岸舗み絲 繋 逍 ∫

しまりややあり 粘牲ややあり ЮYR閉 黒褐色砂質とがプロック脚こ大名

6♯
善み鷺後靴 逮 よ

しまりややあり 粘性をし ЮYR狛 黒褐色砂質上がカ ック状に入る。

40号土坑

¶

L=103,800

40号■lyt
l 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり IlvR 2/3黒 褐色ンルトをれ状に合む。
南部浮石の粒を含む。
2 10YR 2/2黒 1上 ンルト しまりややあり 粘性ややあり 10YR〃9黒楷色ンルトを北状に15%合む。
薦部浮右の泣を少量含む。
9 10v■ 2/2黒褐色ツルト しまりなし 粘性ややあり 1や 2よ りやや暗い色の上
責褐色残された軽石の社を含む。
4 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 1和Waを少量合むL
5 10YR 2″ 黒褐色ンルト しまりなし 粘性あり I和田aを少量含む。
6協りす詭

Ａ

卜
Ａ

ト

? 10YR 2/3黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり
8 1層 と似る。やや中観を台む。
9 10VR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり
中搬が帯状にやや人る。

lα 10VR〃 2黒褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり
中概が帯状にやや人る。
11 4層に似る。やや中報を台む。
12 7層に似る。やや中諏を台む。
1&中JRの大プロッタ。

砂質上が台む。中撫を帝状に台む
`

10VR 2/3黒 褐色砂質ツルトを20%以 L含む。

10VR 2/3黒 将色砂質を20%以「含む。

36～40号土坑
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43号土坑 (第35図・写真図版23)

<位置> Ⅱ18bグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径130× 74cm、 底部径107× 52clllの 東側がやや張り出した長楕円形を呈する。深さは28
cmを測る。壁はやや急な角度で立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず、時期は不明である。形状から墓墳の可能性もある。

44号土坑 (第35図・写真図版24)

<位置> Ⅱ16Cグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランを検出。
<規模・形態> 開口部径136× 110cm、 底部径98× 81cmのほぼ円形を呈する。深さは62clllを測る。壁はほぼ垂

直に立ち上がるが、南東側は階段状に立ち上がる。床面は北西側から緩やかに傾斜し、平坦である。

<埋土> やや南部浮石を含む黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

45号土坑 (第35図 。写真図版24)

<位置> Ⅱ17Cグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランを検出。
<規模・形態> 開日部径255X124clll、 底部径128× 68clllの 中央部がやや括れた楕円形を呈する。深さは65cm
を測る。中場を有する。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、東側では中場より緩やかに立ち上がる。床面は平坦で

ある。

<埋土> 黒褐色土主体である。

<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

46号土坑 (第36図 。写真図版24)

<位置> ⅡF7hグ リッド

<検出状況> 第V層より卵形のプランを検出。
<規模・形態> 開口部径100× 71cm、 底部径82× 69cmの楕円形を呈する。深さは52cmを測る。壁は急な角度
で立ち上がる。床面は平坦である。上面の西側に25× 12clllの方形の石が乗るが、詳細は不明である。

<埋土> 黒褐色土主体であり、埋土中位に10clll大 の緑色凝灰岩の礫を 1個 と灰らしきものを含む。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

47号土坑 (第36図 。写真図版24)

<位置> ⅡF7g～ⅡF8gグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランを検出。
<規模・形態> 開回部径72× 47clll、 底部径44× 27cmの楕円形を呈する。深さは40cmを測る。中場を有する。
壁は西側は急な角度で立ち上がるが、東側は同じように立ち上がった後、中場から緩やかに立ち上がる。床面
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は平坦である。西側の上面から埋土中にかけて32× 7 cmの細長い礫が含まれるが、詳細は不明である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

48号土坑 (第36図・写真図版25)

<位置> ⅡF8gグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランを検出。
<規模 。形態> 開口部径84× 72cm、 底部径52× 48cmの楕円形を呈する。深さは33cmを測る。壁は南西側は急
な角度で、北東側は緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土と黒色土が層を成す。
<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

49号土坑 (第36図 。写真図版25)

<位置> ⅡF8fグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランを検出。
<規模・形態> 開口部径95× 78cm、 底部径73× 64cmの楕円形を呈する。深さは32cmを測る。壁は急な角度で
立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

50号土坑 (第36図・写真図版25)

<位置> ⅡF9gグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より円形のプランを検出。
<規模・形態> 開口部径174× 160cm、 底部径103× 98cmの円形を呈する。深さは57clllを 測る。壁は緩やかに
立ち上がる。床面はほぼ平坦である。上面に20clll大の礫が数個乗るが、詳細は不明である。

<埋土> 火山灰を多く含む埋土。埋土中に礫を数個含む。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず詳細は不明だが、木の根による撹乱の可能性もある。

51号土坑 (第36図 。写真図版25)

<位置> ⅡF8jグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランを検出。
<規模・形態> 開日部径247 X l19cm、 底部径35× 30clllの 中央部がやや膨らんだ楕円形を呈する。深さは58cm
を測る。中場を有する。壁は北側は急な角度で立ち上がるが、南側は中場より緩やかに立ち上がる。床面は平

坦である。

<埋土> 黒褐色土主体であり、やや南部浮石を含む。
<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。
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Tw

L=108,100

L=108,100

42;土坑
1 10YR2/2黒褐色ンルト しまりなし 粘性ややあり。
2 10YR Vl黒 褐色ンルト しまりなし 粘性あり PPl139の 柱穴あたり。
3 10vR VI黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性あり 十和日aを tl状に合む。
1 10YR 2/1黒 色ンルト しまりあり 粘性あり。
5掘りす乱

覗号土か礁

Ａ

「

Ａ

卜

Ａ

引

Ａ
引

Ａ

ト

L=103,300

L=103,300

43号土坑

L三 103,300

0          1m

A'

Ｂ

「

41′ ,上坑
1 10VR 2/2黒 椙tン ルト しまりあり 粘となし。
2 10vR 2/2黒 jHtンルト しまりややあり 粘性ややあり 1層よりやや暗い色の上。
9 10VR 3/1黒 褐tン ルト しまりややあり 粘性あり。
1 19YR 3/2黒 悩也ンルト しまりなし 粘性なし 中級を2%含む。

Ａ

ト

Ａ

↓

44号土坑

第35図 41～ 45号土坑

15号■坑
1 10YR 3/1黒 褐也ンルト しまりややあり
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり
3 10YR 3れ 黒褐色ンルト しまりややあり

Ａ

卜
A'

43を■Fyt
l 10YR 2/2黒 格とンルト しまりあり 粘世ややあり。
2 10YR 3/2黒 lH也ンルト しまりあり 粘性なし。
3 10YR 3/1黒 4H色ンルト しまりややあり 粘せなし。

L=104,100

44'チ上坑
1 10VR 2/2黒 lStンルト しまりややあり 粘性なし 南部浮石のIiを 2%台�
2 10vR 3/2黒 lHtンルト しまりあり 粘性ややあり 繭部浮石を3%含む。
3 10vR″ 2黒褐色ンルト しまりldし  粘性ややあり 商部浮石を2%台む。
1 10YR 3/3暗 褐色ンルト しまりややあり 枯性なじ 歯部浮石を3%台む。
5 10YR4/3に よい贅褐色ンルト しまりなし 粘性なし 南部浮石をm%台む。
G 75YR 2/2黒褐tツルト しまりややあり 枯性ややあり。
7 掘りす乱 粘性ややあり。

粘性あり。

粘性あり。

箋滞

L=104,100
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瑠 i
L=105,800

46号と坑

ji格子侍訪量悟琶しケ|しこI:こ
あ
絶性増培参与。 
ほの細かヽNItをわすかに台む。

:齢軌鶏教離セ寺と:,:独謎脇
ち

6 10YR 5カ 灰貰福色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 灰らしき物をわずかに含む。

49号土坑

X】:

L三 105,900
Ａ

引

巧ゝ

箔性なし 中撤の粒を若十台む
`枯となし 木の機による捜乱と穀われる。

粘性なし 中録を着十台む。

46号土坑 47号土坑

L三 105,900

47号■坑
1 10VR 3/2黒 褐色シルト しまりなし
2 10vR 2/2黒 褐色ンルト しまりあり
9 10YR〃 2黒種豊ンルト しまりなし
4 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりあり

粘性llし。
粘性とし 中撮の泣を3%合む。
粘性なし。
粘性あり VI層に相当する。

51号土坑

48号土坑

A Ａ

「

50号土坑

50号と坑 (A― A.)
1 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり
2 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり
3 10vR 2″ 黒褐色ンルト しまりややあり
4 10YR 3/3暗 褐色ンルト しまり,やあり
5 10YR V3暗 褐色ンルト しまりややあり

A恭療   A'
卜  L=105,800  引

j:‖4枡難

'形

t卜しま,そ 1士り
粘
倍注七やな,争
が多く人り込悦

3 10YR3/3黒 褐色砂質ンルト しまりなし 猪性なし。

L=105,500 Ａ

「

しまりあり 粘性なし。
しまりあり 粘牲なし 商部浮石の粒を21%台む。
しまりあり 粘性なし 中概を徴量含む。
しまりややあり 粘性なし。

しまりややあり 粘性なし。
しまりなし 粘性あり。
しまりややあり 粘性ややあり 南部浮FIを微量含む。
しまりややあり 粘性あり。

0          1m

Ａ

庁

A'

だ
引

Ａ
「

49号■坑
1 10YR 3/4暗 褐色ンルト しまりややあり
2 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりややあり
3 10vR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり

Ａ

引
Ａ

一

Ａ

ト

A'

SI士上坑
1 10YR 3/1黒 褐色ツルト
2 75vR yl黒 IB色 ンルト
3 10Yn 2/2黒 褐色ンルト
4 75YR〃穆黒褐色ンルト
う 4と lalじ
6 10YR 3/3暗 褐色ンルト
7 10YR 3/1黒 褐色ンルト
8 10vR 3/1黒 褐色ンルト
9 10YR 3″ 黒鵜色ンルト
10堀りす乱

粘性ややなし 歯部浮/1と中振がS%滋 じる。
粘性ややなし 薦部浮石が7%混 じる。
粘性ややあり 南部浮石が3%混 じる。
粘性ややあり 南部浮石と中擦が6%混じる。
粘性ややあり 苗部浮石が3%混 じる。

46～51号土坑
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52号土坑 (第37図 。写真図版26)

<位置> ⅡG5aグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より円形のプランを検出。
<規模―・形態> 開回部径84× 80911、 底部径64× 60clllの 円形を呈する。深さは25clllを 測る。壁は急な角度で立
ち上がる.。 床面はほぼ平坦だが、中央がわずかに窪んでおり、摺鉢状に緩やかに傾斜している。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

53号土坑 (第37図・写真図版26)

<位置> ⅡG9bグ リッド

<検出状況> 第V層より円形のプランとして検出。
<規模‐形態> 開口部径-138X124clll、 1底部径87× 86clll、 調査区境界線上に遺構の一部がかかるためはっきり
と断定できないが、推測するとほぼ正円形を呈するェ深.さ は190clllを測る。中場を有する。壁は急な角度で立

ち上がる。床面は平坦である。

<埋土・時期> 火山灰と南部浮石を多く含む黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

54号土坑 (第37図 。写真図版2①

<位置> IF2fグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとし―て検出。
<規模。形態> 開日部径129X107cul、 底部径108× 79clllの 隅丸方形を呈する。深さは23clllを測る。壁は急な

角度で立ち上がる。床面は平坦であるδ

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物 。時期> 遺物を伴わず時期は不明である。

55号土境 (第37図・写真図版26)

<位置> ⅡF6fグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランとして検1出。
<重複関係>―北側隅でP1275を切る。

<規模・形態> 開口部径65X54clll、 底部径53× 36clllの 三角形に近い楕円形を呈する。深さは16clllを 測る。壁
は急な角度で立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 南部浮石を含む黒褐色土主体である。
<遺物 ■時期> 遺物を伴わず不明だが、 2号竪穴建物跡に伴う施設である可能性がある。

56号土坑 (第37図 。写真図版27)

<位置> 工F6gグ リッド

<検1出状況> 第Ⅳ層より楕円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径50× 43clll、 底部径35× 31cElの楕円形を呈する。深さは29clllを測る。壁は南側はほぼ
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垂直に立ち上がり、北側は南側よりやや緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 南部浮石を含む黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず不明だが、 2号竪穴建物跡に伴う施設である可能性がある。

57号土坑 (第37図・写真図版27)

<位置> ⅡF4f～ⅡF4gグ リッド

<検出状況> 第Ⅳ層より方形のプランとして検出。
<重複関係> P1369、 P1408、 P1409、 P1410に切られる。

<規模・形態> 開口部径335× 125cm、 底部径319× 113clllの方形を呈する。柱穴らしき痕跡を中央西側に2基
中央東側に 1基有するが、詳細は不明である。深さは15clllを 測る。壁はやや急な角度で立ち上がる。床面は平

坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<遺物・時期> 遺物を伴わず詳細は不明だが、C区北側にあったと考えられる建物跡に伴う施設である可能
性もある。
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しまりややあり
しまりややあり
しまりややあり

第55号土坑

 洋

どと
 ご
二1275_1:】
協

|||1専誘轟孝ととン学阜4iξ子を群輻!り岳懲ヨ構|と尊こ:そ身艶。

第52号土坑
第53号土坑

63号土坑
1 10YR 2/2黒 褐tシルト しまりややあり
2 10YR 2/2黒 letンルト しまりややあり
3 10YR 2カ 黒褐色ンルト しまりややあり
4 10YRノ2黒褐色ンルト しまりややあり
S 2と同じ。
6 10vR 2/2黒褐色ンルト しまりややあり
7 10YR 2/2黒褐色ンルト しまりややあり
3 10vR 2/2黒 褐質ンルト しまりややあり
9 10YR 2/2黒褐色ンルト しまりややあり

第54号土坑

盗 L=106,900

Ａ

ト

Ａ

一

測
引

恭2露
A'

A'

62号土坑

1 10YR 2/2黒褐tン ルヽ
2 10YR 2/2黒褐色ンルト
3 10VR 2/2黒褐色ンルヽ

南部浮石が10%混じる。
蘭部浮石が3%混じる。

54号■坑

1韓専耕三鷺艶こと予i:鷲移趣iず与謙笠i絶とを軒諮。

第56号土坑

縦
縦
継
継

南部浮石の粒を含む。上部に中掘やや含むと

1層に似る。中撫をやや多く含む。
1層に似る。南部浮石の柱をやや多く含む。

1層に似る。包含物が少な,、

粘性あり 中撮がプロック状に10%入る。
粘性あり 中撤ノロックが入る。南部浮石を20%含む。
粘性あり 南部浮石を10%含む。
お性あり 1層に似る。中振を211%以上合悦

Ａ
卜
L=105,800 _A'

Ю 需早葺う与触 卜 しまりややあり 継 あり 明 よ啄 南部浮石を含視

11 10YR 2/1黒 色ンルト しまりややあり 粘性あり。
12南部浮石を多く含ti.旧層に相当する。

第57号土坑

L=106,400
上W

瑚

56号上坑

1 10VR 2/2黒 褐色ツルト
2 10YR 3/2黒 褐色ンルト
a lllYR 5/6黄 褐色ローム

しまりなし 粘性ややあり 南部浮石の粒を3%含む
`しまりなし 粘性ややあり 南部浮石の社を5%含む。

しまりなし 粘性あり 路部浮石を多量に含む。
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Ａ
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〕
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A'

0          1m
j:器烏舘量鵜琶し々キとξ絡とぁ甘

性
tと亀し南側からの流れ込みによるもの。

第37図 52～ 57号土坑

L=105,100

=

津◎イ
とL=105,8004'
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(4)竪穴住居状遺構
竪穴住居状の掘り込みがある遺構であるが、住居とは断定できない遺構を竪穴住居状遺構としている。

1号竪穴住居状遺構 (第38図・写真図版28)

<位置> ⅡK9j～ⅢLOaグ リッドに位置する。
<検出状況> V層 で長方形のプランとして検出した。

<規模・形状> 390× 300cmの隅丸方形状を呈し、検出面からの深さは約20cm程である。

1号竪穴住居状

57     と:テ働 P58Ｐ
Ｏ OP邪

oP59 
⑬ P60

◎

P63

P61

B'

c(登)P62 決祐7

(q69

①
2号土坑

Ｐ２４
⑬

｀
弐!9

斗
⑤
錨

L=109,900

i翅凱:″幾確:釜覆籐鐸
魅 0               4m

第38図  1号竪穴住居状遺構

①Y5
P2

96晩
:8

に)P3
血 径 cl l 深さcm

Pl 26X18

27× 23

18X17

23× 23

22X19

20X19

34× 32 17

17× 14

18× 17
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2号竪穴住居状

A

<壁 。床>壁はゆるやかに立ち上がり、床はほぼ平坦である。

<埋土> 砂質土を含む、黒褐色土主体の埋土である。

<その他> Pl～ P9ま での柱穴が床面から9基検出された。

<出土遺物> 6、 7な どの縄文土器が小破片で出土した。410の鉄環状製品が出土した。

<遺構の性格>出上した縄文土器片は同一の時期ではなく、遺構の時期とは直接には結びつかないと考えら払

不明な点が多い。

2号竪穴住居状遺構 (第39図・写真図版29)

<位置> ⅡG8g～ ⅡG9hグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅲ層で方形のプランとして検出した。

<重複関係> P810、 811、 812、 822、 823、 27号土坑と重複するが、本遣構が上位である。

黎 I子2

（
ｍ

＾
田

″
『

軋

　

″
「

L=105,300

1 10YR〃 3黒褐色ン″卜 しまりあり 粘性なし+和 maが多量に混じる。
2 10YR 3/1 RIStン ルト しまりややあり 硝性ややあり。
3 10YR 3/3黒 褐色ツルト しまりあり 枯性なし。

第39図  2号竪穴住居状遺構

0               4m
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<規模・形状> 510× 450cmの不整形な方形である。検出面からの深さは約25～35cm程である。

<壁・床> 壁はほぼ垂直に立ち上がり、床は暗褐色の砂質土で、V層 と同じレベルである。壁、床とも締ま
りがなくやわらかい。

<埋土> 黒褐色土主体である。上部に十和田 aが、下部に砂質土が混じる。
<その他> 中央部に焼土がうすく広がっているが、異地性の可能性が高い。
<出土遺物> 8～ 13な どの縄文土器が小破片で出土した。
<遺構の性格> 出上した縄文土器片は同一の時期ではなく、遺構の時期とは直接には結びつかないと考えら
れ、不明な点が多い。

3号竪穴住居状遺構 (第40図・写真図版30)

<位置> Ⅱ」8b～ ⅡJ9bグ リッドに位置する。
<検出状況> V層 で方形のプランとして検出した。
<規模 。形状> 東側半分が削平を受けており、明確に把握できないが、350cmの程度の方形であると考えら
れる。検出面からの深さは、西側半分の残存部で約13cm程である。

<壁・床> 壁はほぼ垂直に立ち上がると推定される。床はほぼ平坦である。
<埋土> 南部浮石が混じる黒褐色土主体である。

3号竪穴住居状

′
′

A'
引

◎
P12

∞
Ｐ‐ｏ

③
Ｐ‐８

③
Ｐ‐７

③

Ｐ‐６

P13

P3③
4P:

Ｏ
Ｐ８Ａ

卜
裟弱t

◎

P15
棋轟s

A
トー L=103,300

0                4m

li♯|;勃息毒:才 |li:|:二 :||ヒ :::Ⅲ 構離幹寄牟り鞘チ紫七争協泥じ乱

第40図  3号竪穴住居状遺構
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<その他> Pl～ P20ま での柱穴が、壁際に沿って検出されている。

<出土遺物> なし

<遺構の性格> 東側半分が削平されているため、はっきりとしないが、形状から中世の竪穴建物の可能性が

高い。掘り込みは確認できなかったが、南北方向に並ぶP16～P20の柱穴も、竪穴建物を構成する柱穴ではな

ヽヽかと拍飾こさオ化る。

(5)焼 土遺構
1号焼土遺構 (第41図・写真図版31)

<位置> Ⅲ」Oiグ リッド、A区北側の掘立柱建物跡内に位置している。

<検出状況> A区北側の柱穴を検出中に確認された。

<形態・規模> 32clll X 30cmの 不整な楕円形である。厚さは約 5 clllで ある。焼土の回りを灰が正方形に二重に

囲んでいる。

<遺物> 出土遺物はない。

<遺構の性格> 形状と位置から、 6号掘立柱建物跡に付属する囲炉裏の跡と考えられる。

2号焼土遺構 (第41図・写真図版31)

<位置> Ⅲ」2f～ 2gグ リッドに位置している。

<検出状況> 記録がないため不明である。

<形態 。規模> 79cm× 53cmの不整な楕円形である。中央部を柱穴状のくばみによって切られている。厚さは

残存部分で約 9 clllで ある。

<遺物> 出土遺物はない。

<遺構の性格> 不明である。

3号焼土遺構 (第41図・写真図版31)

<位置> ⅢHliグ リッドに位置している。

<検出状況> Ⅳ層で検出した。

<形態・規模> 約120× 60cmの楕円形の範囲の中に、焼上がうすく広がる。比較的まとまって堆積している

のは2ケ 所で、10× 5 cm程度の規模である。

<遺物> 出土遺物はない。

<遺構の性格> 現地性の焼土だと考えられるが、詳細は不明である。

(6)集 石遺構
1号集石遺構 (第41図・写真図版31)

<位置> ⅡH8gグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅳ層において、集石とその周囲に暗褐色の楕円形のプランを確認した。

<形態・規模> 集石は円礫が 9個、角礫が10個で、規則的な配置とは考え難い。その下の掘り込みは、74×

70cmの不整な方形で、深さは約50cmである。壁は垂直に立ち上がり、底面には10cm程の窪みがあった。

<埋土> 上部が暗褐色土、下部が黒色上で、いずれももろい。
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<遺物> 出土遺物はない。
<遺構の性格> 遺物がないので不明であるが、墓壊の可能性がある。

1号焼土遺構 2号焼土遺構

X;繋 :

与嵐4脚
'

弼

3号焼土遺構

翠
祥

A'

Ａ
Ａ
卜
　
　
Ａ
Ａ
ト

摯
'ィ″
A'

P739

A'

粘性ややなし
粘性ややあり
竹世ややあり 常部浮右が2%混 じる
亀牲ややあり 商部浮石が2%」Lじる
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1・I撤 (A― Aつ
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子任筋離琶針t tgη織解離:ししまりややあり粘性ややあり

::II予侍訪憂糧琶サ牛ヽとこ4ぞ4ぁ ,性電毬宅4ぁ ;層
の焼上が少量班じる

1号集石遺構

A'
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第41図  1～ 3号焼上・ 1号集石遺構
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(7)溝 跡
1号薄跡 (第42図・写真図版32)

<位置> ⅢLlb～ ⅢL3dグ リッドに位置する。 1号礎石建物跡の西側半分を「コの字」状に囲んでいる。

<検出状況> V層 で検出した。

<形態・規模・方向> 全長14.3m、 上端幅は60cm～ 20cm、 下端幅は30cm～ 8 clll、 深さが最深部で50cmである。

断面形は北側がゆるやかなU字状となる。

<埋土> 黒褐色主体である。

<出土遺物> 397の櫛、411の使途不明の金属製品が出上している。

<遺構の性格> 1号礎石建物に伴う排水路と考えられる。

2号薄跡 (第42図 。写真図版32)

<位置> Ⅱ」8i～ⅢKlbグ リッド、A区北側の重複する5号～10号掘立柱建物跡の西側と東側に位置す

る。

<検出状況> V層 で検出した。

<形態・規模・方向> 全長13.9m、 上端幅は123cm～ 18cm、 下端幅は110cm～ 16cm、 深さが最深部で約40cmで

ある。断面形はゆるやかなU字状となる。、方向は北―南、90度曲折し西―東である。

<埋土> 黒褐色土主体である。

<出土遺物> 3531よ 19世紀代の大堀相馬産の陶器である。3801よ肥前産の括り鉢であるが、年代は不明である。

392は火鉢と考えられる瓦器で、明治前半代のものであろう

<遣構の性格> A区 北側の重複する5号～ 9号掘立柱建物跡に伴う排水路と考えられる。

3号溝跡 (第43図・写真図版33)

<位置> Ⅱ́H7e～ ⅡH8fグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅳ層で検出した。

<形態 。規模・方向> 全長6.8m、 上端幅は98cm～ 33cm、 下端幅は72cm～ 18clll、 深さが 8 cmで ある。断面形

はゆるやかなU字状となる。方向は東―西で、曲折する部分もあるが、ほぼ直線である。

<埋土> 黒褐色、暗褐色の砂質土が主体である。

<出土遺物> 14～ 20な どの縄文土器片と246の石匙が出土している。

<遺構の性格> 縄文土器片は異なる時期のものであり、遺構の時期とは直接の関係はないと考えられる。埋

土の状況や深さから、自然の流水によるものの可能性がある。

4号溝跡 (第43図・写真図版33)

<位置> ⅡK8i～ ⅡK9hグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅳ層で検出した。

<形態・規模・方向> 全長6.4m、 上端幅は109cm～ 56cm、 下端幅は75cn～ 39clll、 深さが最深部で46cmである。

断面形は逆台形状となる。方向は東―西で、ほぼ直線である。

<埋土> 砂質土が混じる黒褐色土、暗褐色土が主体である。上部には十和田 a、 南部浮石が混じる。

<出土遺物> 21～ 46な どの縄文土器片と247の石斧、259の石鏃、280の土製装飾品が出土している。
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<遺構の性格> 縄文土器片は異なる時期のものであり、遺構の時期とは直接の関係はないと考えられる。埋

土の状況や深さから、自然の流水によるものの可能性がある。

5号溝跡 (第43図 。写真図版33)

<位置> ⅡH9j～ Ⅱ19Cグ リッド、17号掘立柱建物跡の西側に位置する。

<検出状況> V層 で検出した。はじめは東側しか検出できなかったが、だめ押しをした結果、西側にも広が

ることがわかった。

<形態・規模・方向> 全長14.5m、 上端幅は221cm～ 190cm、 下端幅は60cm～ 42cm、 深さが最深部で52cmで あ

る。東側が浅く、西側が深いため、底面は二段となっている。方向は北―南である。

<埋土> 黒褐色土中心の埋上で、中位には締まりのある中搬が混じる。

<出土遺物> 47、 48の縄文土器片、304、 307、 314、 の磁器椀、363の陶器土瓶が出土している。

304は 19世紀後半～幕末の肥前産、307は 18世紀後半～19世紀前半の肥前産、314は 19世紀後半～幕末の在地産

である。363は明治前半の在地産である。

<遺構の性格> 17号掘立柱建物跡に伴う排水路と考えられる。

6号溝跡 (第44図・写真図版34)

<位置> ⅡF2g～ⅢGOfグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅳ層の下部で検出した。

<形態・規模・方向> 全長42m、 上端幅は240cm～ 140cm、 下端幅は92cm～ 22cm、 深さが最深部で57cmである。

断面形はゆるやかなU字状となる。方向は北西―南東で、西にやや曲折する。

<埋土> 黒褐色上が主体であるが、中位には十和田aを含む層が堆積している。

<出土遺物> 49～ 5と、139、 148、 216な どの縄文土器片と248の磨石、249の凹石、286の土師器が出土してい

る。

<遺構の性格> 遺物は異なる時代、時期のものが出土しており、遺構の時期とは直接の関係はないと考えら

れる。この溝跡を境として、東側に中世の竪穴建物などの遺構や遺物が集中することから、溝を排水路として

住居可能な地域を作った可能性が高い。

7号溝跡 (第44図 。写真図版34)

<位置> ⅡG7a～ ⅡG8bグ リッドに位置する。

<検出状況> Ⅳ層の下部で検出した。

<形態・規模・方向> 6号溝跡から枝分かれする溝跡である。全長5.2m、 上端幅は46cm～ 40cm、 下端幅は3

8cm～ 25cm、 深さが約 9 cmである。断面形はゆるやかなU字状となる。方向は6号溝跡よりもやや東寄りで、

ほぼ直線である。

<埋土> 上部が褐色砂質土、下部は暗褐色土である。

<出土遺物> 52の縄文土器片が出土している。

<遺構の性格> 6号溝跡よりも新しい遺構と考えられる。
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(8)井戸跡
1号井戸跡 (第45図・写真図版35)

<位置> ⅢK2dグ リッド

<検出状況> 第V層より楕円形のプランとして検出。周囲を柱穴が巡る。
<規模・形態> 開口部径190× 149cm、 底部径138× 130cmの 楕円形を呈する。深さは80cmを測る。壁はほぼ垂
直に立ち上がる。床面はほぼ平坦である。

<埋土> 酸化鉄分を含む暗褐色土主体。埋土中に円礫数個を含む。
<出土遺物> 上層部から401の石臼 1点が出土。石臼は19世紀前半以降のものと考えられる。
<遺構の性格> A区母屋部の建物跡に伴う井戸跡であると思われる。

2号井戸跡 (第45図 。写真図版35)

<位置> ⅡK9eグ リッド

<検出状況> 第Ⅷ層八戸火山灰面より円形のプランとして検出。
<規模・形態> 開口部径204× 178cm、 底部径85× 82cmの楕円形を呈する。深さは150cmを測る。中場を有す
る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、中場より緩やかに立ち上がる。床面は平坦である。

<埋土> 水分を多く含む黒色土主体。
<出土遺物> 埋土中位から丼戸枠と思われる材木と、直径30om大の偏平な礫が10数個出土した。
<遺構の性格> A区母屋部の建物跡に伴う井戸跡であると思われる。

(9)墓 壊
本遺跡の調査区内にはかつての「屋敷墓地」が所在し、掘立柱建物跡などの遺構の年代を判断する上で重要

な資料となっている。墓墳としての判断は、残存している人骨と出土遺物で行っている。

① B区北側
19号、17号建物の裏手 (西側)、 Ⅱ17も ～Ⅱ18Cグ リッドにかけて位置する屋敷墓地である。現況とし
ては9基の墓石 (う ち6基墓碑銘あり)と 1基の地蔵仏が北方に向かって「コ」の字状に配置された状態となっ

ていた。地主の藤村氏の話によると、明治時代まではこの地に埋葬していたものの、その後、共同墓地が作ら

れたため使用しなくなったということである。新幹線建設事業に伴い、旧墓地も移転を余儀なくされ、移転時

期が発掘調査期間であったために藤村氏のご厚意のもとに若干の調査をすることができた。

調査により墓墳が12基検出された。そのうち頭骨も含め、人骨の残存している墓壊は6基あり、その他の墓

壊からも細かい骨片が出土している。しかし水分を多く含む区域であるため、人骨の残存状況は悪く、いたみ

の進んでいるケースが多かった。人骨は藤村氏に引き渡し、出土遺物はご厚意により借用させていただき、実

測作業を行っている。なお墓石位置と墓壊位置は必ずしも一致しなかったために、墓石に伴う墓壊を限定する

ことは困難であった。年代について推定すれば、墓壊から出土している寛永通費は、古寛永もあるが、どの墓

壊からも1730年代鋳造の寛永通費が含まれており、18世紀前葉まで下るものではないと考えられる。また重複

関係から6号墓装は年代が古いと考えられるが、出土遺物の中に18世紀～19世紀にかけての煙管が出土してお

り、墓石の銘で、年代の確実なのは19世紀のものである。これらのことから屋敷墓地として機能した年代は、

早くて18世紀後葉、中心は19世紀と推定される。
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1号井戸跡
1 10VR y2黒 褐色ンルト しまりなし 枯性あり 翻ヒ鉄、粛ヒ物の粒が上部に少還混じる。
2 10YR 3お 暗褐t砂質ンルト しまりややあり 粘性なし。
3 10YR 4/3に よい蓑褐色ツルト しまりあり 粘性ややあり。
4 10YR 2/2黒 褐色ツルト しまりなし 帖牲あり。
5 10YR 3/2黒 褐tツルト しまりあり 粘性あり。
6 10YR 3/2黒 褐色ツルト しまりややあり 帖性あり。
7 10YR 4/2灰 黄lStンルト しまりあり 北性あり。
8 10YR 4/2灰 黄褐色ンルト しまりなじ 粘性あり。
9 10YR 3/1黒 褐色砂噴シルト しまりややあり 粘性あり
lα 10YR 3/4暗褐色シルト しまりややあり 粘性ややあり 砂質上少量混じる。
■ 10VR″ 2 RIH色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 南部浮石少量混じる。
12 10YR 3/1黒 褐色砂質ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
13 10YR 3/1黒褐色砂質ンルト 翻ヒ鉄が少量混じる。
14 10YR 3潟 暗褐色ン″卜 しまりややあり 粘性ややあり 翻ヒ鉄が混じる。
15 10YR 3/3暗褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 翻ヒ鉄が少量混じる。
16 10vR 3/3暗褐色砂質ンルト しまりややあり 粘性ややあり。
17 10YR 3お 暗褐色砂質ンルト しまりなし 粘性ややあり。

2号井戸麻
1 10YR 2/1黒 色ンルト しまりなじ 粘性あり 細い礫などを全く含まム 水牲堆積を示す。
2 10YR 3/1黒 褐色ンルト しまりなし 粘性あり 細かい砂をやや含む。
3 10YR 2/1 RIBtン ルト しまりなし 枯性あり。
4 76Y2/1黒 色ツルト しまりなし 枯性あリ グライ化気嗚
6 75Y2/1黒 色ンルト しまりなし 粘性あリ グライ化気鳴 日日に木の制キが見られる。
火山灰がプロック状に入る。
G 10vR 2/1黒 色ンルト しまりなし 粘性あり。
7 5Y2/1黒 色ンルト しまりなし 粘性あり。
8 10YR yl黒 褐色ンルト しまりなし 粘性あり。
9 10yR γl黒色ンルト しまりなし 格性あり。
10 10YR 4/1災 褐色砂質ンルト しまりあり 粘性ややあり。
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1号墓境 (第46図 )

<重複関係> なし

<規模・形態> 118cm× 95cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 355の 18世紀後半の陶器小郭、426～434の寛永通費が出土している。

2号墓境 (第46図 。写真図版36)

<重複関係> 6号墓壊を切る。
<規模・形態> 100clll× 79cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 403の温石、412の真鍮製の管、435の寛永通費が出土している。人骨が残存していた。

3号墓壌 (第46図 。写真図版36)

<重複関係> 6号、 9号墓壊を切る。
<規模・形態> 117clll× 74cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 413～ 416の鉄釘出上している。人骨が残存していた。

4号墓境 (第46図・写真図版36)

<重複関係> 12号墓装を切る。

<規模・形態> 85cm× 66cmの不整形な方形である。

<出土遺物> なし。人骨が残存していた。

5号墓境 (第46図 。写真図版36)

<重複関係> 8号墓壊に切られる。

<規模・形態> (110)cm× 89clllの不整形な方形である。

<出土遺物> 436～ 442の寛永通費が出土している。人骨が残存していた。

6号墓竣 (第46図 )

<重複関係> 2号、 3号墓墳に切られる。

<規模・形態> 88× (87)cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 417の銅製椀状製品、418の銅製の煙管、443～448の寛永通費が出土している。銅製碗状製品の

中に、寛永通費が14枚詰まって出土している。

7号墓境 (第46図・写真図版36)

<重複関係> なし

<規模・形態> 105cm× 93cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 449の寛永通費が出土している。人骨が残存していた。

8号墓壊 (第46図・写真図版36)

<重複関係> 5号、12号墓竣を切る。
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<規模・形態> 93clll× 84cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 317、 318の 18世紀後半の磁器椀、419の銅製の煙管、450～455の寛永通費が出土 している。人

骨が残存していた。

9号墓壊 (第46図 )

<重複関係> 3号 墓墳に切られる。

<規模・形態> 98cm× (84)cmの不整形な方形である。

<出土遺物> 420の 銅製の吸日、456、 457の寛永通賓が出上している。

10号墓壊 (第46図)

<重複関係> なし。

<規模・形態> 65cm× 61cmの円形である。

<出土遺物> 864の 18世紀後半の陶器徳利、458～468の寛永通費が出土している。

11号墓境 (第46図)

<重複関係> なし

<規模・形態> 106cm X 78cmの 不整形な方形である。

<出土遺物> なし。

12号墓墳 (第46図)

<重複関係> 4号 、 8号墓境に切られる。

<規模・形態> 規模は不明であるが、不整形な方形であると推定される。

<出土遺物> なし。

② A区 墓地部
A区でも墓装と墓石が確認されており、これらはA区母屋部の建物跡と関係のある屋敷墓地であったと考え

られる。

13号墓壌 (第46図 。写真図版37)

<位置> ⅢL3dグ リッドに位置する。

<重複関係> なし

<検出状況> V層 で検出した。

<規模・形態> 77cm× 44cmの楕円形である。検出面からの深さは32cmで、床は南側が多少窪んでいる。

<埋土> 十和田aが混じる黒褐色土主体である。

<出土遺物> 396の漆器椀、469～473と 477の寛永通費が出土している。

<年代> 18世紀以降である。
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14号墓境 (第46図・写真図版37)

<位置> ⅡK9iグ リッドに位置する。
<重複関係> 5号土坑を切る。
<検出状況> V層 で検出した。
<規模・形態> 154cm× 122cmの不整な方形であるが、北東側は円形に近い。検出面からの深さは約50cmで、

断面形は逆台形状である。床は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体である。
<出土遺物> ないが細かな骨片が残存していた。
<年代> 不明である。

15号墓境 (第46図 。写真図版37)

<位置> ⅢK9hグ リッドに位置する。
<重複関係> 28号土坑を切る。P8291こ切られる。

<検出状況> V層 で検出した。
<規模・形態> 163cm× 114clllの不整な方形である。検出面からの深さは約98で、断面形は逆台形状である。

床は平坦である。

<埋土> 暗褐色土、褐色土、黄褐色土などが混じり合う。
<出土遺物> 475、 476の寛永通費が出土している。

<年代> 18世紀以降である。

16号墓境 (第47図 。写真図版37)

<位置> ⅢKOhグ リッドに位置する。
<重複関係> なし

<検出状況> V層 で検出した。
<規模・形態> 118cm× 70cmの不整な方形である。検出面からの深さは54cmで、壁は東側はほぼ垂直に立ち

上がるが、西側の傾斜は緩やかである。床は多少の起伏はあるが、ほぼ平坦である。

<埋土> 上部は褐色土、下部は灰黄褐色土である。
<出土遺物> 479の古銭が出土している。

<年代> 不明である。

③  B区湿地部
吉田氏所有の土地であったが、地権者は墓の存在については不明であるということであった。明治前半期に

田畑を交換して現在に至っているということであったので、それ以前の先祖の墓壊と推測される。墓竣は2基

検出されている。

17号墓境 (第47図・写真図版38)

<位置> Ⅱ17fグ リッドに位置する。
<重複関係> なし
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第46図  B区北側墓地跡・ 13～ 15号墓壊
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2 10VR2/1黒 色ンルト しまりなし
3 10YR 2/1黒 色ンルト しまりあり

0          1m

14サ基墳 (A― A)
1 10VR 4れ 悟色砂質ンルト
2 10YR 2/2黒 福色ンルト
10VR 3/1黒 褐色ンルト

10YR 2/2黒 将色ンルト

10VR 3/1黒 褐色ンルト
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<検出状況> V層 で検出した。
<規模 。形態> 141cm× 117cmの不整な方形である。検出面からの深さは54cmで、壁は垂直に立ち上がり、床
は平坦である。

<埋土> 黒褐色土主体で、全体に中倣が混じっている。
<出土遺物> 18世紀の327の磁器小郷、334の白磁紅皿が出上している。人骨が残存していた。

<年代> 18世紀の可能性がある。

18号墓墳 (写真図版38)

<位置> Ⅱ17fグ リッドに位置する。
<重複関係> なし

<検出状況> V層 で検出した。
<規模・形態> 101clll X 80cmの 楕円形形である。その他は記録がないため不明である。

<埋土> 記録がないため不明である。
<出土遺物> ないが、人骨が残存していた。
<年代> 不明であるが、検出面から18世紀の可能性がある。

16号墓壊 17号墓壊

16号茎壌 (A― Aつ
1 10YR 4湘 によい黄褐色砂質ンルト しまりなし 粘性なし。
2 10yR″3黒褐色ツルト しまりややあり 粘性なし。
3 10YR V2黒 褐色ンルト しまりあり 粘性なし。
4 10YR 4/2灰 責褐tンルト しまりあり 粘性なし。

‐*古Ⅲ:甘il

j:料毒箭蔓掲琶9弔 (″どま与i4,4穂撤与。
中標Ю%混じる。

3 10YR 2/2黒 褐色砂質ンルト しまりややあり 粘となし 中鋼 0%混 じる。

齢報箭屠盤籐射
～
iξ孝:磁子雄帯鑑艦モ!押

じる。
10VR 3/1黒 掲色ンルト しまりややあり 粘性あり 小諄を含む。
10YR 3/2黒 褐色砂質ンルト しまりあり 粘性なし 中撤5%混 じる。
10YR 3/1黒 褐色砂質ンルト しまりとし 粘性なし 中概3%混 じる。
10YR 2/2黒 褐色砂質ンルト しまりなし 粘性なし 中諏20%混じる。

世‖学S開薫琶籐サケ
～
しξ41七ぁ楷電とな∵

池。時状に混じる。
12 10YR 3/1黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性あり。
la中諏堆倒唇 しまりあり 粘性なし。

Ａ
咋

Ａ
一

0          1m

第47図  16・ 17号墓壊

=108,700
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(10)墓石・ 石碑
A区とB区の屋敷墓地に墓石が残っており、判別可能なものを―墓地移転前に墓石銘などの拓本をとり、写真

撮影を行い調査を試―みたので、参考までに紹介したい。墓石のほとんどは幕末期から明治前半期にかけてのも

のであった。またC区で検出した「南部藩士…」と
―銘のある石は、業績を顕彰する石碑だと考えられる。なお

A区の1墓石、C区の石碑については、検出した正確な位置の記録が残っていない.。

A図③墓石 A区②墓石 A区③墓石 A区④墓石 B区③墓石 B区②墓石 B区③墓石 B区④墓石
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2 遺物
(1)縄文時代～古代の遺物
図示した縄文・弥生土器は遺構内外からの出土であるが、明らかに縄文時代の遺構から出土した土器は皆無

であり、中世の竪穴建物や竪穴状遺構、中世あるいは時期不明の溝の埋土および各グリットからの資料である。

このような資料であるので、本来は時期別あるいは型式別に配列すべきであるが、編集の都合上で遺構別、グ

リット別に配列したが個々の説明については時期別、時代別に記述する。また、個々の土器の特徴については

遺物観察表に記載してあるので、本文中では概要について触れる。

① 縄文土器
A 縄文時代早期の土器
早期中葉、吹切沢式およびこの型式に近い時期と推定される資料 (第51図 -3、 52図 -54)が 2点出土して

いる。

B 縄文時代前期の土器
桂島式、深郷田式と思われるもの (第52図 -43、 54図 90、 91、 93、 94、 96～ 100、 110)及び大木 1式および

2aぁ るいは2b式に属するもの (第51図 -21～ 23、 53図55～ 89)、 円筒下層 b式 (第54図 -111)、 円筒下層

d式 (第52図 -24～ 26、 30、 40、 54図 -106～ 109、 112、 113、 55図 -115、 116、 134)な どが含まれている。

細かい型式に分類できないが、他にも前期に属する土器は含まれている。

C 縄文時代中期の土器
中期の土器は円筒上層式と大木式の両者が認められるが量的には上層 a式 (第51図 -1、 4、 5、 52図 -27

～29、 31、 33、 34、 49、 54図 -114、 55図 -117～ 133)が多く、大木式では 7、 8式 (第51図-6～ 8、 52図―

35、 41、 55図 135～ 143他)が少量含まれている。

D 縄文時代後期の土器
十腰内式の殆どを網羅しているが、前半に相当する資料は少なく (第51図 -13)、 中棄の磨消縄文 (第51図―

2、 56図 -146～ 165他)が最も多く、後半の瘤付き土器 (第66図 -166～ 57図 -181)がこれに次いでいる。明

らかな後期の粗製土器は (第51図 -15、 52図 -37、 39、 50、 53他)な どである。

E 縄文時代晩期の上器
前半期 (大洞 B、 BC、 Cl式)の資料は少なく6点のみ (第52図 -38、 51、 57図 -196、 198～ 200)で あ

るが、196は後期に属する可能性もある。後半 (大洞C2、 A、 A′ 式)の資料が殆どであるがC2式は少な

く (第57図 -187、 194、 195)、 ほかはA、 A′ 式に属する (第51図 -11、 12、 16～ 20、 57図 -183～ 186、 188

～193他 )。 いずれも小破片で全体を知りうる資料に乏しい。

② 弥生土器
数点出土しているのみで、第58図 236とよ磨消縄文と列点文をもつ中棄の小型壷で、第58図 226、 227は この時

期の小型土器の底部である。同図-238、 239は末葉期の交互刺突文の甕である。同2371ま 236と 同時期かそれよ

り古い時期の小型鉢である。

以上が当該年度の縄文・弥生土器であるが原位置をとどめている資料は少なく、また破片資料が多く、この

資料をもって土器について何かを語る状況にはなかった。
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③ 石器
遺構に伴う出土例はなく、遺構内としても中世・近世の遺構からの出土が多く、流れ込みによるものと思わ

れる。出土傾向としては斜面上部の山際のグリッドからの出土が多く、土器の出1土状況と同様である。なお使

用している石材は二戸周辺の産地が大部分を占め、遠隔地との交流を示す資料は見られなかった。

石鏃 (250～257、 259)(第 09、 60図・写真図版53)

総数にして9点出土しており、茎部形態から以下のように細分される.。

無蓋鏃 平基 252
と]差き  25‐ 3、 254

円基 250、 251、 255

有茎鏃 凸基 256、 257、 259

身部の形状としては、二等辺三角形状のもの (252・ 253・ 254・ 256・ 257・ 259)が大半を占め、木葉形状の

もの (250、 251・ 255)が 3点を数える。正三角形状のものは見られない。大きさとしては3.4～ 3,8clllの範囲

が多く見られ、質量は2.Og前後が多いが、ぼらつきが見られる。石材としては凝灰岩 0粘板岩系ですべてを

しめる。身部にアスファルトの付着が認められ.たのは5点である。

尖頭器 (258)(第 60図 o写真図版53)

長さ 3 clll前後と小さめであり、木葉形状を呈する。基部は円基である。石材はチャート質の粘板岩で折爪岳

周辺の石材を使用している。

石錐 ⑫60)●謗0図 う写真図版53)

1点のみ出上している。錐部の先端は欠損している。画面加工はされている力＼ 背面は剥離面を使用し、刃

部のみを作り出している。身部と錐部の境は扁平であり、強いえぐり出しによる加工はされていな単―ヽ。理灰質

粘板岩を石材として利用している。アスファルトの付着も認められた。

石匙 ⑫42、 243、 246、 261～263)(第 5‐ 9、 60図・写真図版53)

欠損品―も含め、 6点出―土している。形状からすると

A 縦長タイプ ⑫42・ 246・ 261,262)
B 横長タイプ (243・ 263)
に分けられる。また縁辺の構成する数により、

1 2縁辺のもの ⑫62・ 263)

2 3縁辺のもの (242・ 243・ 246,261)

に分けられる。243をのぞくと背面部分に大きい剥離面を残し、刃部に若千の加工を施して石1匙としている例

が多い。石材としてはすべて折爪岳周辺の粘板岩系の石材を利用している。大きさは最大で長さ7.5allを測る

が、他は4 clll台に集中してヽ|ヽる。

磨製石斧 (247、 248、 265、 266、 267、 268、 269)(第 59、 60図・写真図版53)

磨製石斧は7点出土している。
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磨石類 (240、 241、 244、 249、 270～278)(第 59、 61図 。写真図版53、 54)

磨石・敲石・凹石を一括した。総数にして13点出土している。同様の形状の円礫を使用していることから使

用痕による分類を主体としたが、中には2つの機能を果たしたと考えられる使用痕をもつ石器も見られるため、

使用頻度の最も多い機能に基づいて細分を行った。

A 円礫に減摩または研磨の使用痕が認められるもの (磨石)
使用によって礫がすり減り、平らな面を作り出す状態を「減摩」とよび、礫面がすり出され、光沢を帯びる

状態を「研磨」と区別している。

～使用痕による区分～

1 長軸に対して縦位にすられているもの (276)
2 長軸に対して横位にすられているもの (277)
3 長軸に対して研磨の方向が不定なもの (278)
～礫の平面形による区分～

a 楕円形をしたもの (276、 277、 278)
b 長円形をしたもの なし
B 円礫に敲打痕が認められるもの (敲石)
～敲打痕が見られる部位による区分～

1 側面部にあるもの (249、 274)

2 主面にあるもの (275)
～礫の平面形による区分～

a 楕円形 (274)
b 長円形 (249、 275)
C 円礫にくばみが認められるもの (凹石)
～くばみが見られる部位による区分～

1 周縁部に見られるもの (272)
2 中心部に見られるもの (240、 241、 270、 271、 273)
～礫の平面形による区分～

a  巾雷P3刃多 (240、  241、  271、  273)

b 長方形 (270、 272)

石皿類 (245)(第 59図・写真図版53)

欠損しており、詳細については不明であるが、全体の形状は舟形状を呈すると考えられる。敲打によって縁

取られており、左右対称となり、湾曲した磨面がある。また先端部に磨痕が認められ、磨石的機能も果たした

と推定される。

④ 土製品 (279、 280、 281、 282、 283、 284)(第62図・写真図版54)
279、 281～ 2831ま円盤状の上製品である。すべて打ち欠きにより形成されている。2801よ垂飾品である。 284

は土偶の脚と考えられる。
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⑤ 土師器・ 須恵器 (第62図・写真図版54)
285は土師器の甕で、日縁部に段が付く。奈良時代のものと考えられる。286は須恵器の雰で、ロクロを使用

している。切り離し技法は回転糸切りである。289と 2901よ同一個体で、須恵器の長頸瓶の胴部である。2911よ

須恵器の甕で、タタキメ痕が確認される。なお287と 288を古代の遺物として図版に掲載したが、誤りであった。

どちらも陶器で、(2)の②陶器の中で述べている。

(2)中世～近世・近代の遺物
陶磁器について

下村遺跡出土の陶磁器は中コンテナで 4箱程度の出土量であり、建物跡の棟数に比較すると少量である。出

上分布としてA区母屋～A区北側、およびB区北側の地区から多くの陶磁器が出土している。それに対してB

区南半、C区全域からはほとんど陶磁器は出土していない。特にB区南半地区に関しては同じ箇所に建物が建

てられているのに遺物は少ないという特異な状況を示している。C区全般には近世の掘立柱建物跡が検出され

ていないだけに出土量も少ないのは当然のことであろう。

① 磁器
本遺跡出土の磁器は器種および器形的観点から見て、以下のように細分される。

A 碗類 1 丸形    B 小郭類 1 筒丸形 C 皿類    D 蓋付碗

2 腰張形

3 端反形

4 その他

2 丸形

E その他

A 碗類 (第63、 64、 65図・写真図版55、 56、 57)

日径 8 cm以上。高さ6～ 8 cm前後のもの。底部に高台がつく。碗類は器形から以下のよう分類した。

1  メL升多 (292-306、  308、  311)

底部から口縁部にかけて緩やかに湾曲しながら立ち上がるものである。

292～ 294ま では肥前産の碗である。2931よ「桐の葉」のコンニャク印判が施された厚手の「 くらわんか碗」

である。底部から口縁部にかけてゆるやかに開き気味に立ち上がる。18世紀前半のものである。295～ 298に は

二重網目文が染め付けられ、297、 2981こ は内面にも染め付けられている。やや淡い藍色の染付である。いずれ

も厚手で重量感がある。18世紀後半～19世紀前半の製作年代が与えられよう。2991よやや小ぶりの小碗であり、

コンニャク印判がなされている。3001よ 19世紀後半代 (幕末期)の在地産であろうと推測される。306は在地産

であるが、型紙すりが施され、明治前半代の製作と考えられる。302と 308、 306と 311がそれぞれセットとなる

と考えられる。見込みには松竹梅文が描かれる。3031ま見込みに「寿」の字が大きく入り、外面には草花文が

染め付けられる。304の碗は腰張形に近く、高台は低い。見込み部には五花弁文くずれが認められる。

2  層要刷長升多 (307、  309、  310、  313)

腰部がやや張り出し、日縁にかけてやや内湾気味に垂直に立ち上がる。307は310と セットになる碗である。

外面には「農夫竹掘り文」が染め付けられる。高台径は小さく、浅い。3091よ外面に亀甲文、日縁内面には花

菱文が染め付けられ、垂直に立ち上がる。313の内面にも花菱文が見られる。いずれも18世紀後半～19世紀前

-116-



半代の肥前産である。

3 端反形 (312、 314～ 316、 318～ 321)

底部から口縁部にかけて大きく開き気味に立ち上がり、日縁部付近でやや反る傾向にある。端反りの程度は

小さい。314の磁器碗は口縁部付近で弱く端反りする。外面に梅文が染め付けられ、19世紀後半代・幕末期の

在地産と推測される。315と 321は外面に「林」の字が見られ、類似しているが、3211ま染付であるのに対し、3

15は型紙すりによるものである。器形的にも315は底部がやや腰張碗気味に立ち上がりを見せるのに対し、321

は丸く湾曲して口縁で端反りを見せる。ともに瀬戸産ではあるが、3211ま 19世紀後半の幕末期、315は明治前半

期のものであろう。318は肥前の端反碗である。日縁部は小さく反る程度である。3191よ 318と 同類であるが、

在地産の可能性が高く、外面には梅文が施され、内面日縁には弧線文が見られる。314、 3161ま在地産のもので

あろう。

4 その他 (322)
322は日縁が直線的に大きく外傾し、外面には四弁花文をもつ。体部下半を欠損しているが、広東碗と考え

られる。

B 小郭 (第65図 。写真図版57)

日径 8 cm未満の碗類を対象として取り上げた。中には湯呑み、ぐい呑み、酒郭などと細分して呼称できるも

のもあるが、総称して取り扱い、器形により以下の通り細分した。

1 筒丸形のもの (324)

324は腰部が強く張り、ほぼ直立して立ち上がる。口縁内面には雷文が見られる。18世紀後半～19世紀前半

代の在地産と考えられる。

2  メ化升多 (323、 325-330)

323、 325、 326はやや厚手であり、底部から日縁部にかけても直立して立ち上がる傾向が認められる。3231よ

焼き継ぎがされている。18世紀代後半の産であろう。325は18世紀代の肥前産と推測される。326は 18世紀中～

後半代のもので肥前産の可能性が高い。高台は極めて低く、高台裏には「弥」の銘が見られる。329、 3301ま と

もに色絵であり、やや開き気味に外傾して立ち上がる。酒郭に属するものであろう。ともに明治以降の製作で

ある。

C 皿類 (331～ 335、 337、 338)(第 65図・写真図版57)

個体数が少なく、 7点のみである。331・ 333は五寸皿 。小皿にそれぞれ類するものであり、ともに18世紀代

の肥前産である。333に 1ま蛇の目釉剥ぎ部が見られる。334、 335の紅皿は335の ほうが外面の菊花文状の目が細

かく、日唇部は幅広く平らに整形されている。高台径が小さく、器高も低い。それに対し、334の 日唇部は幅

も狭い。3351よ 334よ りも年代が新しいことは確実であり、19世紀後半代と考えられる。334は 19世紀前半代と

考えられる。14号土坑出上の337も 肥前産であり、内面には松竹梅文が展開すると考えられる。それに対し、

338は中皿に類され、在地産のものであろう。製作技法も異なり、型紙ずりが行われている。見込み部に竹笹

文、それを囲むように檜垣文が見られる。明治前半の製作年代が与えられる。
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D 蓋付碗 (第64、 65、 66図・写真図版56、 57、 58)

1 内面にかえりをもつもの (317)

317が該当する。蓋のかえりは目立たないものの、作り出されている。セットとなる碗の日径よりも蓋の日

径が大きい。摘み部は帯状のものを軽く折り曲げて貼り付けている。蓋内面に染付は見られない。外面には碗

とセットの蓮華文が見られる。18世紀後半の肥前産であろう。

2 内面にかえりをもたないもの (336、 341)
セットとなる碗の日径よりも蓋の日径が小さいタイプである。336はペンタッチ的技法であり、 19世紀後半

代の在地産と考えられる。342は色絵であり、内外面に文様が見られる。外面に龍の絵が描かれ、内面口縁付

近に雷文が巡る。また高台を作り出すことによって摘み部としている。

E その他 (339、 340)(第66図・写真図版58)

339は日縁部付近に蓋受けのかえりをもち、体都中央部が大きく膨らむことから「急須」と推測される。外

面にはペンタッチで檜垣文が描かれる。また3401ま吹き墨を意識して行われた型紙刷りであり、「徳利」と考え

られる。ともに19世紀代後半 (明治前半)頃と考えられる。

② 陶器
本遺跡出上の陶器は器種および器形的観点から見て、以下のように細分される。

A 碗類 1 呉器手碗    B 皿類    C 鉢類 1 鉢      D 徳利

2 腰錆碗                  2 植木鉢

3 大堀相馬
4 その他

E 仏飯器      F 壺類      G 土瓶類      H 火入れ

I 悟り鉢類 1 瀬戸系         」 甕類

2 肥前系
3 唐津系
4 在地系
5 その他

A 碗類 (第66図・写真図版58)

1  讐ミ号吾ヨ「 B疱  (343、  344、  345、  346)

全面に透明釉が施釉され、高台が高いことに特徴がある。17世紀後半～18世紀前半の肥前産が多い。

2  馬露翁青B殖  (347、  348、  349)

下半部は欠損しているものの、腰部で強く屈曲する器形を呈する。347は 18世紀後半の瀬戸産である。3491よ

外面に鉄釉・内面に灰釉が施される。いずれも18世紀後半の瀬戸産と考えられる。

3 大堀相馬 (352、 353)

352は高台内をのぞくすべての面に灰釉が施釉される。胎土などから見て大堀相馬とした。3531よ大堀相馬産

の「京焼き風」陶器である。灰釉が高台部を除いてかかる。高台の削り込みが鋭角的に処理されている点に特
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徴がある。19世紀代の製作と推測される。

4  てlα)ft (350、  355)

350は 18世紀の在地産の小碗である。355は腰張形の小碗で18世紀後半の瀬戸産である。

B 皿類 (354、 356)(第66図・写真図版58、 59)
354は内外面に灰釉が施された折縁皿である。焼き継ぎがなされている。18世紀中頃の美濃産である。356は

中国産の白磁の可能性がある。生焼け状態の焼成である。

C 鉢類 (第 66、 67図・写真図版58、 59、 60)
1  9本  (351、  357、  358、  359)

357は高台の畳付部分をのぞくすべてに灰釉が施釉される。直径も大きく、19世紀後半代の小久慈産と推測

される。358は深鉢の破片であり、内外面に透明釉が施される。18世紀代の在地産であろう。3591よ灰釉の上か

ら瑠璃釉がかけられ、日縁部は強く外反する。19世紀代前半の白岩産とも考えられるが、詳細は明らかでない。

2 植木鉢 (367、 369)

367の外面には高台部をのぞいて灰釉が施釉される。底面には水抜きのための穿孔が施される。鉄釉による

絵付けも施されている。3691よ口縁部で著しく屈曲し、体部は直線的に外傾する。外面に鉄釉が施釉され、内

面には日縁部付近まで鉄釉が施釉される。胎土・釉の状況から判断すると明治以降のものと推測される。

D 徳利 (364)(第 67図 。写真図版開)
18世紀後半の備前産である。

E 仏飯器 (365)(第 67図・写真図版59)

高台部を除き、外面には灰釉が施される。18世紀後半の瀬戸産と考えられる。

F 壺類 (366)(第 67図 。写真図版59)

水注で体部下半に灰釉、上半には銅緑釉がかけ分けされる。口縁部は欠損しているものの、 2対の取っ手部

をもつものと推測される。体部は3点を押しくばめて、正三角形状に変形させている。 17世紀前半代の織部

(美濃産)と考えられる。

G 土瓶類 (360、 361、 363、 368)(第67図 。写真図版59)
363は外面には底部付近を除いて灰釉 (緑釉)が施され、鉄絵が描かれる。注口部内側には 3つ の注ぎ日穴

があけられる。368は白土化粧に鉄絵が施されており、底面は「回転糸切り痕」である。19世紀代の製作年代

と考えられる。産地についてはよく分からない。

H 火入れ類 (362)(第 67図・写真図版59)
18世紀後半代の大堀相馬産と考えられる。外面には灰釉 (緑釉)が施釉されている。
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I 播り鉢 (第68～73図・写真図版60～ 63)

1  )貢万ゴヌK (370、  372-377、  382)

370は日縁部が外反気味に開き、やや端反り気味である。また底部は上げ底気味である。内外面とも鉄釉が

施され、外面には鉄絵による竹笹の文様が描かれる。内面の櫛日は32本単位で刻まれる。19世紀代の製作と考

えられる。断面の胎土は粗くガサガサとしており、粉っぽい。372の 口縁部においてやや厚みを増 して、わず

かに内湾する。373の口縁部はまっすぐ外傾するのみである。377の内面の櫛目は13本単位の櫛をやや広めの間

隔をとって刻みを入れている。

2 肥前系 (371、 380)

口縁部には端反りが見られ、やや外反気味に立ち上がる。櫛目は間隔がやや広めである。内外面には鉄釉が

施釉される。

3 唐津系 (381)
やや厚手であり、内外面に施釉は施されない。内面の櫛目は竹笹状に入り組んだものであり、櫛歯状ではな

い。浅めの刻み目である。17世紀前半代の製作年代が与えられる。

4  /=引色勇ミ (378、  379、  383、  384、  387)

378は日縁部にかけてやや端反り気味に立ち上がる。全面鉄釉が施され、内面には7本単位の櫛目で上 。中・

下と3段階に分けて刻みをつけている。19世紀前半代と考えられる。379の体部上半から口縁部にかけて垂直

に立ち上がる。日縁部には3段の隆帯が見られる。体部最下部にも隆帯状のくびれが巡る。底面は蛇の目状に

浅い上げ底となっている。内面には12本単位の櫛目がすきまなく、刻まれる。器高はやや低めである。

5 その他 (385)
385は不明な点が多いが、19世紀の備前産の可能性がある。

」 甕類 (386、 388～391)(第 73、 74図・写真図版63、 64)

386と 388は同一個体の破片と考えられる。底部をのぞいて全面に鉄釉がかけられる。口縁部は鋭く屈曲し、

底部は上げ底状となっている。明治以降の瀬戸産と考えられる。389も 明治以降の製作であることは確実であ

るが、製作地については不明である。外面の鉄釉の上からさらに鉄釉がかけられる。3901ま外面に鉄釉、内面

には灰釉が施釉されている。391も 明治以降の年代と考えられる。体部に取っ手状の耳がついていたと考えら

れる。

K 土師質・須恵質陶器 (287、 288、 394、 395)(第 62、 74図・写真図版54、 64)

287は土師質の陶器で、橋鉢の日縁部と考えられる。18世紀代の製作であろう。2881よ土師質の行火で、明治

期のものかもしれない。394、 395と もに須恵質の陶器で、外面には鉄釉 (黒釉)が流しかけられる。いずれも

江戸期後半のものと思われるが、詳細については不明である。
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③ 瓦器 (第74図 。写真図版64)
392・ 393は火鉢と考えられる。外面には「四菱文 ?」 が刻まれる。19世紀後半 (明治以降)の在地産と推測

される。

④ 木製品 (第75図・写真図版65)
396は漆塗の碗である。内面に赤漆、外面に黒漆が塗られている。3971ま櫛で、材質はイスノキである。

③ 土・ 石製品 (第75～77図・写真図版65)

煉瓦状の土製品、石臼、石鉢、温石、砥石が出土している。398は煉瓦状の土製品であるが、器種等は不明

である。3991よ楔状の石製品である。400と 401は石臼である。4001よ下臼で約 2分の 1が残存する。目のパター

ンは摩滅していて判然としないが、 8分画切線主溝型と考えられ、芯棒孔のえぐりが大きい。4011よ井戸跡か

ら出土の上国で、 8分画であるが副溝の本数は同数ではない。供給回は5.5clll× 4.2clllの方形である。402は石

鉢で外面が粗く整形されている。403は温石で、 l cm程の穿孔がある。404～406は砥石である。404は 2面、40

5は 1面、406は 4面が使用されている。

③ 金属製品 (第77図・写真図版66)
金属製品は鉄製の釘、環状製品、刀子、鑑などや、真鍮製の警、銅製の小碗状製品、煙管が出土している。

407、 408、 413～ 416、 4221よ は鉄釘である。407、 408は土坑からの出土である。408は頂部が円形である。413

～416は墓壊出土で、木質が付着しているものがあることから、棺に使用されたものと考えられる。409、 410

は環状鉄製品であるが、詳細は不明である。412は銅製の警で、耳かきが付く。4171ま墓壊から出土した銅製の

小碗状製品である。14枚の寛永通費が詰まった状態で出土している。寛永通費の年代から18世紀の可能性があ

る。418と 419はそれぞれ煙管の雁首と吸口で、墓壊からの出土である。古泉弘氏の煙管の変遷によると、418

は第 5～ 6段階で18世紀後半～19世紀、4191よ第 5段階にあてはまり、18世紀の後半の年代が考えられる。420

は煙管の吸日だが時期は不明である。421は刀子である。4221ま五寸釘である。411、 424、 425は鉄製品である

が、詳細は不明である。

⑦ 銭貨 (第78～82図・写真図版67～71)
75点が出土したが、426～ 490ま での64点を掲載している。寛永通費が59点、永楽通費が 1点、半銭銅貨が 1

点、不明が 3点である。

428、  439、  449、  450、  454、  455、  456、  460、  461、  463、  464、  466、  470、  471、  472、 48へ 487は 1636生F-1659

年鋳造の古寛永である。これ以外の寛永通費が1668年以降鋳造の新寛永であるが、436、 474、 485、 486は 1668

年～1683年鋳造の「文」の字を持つ、いわゆる文銭である。426、 427は 1768年初鋳の四文銭である。489は永

楽通費、4901ま明治期の半銭銅貨である。
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縁
 
磨
消
縄
文
 R
L(
ヨ
コ
) 
内
面
:隆
帯
貼
付

ナ
デ
大
木
8 
bo
r9

B区
北
半
6号
溝
跡
・
埋
土

鉢
・
口
縁
部

波
状
口
縁
 
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

B区
北
半
6号
溝
跡
・
埋
土

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
口
縁
肥
厚
 
羽
状
縄
文
RL

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

B区
北
半
6号
溝
跡
・
埋
土

注
口
?・
体
部

羊
歯
状
文
 
全
面
丹
塗
り

ミ
ガ
キ
大
洞
BC

C区
南
半
7号
溝
跡
・
埋
土

深
鉢
・
口
縁
部

工
字
文
貼
付

ナ
デ
大
洞
C2

B区
南
半
P2
23
・
埋
土

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
RL
(ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期

A区
北
側
P2
31
・
埋
土

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
沈
線
 R
L(
ヨ
コ
) 
胎
土
に
繊
維

ナ
デ
吹
切
沢
?

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
□
縁
部

平
縁
 R
Lの
結
節
及
び
押
圧
?

ナ
デ
大
木
2a

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
体
部

口
唇
部
:押
圧
 
体
部
:不
整
撚
糸
文

ナ
デ
大
木
2a

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
や
や
外
反
 
不
整
撚
糸
文

ナ
デ
大
木
2a

C区
南
半
Ⅱ
H7
b・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
体
部

口
縁
:や
や
外
反
 
不
整
撚
糸
 
体
部
:L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2a

C区
南
半
Ⅱ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

体
部
:結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
C・
Ⅳ
層

深
鉢
。
□
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2
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番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
種
。
部
位

文
様
の
特
徴
な
ど

内
面

時
期

図
版
写
真
図
版

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:押
圧
 
結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

オ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
C・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
結
節
。
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
EH
6e
・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
b・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
口
唇
・
口
縁
部
:結
節
・
LR
 
内
面
:L
R

ナ
デ
大
木
2

C区
南

Ⅱ
H8
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
fo
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
結
節
 
原
体
不
明

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:押
圧
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
fo
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:刻
目
 
頸
部
:結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:刻
目
 
絡
条
体

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

体
部
:穿
孔
 
結
節
。
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
頸
部

口
唇
部
:刻
み
 
頸
部
:結
節

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
頸
部

口
唇
部
:刻
み
 
頸
部
:結
節

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H8
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
頸
部
平
縁
 L
R(
ヨ
コ
) 
頸
部
に
結
節

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
HH
6e
・
Ⅳ
層

深
抹
・
口
縁
部

口
縁
内
傾
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
eo
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
圧
H7
C・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
RL
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
C・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
口
唇
部
原
体
圧
痕
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
。
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
体
部
小
波
状
口
縁
 
口
縁
ナ
デ
 
体
部
:L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H7
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
b・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
G7
j・
不
明

深
鉢
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

B区
墓
地
Ⅱ
17
d・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
。
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Π
H8
e・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
G7
d・
Ⅳ
層

深
鋏
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H8
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
無
文

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H8
eo
Ⅳ
層

深
鉢
・
底
部

LR
(ヨ
コ
)

ナ
デ
桂
島
?
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番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位

文
様
の
特
徴
な
ど

内
面

時
期

図
版
写
真
図
版

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

単
軸
絡
条
体
 
ヨ
コ
・
ク
テ

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
2

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

単
軸
絡
条
体
 
ヨ
コ
・
タ
テ

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
H6
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
単
軸
絡
条
体

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
H6
e・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

木
目
状
撚
糸
文

ナ
デ
円
筒
下
層
a?

C区
南
半
Ⅱ
H8
e・
Ⅳ
層

深
鉢
。
体
～
底
部
体
部
・
底
部
と
も
絡
条
体

ナ
デ
深
郷
田
?

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
～
底
部
体
部
:絡
条
体
 
底
部
:網
代
痕

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
～
底
部
体
部
:絡
条
体
 
底
部
:網
代
痕

ナ
デ
深
郷
田

A区
T2
・
4層
上
部

深
鉢
・
体
～
底
部

体
部
・
底
部
と
も
絡
条
体

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
G9
j・
Ⅳ
層

鉢
。
日
縁
部

平
縁
 
絡
条
体

ナ
デ
深
郷
田

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
タ
テ
) 
胎
土
に
繊
維

ナ
デ
円
筒
下
層

A区
Tl
・
Ⅳ
層
上
部

深
鉢
・
体
部

絡
条
体
 
胎
土
に
繊
維

ナ
デ
円
筒
下
層

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

結
東
縄
文
 
胎
土
に
繊
維

ナ
デ
円
筒
下
層

C区
南
半
Ⅲ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

網
目
状
撚
糸
文
 
胎
上
に
繊
維

ナ
デ
円
筒
下
層

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

RL
 (
ヨ
コ
)|
こ
付
カ
ロ 条
 
胎
■
|こ
純

“イ
畦

ナ
デ
円
筒
下
層
C?

B区
】ヒ
狽
」

Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

網
目
状
撚
糸
文

ナ
デ
円
筒
下
層
dl

C区
南
半
Ⅱ
H8
e・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

小
波
状
口
縁
 
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
下
層
dl

C区
南
半
Ⅱ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
。
口
縁
部
LR
(ヨ
コ
)の
上
か
ら
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
下
層
dl

C区
南
半
Π
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
下
層
dl

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層

鉢
・
口
縁
部

原
体
の
半
置
半
転
(撚
糸
)

ナ
デ
深
狙
卜田

B区
墓
地

Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
頸
部

頸
部
:隆
帯
 
口
唇
部
:縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
円
筒
下
層
b

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

結
節
羽
状
縄
文

ナ
デ
円
筒
下
層
d?

C区
南
半
Ⅱ
H6
e・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
～
体
部

口
～
頸
部
:原
体
圧
痕
 
体
部
:L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
円
筒
下
層
d

C区
南
半
Ⅱ
H8
e

深
鉢
・
口
～
体
部

口
唇
～
頸
部
:原
体
圧
痕
 
体
部
:L
R(
ヨ
コ
) 
棒
状
貼
付
ミ
ガ
キ
円
筒
上
層
a

C区
北
半
Ⅱ
G8
a・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
体
部

口
縁
:原
体
圧
痕
 
体
部
:結
束
羽
状
縄
文
 
刺
突
文

ミ
ガ
キ
円
筒
下
層
d2

A区
小
屋

Ⅷ
層

深
鉢
。
口
～
体
部

口
縁
:原
体
圧
痕
 
体
部
:木
目
状
撚
糸

ミ
ガ
キ
円
筒
下
層
d2

C区
南
半
Ⅱ
H7
d・
Ⅳ
層

深
鉢
。
体
部

隆
帯
 
原
体
圧
痕
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
頸
部

口
縁
:隆
帯
 
原
体
圧
痕
タ
テ
 
頸
部
:ヨ
コ
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
G6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
頸
部

口
縁
:隆
帯
 
原
体
圧
痕
タ
テ
 
頸
部
:ヨ
コ
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
頸
部

口
縁
:隆
帯
 
原
体
圧
痕
タ
テ
 
頸
部
:ヨ
コ
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a
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出
土
地
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・
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器
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C区
南
半
Ⅱ
G5
i・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
部

原
体
圧
痕
 
隆
帯

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H7
do
Ⅳ
層

鉢
・
口
縁
部

タ
テ
・
ヨ
コ
の
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Π
H7
f・
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
口
縁
部

突
起
隆
帯
 
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H8
a・
Ⅱ
層

深
鉢
・
体
部

隆
帯
 
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H6
g.
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

山
形
突
起
 
隆
帯
 
原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H8
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

突
起
 
原
体
圧
痕
 
タ
テ
の
隆
帯
 
ボ
タ
ン
状
貼
付
け

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H6
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
～
頸
部
原
体
圧
痕
 
頸
部
に
隆
帯

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
北
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

原
体
圧
痕

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H7
C・
Ⅳ
層

深
鉢
・
頸
～
体
部
頸
部
:原
体
圧
痕
 
体
部
:R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
。
頸
～
体
部

頸
部
!隆
帯
 
原
体
束
端
刺
突
 
体
部
:L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
円
筒
上
層
a

A区
小
屋
表
土

深
鉢
・
口
縁
部

口
縁
の
突
起
部
隆
帯
剥
落
 
地
文
押
引
き
 
裏
面
に
円
形
の
凹
み
ナ
デ
円
筒
上
層
a

A区
T2
・
Ⅳ
層
上
部

深
鉢
・
体
部

地
文
刻
目
 
隆
帯
文
に
絡
条
体

ナ
デ
円
筒
上
層
a

C区
南
半
検
出
時

鉢
。
口
縁
部

口
縁
部
突
起
 
横
に
細
い
刻
目
 
貼
付
文

ナ
デ
円
筒
上
層
a

A区
小
屋

Ⅷ
層

深
鉢
・
体
部

横
走
す
る
絡
条
体
に
タ
テ
の
原
体
押
圧

ナ
デ
円
筒
下
層
dl

A区
北
側
Ⅲ
」
i2
・
V層

深
鉢
。
体
部

地
文
の
上
か
ら
平
行
沈
線
 L
RI
(ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
8b

C区
南
半
Ⅱ
H6
C～
7C

深
鉢
・
体
部

RL
(ヨ
コ
)の
上
か
ら
沈
線
文

ナ
デ
大
木
8b

A区
墓
地

Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

縄
文
の
上
か
ら
平
行
沈
線
文

ナ
デ
大
木
8b

B区
引
ヒ
lH
l
Ⅲ
H8
i・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

口
縁
隆
帯
貼
付
 
口
唇
部
に
沈
線

ナ
デ
大
木
8b

C区
南
半
6号
溝
跡
・
埋
土

深
鉢
・
体
部

隆
帯
に
よ
る
曲
線
文
 R
L(
タ
テ
)

ナ
デ
大
木
8b

C区
南
半
Ⅲ
HO
bo
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

隆
帯
の
渦
文
 R
L(
タ
テ
)

ナ
デ
大
木
8b

C区
南
半
Ⅱ
H8
a・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

波
状
口
縁
 R
L(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
大
木
8b

C区
南
半
Ⅱ
HO
j・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

口
縁
下
隆
帯
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
8b

C区
南
半
Ⅱ
H6
fo
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

胎
土
に
金
雲
母
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
大
木
8b

E区
Ⅲ
AO
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
～
底
部
底
部
ナ
デ
 R
L(
タ
テ
) 
内
面
4カ
所
対
角
線
に
黒
班

ナ
デ
大
木
8b
?

A区
母
屋
T5
・
Ⅳ
層

深
抹
・
体
部

一
部
に
炭
化
物
 L
R(
ナ
ナ
メ
)

ナ
デ
大
木
8b
?

C区
南
半
Ⅱ
H6
b・
Ⅳ
層

鉢
・
体
部

沈
線
に
沿
っ
て
刺
突
文
 
磨
消
 L
R(
ナ
ナ
メ
)

ナ
デ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
。
Ⅳ
層

小
形
鉢
・
体
～
底
部
沈
線
の
曲
線
文
 
工
字
文
状

ナ
デ
後
期
中
葉

C区
北
半
6号
溝
跡
・
埋
土

深
鉢
・
頸
部

磨
消
縄
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
中
葉

C区
南
半
Ⅱ
H9
e・
Ⅳ
層

鉢
・
体
部

平
行
沈
線
を
S字
状
区
画
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
。
Ⅳ
層

鉢
。
体
部

「
の
」
字
文
 
磨
消
縄
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
中
葉
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A区
墓
地
Ⅲ
L。
中
撤
面

深
鉢
・
体
部

平
行
沈
線
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
小
屋
表
採

鉢
・
体
部

平
行
沈
線
を
S字
状
に
区
画
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

B区
不
明

鉢
・
体
部

平
行
沈
線
を
S字
状
に
区
画
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
・
Ⅲ
層

深
鉢
・
体
部

沈
線
に
よ
る
区
画
文
 
磨
消
縄
文

ナ
デ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
・
Ⅲ
層
下

深
鉢
・
体
部

沈
線
に
よ
る
区
画
文
 
磨
消
縄
文

ナ
デ
後
期
中
葉

C区
南
半
Ⅱ
H7
eo
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

入
組
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
T5
・
Ⅲ
層
下

小
形
壷
・
体
～
底
部
無
文
 
体
部
に
孔
あ
き
突
起

ナ
デ
後
期
中
葉

C区
南
半
」
Oa
・
層
下
部

広
口
壷
・
口
～
頸
部
口
縁
突
起
4個
? 
沈
線
 
曲
縄
文

ナ
デ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
・
Ⅱ
層
下

小
形
鉢
・
口
縁
部
沈
線
に
よ
る
区
画

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
墓
地

地
山
付
近

浅
鉢
。
口
縁
部

平
行
沈
線
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

C区
北
半
FⅡ
・
Ⅳ
層
上
面

鉢
・
体
部

縄
文
の
上
か
ら
平
行
沈
線
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
。
Ⅲ
層
下

深
鉢
。
体
部

太
い
区
画
の
沈
線
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
中
葉

A区
母
屋
T5
・
Ⅲ
層

深
鉢
・
体
部

平
行
沈
線
文
を
タ
テ
に
区
画
 
磨
消
縄
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
中
葉

B区
北
墓
地

Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

平
行
沈
線
文
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
中
葉

B区
北
狽
1
E1
6a
oⅣ
層
下
部

鉢
・
口
～
体
部

山
形
口
縁
 
平
行
沈
線
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
?
後
期
中
葉

B区
北
側
Ш
HO
jo
Ⅳ
層

鉢
・
体
部

入
組
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

B区
北
側
Ⅱ
H7
io
Ⅳ
層

広
口
壺
・
口
～
体
部
入
組
文
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅲ
HO
g・
Ⅳ
層

壺
・
体
部

入
組
文
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
H9
C・
Ⅳ
層

小
形
鉢
・
頸
～
体
部
頸
部
:無
文
 
体
部
:R
L(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

B区
】ヒ
狽
!
墓
地
部
・
Ⅳ
層
内

鉢
。
口
縁
部

波
状
口
縁
 
入
組
文
 
磨
消
縄
文
 L
R(
ヨ
コ
)

9
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
G6
jo
Ⅳ
層

壷
?・
体
部

円
形
突
起
に
刺
突
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

C区
北
半
T1
2・
Ⅳ
層

鉢
。
口
縁
部

口
縁
部
に
瘤
 
磨
消
縄
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅲ
HO
d・
Ⅳ
層

小
形
壷
・
体
部

沈
線
 
ナ
ナ
メ
刻
目
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅲ
HO
d・
Ⅳ
層

鉢
・
口
縁
部

口
縁
突
起
 
ひ
ね
り
状
隆
帯
に
刻
目
 
刺
突
文
は
貫
通

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅲ
HO
d・
Ⅳ
層

注
口
・
体
部

瘤
 
沈
線
文
 
全
面
ミ
ガ
キ
 
注
口
欠
落

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅲ
H9
C・
Ⅳ
層

小
形
鉢
・
口
～
体
部
口
唇
:押
圧
 
体
部
:突
起

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
G7
j

鉢
・
口
縁
部

玉
抱
三
叉
文
 
□
縁
部
突
起
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

B区
北

Ⅱ
H8
i・
Ⅳ
層

小
形
鉢
・
口
縁
部

竹
管
文
 R
L(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
口
縁
部

B型
突
起
 
細
い
沈
線
 L
R(
ヨ
コ
)

ナ
デ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
H9
io
Ⅳ
層
中

壷
・
口
～
体
部

山
形
口
縁
 
全
面
ミ
ガ
キ
 
裏
に
沈
線

ミ
ガ
キ
後
期
後
半
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不
明

不
明

小
形
鉢
・
口
縁
部

口
縁
:山
形
突
起
 
口
唇
部
:刻
目

ミ
ガ
キ
後
期
後
半

C区
南
半
Ⅱ
H6
C～
9C

壷
・
口
～
頸
部

頸
部
:ミ
ガ
キ
 
肩
部
:沈
線
 
体
部
:L
R
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
晩
期

C区
南
半
Ⅱ
H9
f・
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:刻
目
 
頸
部
:ミ
ガ
キ
 
内
面
:沈
線
文

ミ
ガ
キ
大
洞
Ao
rA

C区
北
半
Ⅱ
G5
a・
Ⅳ
層
下
部

浅
鉢
・
口
縁
部

山
形
口
縁
 
口
唇
部
:押
引
沈
線
 
体
部
:π
字
文

ミ
ガ
キ
大
洞
AO
rA

C区
南
半
Ⅱ
H7
a・
Ⅱ
層

浅
鉢
・
口
縁
部

ミ
ガ
キ
 
エ
字
文
?

ミ
ガ
キ
大
洞
Ao
rA

C区
南
半
H6
a・
6b
表
採

鉢
・
口
縁
部

小
波
状
口
縁
 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
大
洞
Ao
rA

C区
南
半
Ⅲ
H大
・
I層

浅
鉢
・
口
～
体
部

肩
部
:突
起
 
体
部
:R
L(
ヨ
コ
) 
口
唇
部
:沈
線
文

ミ
ガ
キ
大
洞
C2

C区
南
半
Ⅱ
G7
j

浅
鉢
・
口
縁
部

口
縁
:B
型
突
起
 
工
字
文

ナ
デ
大
洞
A

不
明

不
明

鉢
。
□
～
頸
部

小
波
状
口
縁
 
頸
部
:ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
大
洞
A?

C区
南
半
Ⅱ
G7
h・
Ⅱ
層

鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:刻
目
 
擦
痕
の
上
か
ら
沈
線
文

ナ
デ
大
洞
A?

C区
南
半
Ⅱ
H7
a・
Ⅱ
層

鉢
・
口
縁
部

平
行
沈
線
文

ミ
ガ
キ
大
洞
A

C区
南
半
Ⅱ
H6
C。
6d
表
採

鉢
・
体
部

変
形
工
字
文
 
沈
線
に
丹
塗
り

ミ
ガ
キ
大
洞
A

C区
南
半
Ⅱ
H6
b・
Ⅳ
層

鉢
・
体
部

太
い
工
字
文

ナ
デ
大
洞
A

C区
南
半
Ⅲ
H7
f・
Ⅳ
層

浅
鉢
・
体
部

肩
部
に
突
帯
 
充
填
縄
文

ミ
ガ
キ
大
洞
C2

C区
南
半
Ⅱ
G7
h・
Ⅳ
層
下
部

壺
・
体
部

縄
文
の
上
か
ら
工
字
文
 
平
行
沈
線
文
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
大
洞
C2

C区
南
半
Ⅲ
HO
d・
Ⅳ
層

台
郭
鉢
・
底
部

脚
部
:沈
線
間
に
縄
文

ナ
デ
晩
期
前
半
?

C区
南
半
EH
6a
・
v層

浅
鉢
・
口
縁
部

口
唇
部
:沈
線
文
 
頸
部
:平
行
沈
線
文

ナ
デ
大
洞
C2
0r
A

C区
南
半
Ⅱ
H7
g.
Ⅳ
層

壺
。
体
部

全
面
ミ
ガ
キ
 
沈
線
1条

ナ
デ
大
洞
B 
Co
rC
l?

C区
南
半
Ⅲ
HO
f・
Ⅳ
層
下
部

浅
鉢
・
口
縁
部

口
縁
内
傾
 R
L(
ヨ
コ
) 
黒
班
あ
り

ナ
デ
大
洞
B

D区
Ei
8～
9・
Ⅳ
～
Ⅶ
層

壷
・
口
～
体
部

無
文

ナ
デ
大
洞
Cl
?

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

壷
・
体
～
底
部

体
部
無
文
 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
晩
期

C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
亜
層

深
鉢
・
体
～
底
部
無
文
 
内
面
炭
化

ミ
ガ
キ
晩
期

C区
南
半
Ⅱ
H7
h・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
～
底
部
LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期

C区
南
半
Ⅱ
H7
f

小
形
鉢
・
底
部
RL
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期

B区
北
側
I1
7f
・
I1
7g
内
・
Ⅳ
層
深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
晩
期
前
半

B区
北
側
Ⅱ
I―
Ⅲ
I・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
晩
期
前
半

B区
北
側
Ⅱ
H6
h・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
) 
内
面
に
輪
積
痕

ミ
ガ
キ
晩
期
前
半

C区
南
半
Ⅱ
H6
d・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

山
形
・
複
合
口
縁
 L
R(
ヨ
コ
と
タ
テ
)

ミ
ガ
キ
後
期

C区
南
半
Ⅱ
G8
j・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期

C区
北
半
Ⅱ
G5
a・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
)

ミ
ガ
キ
後
期
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B区
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ヨ
コ
) 
胎
土
の
金
雲
母

ミ
ガ
キ
後
期

5

C区
南
半
Ⅱ
H7
h・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ガ
キ
後
期

5

21
3
C区
南
半
Ⅲ
HO
a・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ナ
ナ
メ
) 
外
面
炭
化
物

ガ
キ
後
期

5

C区
南
半
Ⅱ
H6
h・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
晩
期

5

2
C区
南
半
Ⅱ
H7
h・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 L
R(
ヨ
コ
)

ガ
キ
晩
期

5

C区
南
半
6号
溝
跡
・
埋
土

深
鉢
。
日
縁
部

平
縁
RL
(ヨ
コ
)

ガ
キ
晩
期
?

5

7
C区
南
半
Ⅱ
H7
e・
Ⅳ
層
下
部

小
形
鉢
・
口
縁
部
小
波
状
口
縁
? 
RL
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
晩
期

5

C区
南
半
Ⅲ
HO
go
Ⅳ
層
中

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
LR
(ヨ
コ
)

ガ
キ
晩
期

5

2
C区
南
半
Ⅱ
H7
a・
Ⅳ
層
上
部

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 R
L(
ヨ
コ
・
タ
テ
の
結
節
)

ガ
キ
前
期
前
半

5

C区
北
半
Ⅱ
G6
C

深
鉢
・
底
部

LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期

C区
北
半
Ⅱ
F8
j・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
体
～
底
部
LR
(ヨ
コ
) 
底
部
:無
文

ミ
ガ
キ
後
期

A区
母
屋
T5
・
Ⅳ
層

深
鉢
。
体
～
底
部
RL
(ヨ
コ
) 
底
部
:無
文

ミ
ガ
キ
後
期
?

B区
EH
9f
・
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
底
部

無
文

ナ
デ
後
期

C区
南
半
EH
7h
・
Ⅳ
層
下
部

浅
鉢
・
底
部

LR
(ヨ
コ
)

ミ
ス
声
十
?
後
期

C区
南
半
Ⅱ
H6
ho
Ⅳ
層
下
部

鉢
・
底
部

LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
後
期

22
8
C区
南
半
Ⅱ
H6
f・
Ⅳ
層

深
鉢
・
体
部

結
節
・
LR
(ヨ
コ
)

ミ
ガ
キ
大
木
2

B区
Jヒ
狽
!
Ⅱ
17
f・
Ⅱ
17
g内
・
Ⅳ
層
深
鉢
・
体
部

網
目
状
撚
糸
文

ミ
ガ
キ
前
期
前
半

D区
Ⅱ
C8
C・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
後
期

A区
母
屋
T5
・
Ⅳ
層

深
鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
後
期

A区
Ⅱ
K大
グ
リ
ッ
ト
・
I層

鉢
・
口
縁
部

山
形
口
縁
 
ハ
ケ
ロ
状

ミ
ガ
キ
後
期

A区
母
屋
T5
・
Ⅳ
層

深
鉢
・
底
部

ヨ
コ
の
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
後
期

C区
北
半
Ⅱ
F8
j・
Ⅳ
層
下
部

深
鉢
・
底
部

木
葉
痕

ミ
ガ
キ
後
期

第
4表
 
土
器
観
察
表
 
弥
生
土
器

番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位

文
様
の
特
徴
な
ど

内
面

時
期

図
版
写
真
図
版

C区
北
半
Ⅱ
G5
b・
Ⅳ
層

浅
鉢
・
底
部

RL
(ナ
ナ
メ
)

ミ
ガ
キ
弥
生
中
葉

22
7
C区
南
半
Ⅱ
G7
j・
Ⅳ
層

鉢
・
底
部

LR
(ナ
ナ
メ
)

ミ
ガ
キ
弥
生
中
葉

C区
南
半
Ⅱ
H8
ec
Ⅱ
層

壺
・
体
部

磨
消
縄
文
 
沈
線
下
に
列
点
文

ミ
ガ
キ
弥
生
中
葉

C区
北
半
Ⅱ
G9
b・
Ⅳ
層
下
部

甕
・
口
～
頸
部

平
縁
 
口
唇
部
凹
み
 L
R(
ナ
ナ
メ
)

ミ
ガ
キ
弥
生
中
葉

23
8
A区

Ⅱ
K大
グ
リ
ッ
ト ・
I層

鉢
・
口
縁
部

平
縁
 
交
互
刺
突
文

ミ
ガ
キ
弥
生
末
棄

A区
母
屋
不
明

甕
・
体
部

交
互
刺
突
文

ミ
ガ
キ
弥
生
末
葉
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第
5表
 
石
器
観
察
表

番
号
地
 
区

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位
長
さ
lc
ml
幅
 l
al
厚
さ
lc
nl
質
量
(動

石
質
 ・
産
地

備
考

図
版
写
真
図
版

C区
北
半
1号
竪
穴
建
物
・
埋
土
凹
石
・
完
形

45
97
安
山
岩
・
三
戸
一
帯

磨
痕
も
あ
り

C区
北
半
3号
竪
穴
建
物
・
埋
土
凹
石
・
破
片

62
6.
1
安
山
岩
。
三
戸
一
帯

磨
痕
も
あ
り

A区
墓
地
4号
土
坑
・
埋
土
中
位
石
匙
・
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

A区
墓
地
30
号
土
坑
・
埋
土
下
部
石
匙
・
完
形

凝
灰
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
同
辺

A区
墓
地
30
号
土
坑
・
埋
土
上
部
磨
石
?・
両
端
欠
損

(7
2)

27
25
安
山
岩
。
三
戸
一
帯

二
等
辺
三
角
柱
状

A区
小
屋
1号
溝
・
埋
土

石
皿
・
破
片

(8
7)

49
20
安
山
岩
・
三
戸
一
帯

本
来
は
舟
形
か
?

C区
南
半
3号
溝
・
埋
土

石
匙
・
先
端
部
欠
損

(5
.0
)

粘
板
岩
。
折
爪
岳
周
辺

A区
墓
地
4号
溝
・
埋
土

磨
製
石
斧
・
刃
部
欠
損

(5
,7
)

14
47
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

柄
と
の
接
着
部
分
に
磨
痕

C区
北
半
6号
溝
・
埋
土

磨
製
石
斧
・
完
形

82
1.
3
凝
灰
岩
質
硬
砂
岩
・
九
戸
～
軽
米
両
端
を
使
用

C区
北
半
6号
溝
・
埋
土

敲
石
・
完
形

86
5 
0
凝
灰
岩
質
硬
砂
岩
・
九
戸
～
軽
米
磨
痕
も
あ
り

A区
北
側
P4
11
・
埋
土

石
鏃
・
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
凝
灰
岩
・
折
爪
岳
周
辺
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
多
量
に
付
着

B区
】ヒ
lH
I
P5
96
・
埋
土

石
鏃
・
完
形

粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

C区
南
半
Ⅱ
h8
a・
Ⅱ
層

石
鏃
・
完
形

凝
灰
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

C区
南
半
Ⅱ
h6
f・
Ⅳ
層
下
部
石
鏃
・
完
形

凝
灰
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

B区
湿
地
Ⅱ
G9
J・
Ⅱ
層

石
鏃
。
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

C区
南
半
Ⅱ
h6
C・
撹
舌
L部

石
鏃
・
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

不
明
不
明
・
表
採

石
鏃
・
先
端
部
欠
損

粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

C区
南
半
Ⅲ
hO
b・
Ⅳ
層

石
鏃
・
完
形

粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

A区
小
屋
Ⅲ
L区
・
Ⅱ
層

尖
頭
器
。
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

A区
墓
地
4号
溝
・
埋
土
上
部

石
鏃
・
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
凝
灰
岩
・
折
爪
岳
周
辺

26
0
C区
南
半
Ⅱ
h7
f・
Ⅳ
層
下
部
石
錐
・
完
形

凝
灰
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

C区
南
半
Π
h6
e・
Ⅳ
層

石
匙
・
基
部
欠
損

凝
灰
質
粘
板
岩
。
折
爪
岳
周
辺

C区
南
半
Ⅱ
h8
f・
Ⅳ
層
下
部
石
匙
。
完
形

粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

A区
北
側
Ⅲ
」
Of
oⅣ
層

石
匙
・
完
形

チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

不
明
不
明
・
表
採

石
箆
・
完
形

11
7
チ
ャ
ー
ト
質
粘
板
岩
・
折
爪
岳
周
辺

26
5
B区

不
明

石
斧
?・
基
部
?

チ
ャ
ー
ト
・
折
爪
岳
周
辺

粗
く
削
っ
た
後
、
丁
寧
に
研
磨

C区
南
半
Ⅱ
G9
h・
IV
層
下
部
磨
製
石
斧
・
刃
部
欠
損
(1
01
)
(4
.4
)

19
16
凝
灰
妙
岩
・
九
戸
～
軽
米

B区
北
側
Ⅱ
h8
j・
Ⅳ
層

磨
製
石
斧
・
完
形

20
9,
7
凝
灰
岩
質
硬
砂
岩
。
九
戸
～
軽
米
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
附
着

C区
北
半
Ⅱ
G8
b・
Ⅳ
層
下
部
磨
製
石
斧
・
基
部
欠
損
(1
8.
8)

12
43
4
凝
灰
岩
質
硬
砂
岩
・
九
戸
～
軽
米
全
面
丁
寧
に
研
磨

A区
南
端
ト
レ
ン
チ
1・
Ⅳ
層
上
部
磨
製
石
斧
・
基
部
欠
損
(1
3.
0)

45
67
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

未
製
品
か
?



番
号
地
 
区

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位
長
さ
lc
n
幅
 l
ol
厚
さ
lc
ml
質
量
(動

石
質
 ・
産
地

備
考

図
版
写
真
図
版

B区
南
半
Ⅱ
」
7C
・
Ⅳ
層
下
部
凹
石
・
完
形

63
7 
1
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

両
面
使
用

6

C区
南
半
Ⅱ
h6
a・
Ⅳ
,膏

凹
石
。
完
形

46
71
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

両
面
使
用

6

C区
北
半
Ⅱ
G9
h・
Ⅳ
層
下
部
凹
石
・
完
形

63
75
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

磨
石
・
敲
石
と
し
て
も
利
用
6

27
3
A区
南
端
ト
レ
ン
チ
1・
Ⅳ
層
上
部
凹
石
・
完
形

29
72
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

両
面
使
用

6

A区
南
端
ト
レ
ン
チ
2・
Ⅳ
層
下
部
敲
石
・
完
形

79
9 
1
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

上
下
端
使
用

6

B区
】ヒ
狽
!
Ⅱ
18
b・
Ⅳ
層

敲
石
・
完
形

19
35
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

上
下
端
を
使
用

B区
不
明
・
表
採

磨
石
。
完
形

23
30
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

A区
母
屋
不
明
・
I層

磨
石
・
完
形

10
92
6
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

片
面
の
み
の
使
用

A区
墓
地
不
明
・
V層

磨
石
・
完
形

89
76
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

１ ５ ド ー

第
6表
 
土
製
品
観
察
表

番
号
地
 
区
 
名

出
土
地
点
・
層
位

種
類

重
皇 塁

備
考

図
版
写
真
図
版

B区
】ヒ
恨
!

3号
竪
穴
状
・
埋
土

土
製
円
盤

打
ち
欠
き
 
沈
線
文

A区
墓
地

4号
溝
跡
・
埋
土

垂
飾
品

沈
線
文

C区
南
半

Ⅱ
G8
j・
Ⅳ
層
下
部

土
製
円
盤

打
ち
欠
き
 
縄
文
(R
L)

C区
南
半

不
明
。
Ⅱ
層

土
製
円
盤

打
ち
欠
き
 
縄
文
(R
L)

C区
南
半

Ⅱ
H9
C・
Ⅳ
層

土
製
円
盤

打
ち
欠
き
 
縄
文
(?
)

C区
南
半

Ⅱ
H8
C・
Ⅱ
層

土
偶

脚
? 
沈
線
文

第
7表
 
土
器
観
察
表
 
土
師
器
・
須
恵
器

番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

種
類

器
 
種

部
 
位

口
径
底
経
器
高

調
整

備
考

図
版
写
真
図
版

C区
北
半

Ⅱ
F6
i・
Ⅲ
層

土
師
器
小
型
甕

内
外
ハ
ケ
ロ

B区
】ヒ
狽
!
Π
H9
j・
V層
下
部

土
師
器

甕
口
～
胴
部

(4
7)
ロ
ク
ロ
痕

C区
南
半
6号
溝
跡
埋
土

須
恵
器

郭
口
～
底
部

ロ
ク
ロ
痕

回
転
糸
切
り

B区
湿
地

Ⅱ
11
0h
・
Ⅳ
層

須
恵
器

長
頸
瓶

胴
部

ロ
ク
ロ
痕

B区
湿
地

Ⅲ
11
0h
・
Ⅳ
層

須
意
器

長
頸
瓶

胴
部

ロ
ク
ロ
痕

28
9と
同
一
個
体

C区
南
半

Ⅱ
G8
j・
Ⅳ
層
下
部

須
恵
器

甕
胴
部

タ
タ
キ
メ
痕
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第
8表
 
陶
磁
器
観
察
表

番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
 
種

口
径
高
さ
底
径
釉
薬
・
絵
付
け

胎
 
土

製
作
地

年
  
 
代

傭
考

図
版

B区
湿
地
PP
21
5。
埋
土

磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

一 削
18
C後
半

松
圏
文
、
底
面
に
も
圏
線

B区
北
側
17
号
掘
建
柱
建
物
跡
布
堀
磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

周巴
前

18
C前
半

く
ら
わ
ん
か
碗
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
(桐
の
棄
)

B区
湿
地
不
明
・
表
採

磁
器
碗

染
付
(濁
電
)

白
色

瀬
戸
?
18
C後
半
～
19
C前
半

29
5
A区
北
側
Ⅲ
K5
f・
Ⅱ
層

磁
器
碗

染
付
(濁
藍
)

白
色

B巴
前

18
C後
半
～
19
C前
半
二
重
網
目
文
、
焼
継
ぎ

A区
母
屋
Ⅲ
K3
d付
近
・
I層
磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

肥
前

19
C前
半

二
重
網
目
文

A区
北
側
Ⅲ
」
南
西
。
I層

磁
器
碗

染
付
(青
灰
色
)

白
色

肥
前

18
C後
半
～
19
C前
半
二
重
網
目
文

B区
湿
地
皿
1l
h・
Ⅳ
層
面
磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

一 則
18
C後
半

二
重
網
目
文
、
く
ら
わ
ん
か
碗

29
9
A区
母
屋
不
明
・
表
土

磁
器
碗

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

18
C後
半
?

コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
、
底
面
に
銘
あ
り

A区
母
屋
不
明
・
表
土

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
焼
継
ぎ

A区
母
屋
Ⅲ
K3
d・
I層

磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

一 則
18
C

A区
不
明
・
表
土

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
見
込
菊
花
文

30
3
A区
母
屋
不
明
・
表
土

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
幕
末

見
込
「
寿
」

B区
北
側
5号
溝
跡
・
埋
土
上
部
磁
器
碗

染
付
(濃
藍
)

白
色

一 削
19
C後
半
～
幕
末

見
込
五
弁
花
文
崩
れ

B区
南
側
I」
7f
付
近
・
Ⅳ
層
面
磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

30
6
A区
北
側
PP
42
6・
埋
土
上
部

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

愛
知

明
治
前
半

型
紙
摺
り

B区
北
側
5号
溝
跡
・
埋
土
上
部
磁
器
碗

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

18
C後
半
～
19
C前
半
農
夫
竹
堀
り
文

A区
北
側
Ⅲ
」
南
西
・
Ⅳ
層

磁
器
碗

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
型
紙
摺
り
、
見
込
竹
笹
文

B区
湿
地
皿
I内
・
Ⅳ
層

磁
器
碗

(3
7)

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

18
C後
半

亀
甲
文

C区
南
半
Ⅱ
G7
j・
Ⅳ
層

磁
器
碗

染
付
(濁
藍
)

白
色

一 削
18
C後
半
～
19
C前
半
農
夫
竹
堀
り
文
、
見
込
は
五
弁
花
文

B区
湿
地
不
明
・
I層

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
型
紙
摺
り
、
見
込
み
草
花
文

不
明
不
明
。
表
採

磁
器
碗

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

19
C

端
反
り
碗

A区
母
屋
Ⅲ
K3
d・
I層

磁
器
碗

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

18
C後
半

櫓
恒
文

B区
北
側
5号
溝
跡
・
埋
土

磁
器
碗

染
付
(濃
藍
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
幕
末

B区
北
側
I1
8b
・
Ⅳ
層
下
部
磁
器
碗

(2
7)

染
付
(紺
色
)

白
色

瀬
戸

19
C後
半
～
明
治
前
半
見
込
五
弁
文
崩
れ
、
型
紙
摺
り

A区
母
屋
Ⅲ
K3
d・
I層

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
幕
末

端
反
碗

B区
北
側
8号
墓
壊
・
埋
土

磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

肥
前

18
C後
半

蓋
付
碗

31
8
B区
北
側
8号
墓
壊
。
埋
土

磁
器
碗

染
付
(淡
藍
)

白
色

肥
前

18
C後
半

蓋
付
碗

A区
母
屋
不
明
・
表
土

磁
器
碗

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
幕
末

や
や
端
反
ぎ
み

32
0
A区
母
屋
Ⅲ
Kl
d・
Ⅱ
層
?
磁
器
碗

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
幕
末
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番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
 
種

口
径
高
さ
底
径
釉
薬
・
絵
付
け

胎
土

製
作
地

年
代

備
考

図
版
写
真
図
版

B区
湿
地
不
明
・
表
採

磁
器
小
郭

(2
9)

染
付
(紺
色
)

白
色

瀬
戸

19
C後
半
～
幕
末

コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
、
端
反
り
碗

32
2
A区
北
側
Ⅲ
」
南
西
・
Ⅳ
層

磁
器
碗

(3
2)

染
付
(藍
色
)

白
色

一 削
19
C前
半

四
弁
花
文

B区
北
側
E1
 9
a 
・
損
舌
L部

磁
器
小
邪

染
付
(藍
色
)

白
色

一 則
18
C後
半

松
樹
文

32
4
B区
北
側
Ⅲ
HO
j・
Ⅱ
層

磁
器
碗

(5
0)

染
付
(淡
藍
)

白
色

在
地

18
C後
半
～
19
C前
半

A区
母
屋
不
明
・
表
土

磁
器
小
郭

51
染
付
(紺
色
)

白
色

肥
前

18
C

コ
ン
ニ
ャ
ク
印
半
J?

B区
北
側
不
明

磁
器
小
郵

(3
0)

染
付
(青
色
)

白
色

肥
前

18
C中
～
後
半

底
面
に
「
弥
」
の
銘

32
7
B区
北
側
17
号
墓
族
・
埋
土

磁
器
小
邦

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

18
世
紀
前
半

草
花
文
、
端
反
碗

B区
湿
地
不
明
。
■
層

磁
器
小
邦

(2
8)

染
付
(紺
色
)

白
色

在
地

19
C

端
反
り
、
焼
継
ぎ

32
9
B区
湿
地
15
号
掘
立
柱
建
物
跡
PP
22
1埋
土
磁
器
小
郭

(2
2)

色
絵

白
色

昭
和
前
期

軍
隊
除
隊
記
念

B区
北
側
Ⅲ
19
a・
Ⅳ
層
面
磁
器
小
邪

色
絵

白
色

明
治

根
面
に
花
鳥
文

C区
南
半
Ⅱ
G8
io
Ⅱ
層

磁
器
皿

1)
染
付
(淡
藍
)

白
色

肥
前

18
C

33
2
B区
湿
地
II
内
・
Ⅳ
層
面

磁
器
小
皿

(1
9)

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
見
込
亀
文
、「
一
柳
升
松
山
」

33
3
A区
母
屋
Ⅲ
K3
d・
Ⅱ
層
?
白
磁
皿

染
付
(濁
藍
)

白
色

肥
前

18
C

蛇
の
日
釉
剥
ぎ

B区
】ヒ
lH
」
17
号
墓
壊
・
埋
土

白
磁
紅
皿

白
色

肥
前

19
C前
半

B区
】ヒ
lR
I
Ⅱ
18
b・
Ⅳ
層
下
部
白
磁
紅
皿

15
白
色

河巴
前

19
C後
半

口
唇
部
幅
広
く
、
平
ら
に
整
形

33
6
不
明

不
明
・
表
採

磁
器
蓋

(1
8)

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
?

33
7
B区
北
側
14
号
土
坑
・
埋
土

磁
器
中
皿

染
付
(淡
藍
)

白
色

一 削
18
C前
半

見
込
み
に
五
花
弁
文

B区
湿
地
不
明
。
Ⅱ
層

磁
器
中
皿

(1
7)

染
付
(青
色
)

白
色

在
地

19
C後
半
～
明
治
前
半
型
紙
摺
り
、
見
込
竹
笹
文

C区
南
半
IH
7a
・
Ⅳ
層

磁
器
碗

(3
4)

染
付
(淡
藍
)

白
色

在
地

19
C後
半

草
花
文

34
0
B区
北
側
Ⅲ
I
9a
・
Ⅳ
層
面

磁
器
徳
利

(4
1)

染
付
(青
色
)

自
色

19
C後
半
。
明
治
前
半
型
紙
摺
り

B区
湿
地
不
明
・
I層

磁
器
蓋

染
付
(青
色
)・
赤
絵
白
色

在
地

19
C後
半
。
明
治
前
半
「
浅
精
」
銘

B区
湿
地
Ⅲ
I内
・
Ⅳ
層
上
部

陶
器
碗

(3
2)

透
明
釉

灰
白
(密
)
肥
前

17
C後
半
～
18
C前
半
呉
器
手
碗

B区
湿
地
P2
04
・
埋
土

陶
器
碗

(2
2)

透
明
釉

淡
黄
(密
)
肥
前

18
C前
半

大
窯
Ⅳ
期

D区
北
半
T1
3・
Ⅱ
層
下
部

陶
器
平
椀

(3
6)

灰
釉
(緑
)

灰
白
(粗
)
古
瀬
戸
14
C末
～
15
C初
頭
呉
器
手
碗
・
砂
目
積
み

A区
墓
地
不
明
・
V層
面

陶
器
碗

(4
0)

透
明
釉

灰
白
(密
)

一 刷
17
C後
半
～
18
C前
半
呉
器
手
碗

B区
湿
地
Ⅲ
10
j・
Ⅳ
層
面

陶
器
碗

(2
0)

透
明
釉

灰
白
(密
)
肥
前

17
C後
半
～
18
C前
半
胎
土
目
積
み

C区
南
半
Ⅱ
G8
i・
I層

陶
器
碗

(3
3)

灰
釉
。
鉄
釉

灰
白
(密
)
瀬
戸

18
C後
半

腰
錆
碗

A区
母
屋
Ⅲ
K3
do
E層

陶
器

(2
7)

灰
釉
(緑
)

灰
色

瀬
戸

腰
錆
碗

B区
湿
地
15
号
掘
立
柱
建
物
跡
P2
21
埋
土
陶
器
碗

(2
7)

鉄
釉
。
灰
釉

灰
白

瀬
戸

18
C後
半

腰
錆
碗
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番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
 
種

□
径
高
さ
底
径
釉
薬
・
絵
付
け

胎
 
土
製
作
地

年
  
代

備
考

図
版
写
真
図
版

35
0
B区
北
側
14
号
土
坑
・
埋
土

陶
器
小
碗

灰
釉
(緑
)

灰
白
(粗
)
在
地

18
C代

底
部
浅
底
ぎ
み

A区
母
屋
2号
掘
立
柱
建
物
跡
P3
5埋
土
陶
器
鉢

灰
釉
。
鉄
釉

灰
白

在
地
(白
岩
)
明
治
前
半

B区
北
側
Ⅲ
Hl
i・
Ⅳ
層

陶
器
碗

灰
釉
(緑
)

灰
白
(密
)
大
堀
相
馬
18
C後
半

高
台
内
面
は
無
釉

A区
北
側
2号
溝
跡
。
埋
土

陶
器
碗

灰
釉
(灰
色
)

灰
白
(密
)
大
堀
相
馬
19
C代

京
焼
風
・
高
台
強
く
削
る

A区
墓
地
Ⅲ
L内
・
V層

陶
器
皿

灰
rd
(緑
)

灰
白
(密
)
美
濃

18
C中
葉

折
縁
皿
・
焼
継
ぎ

B 
tt
ζ
封
ヒ
lH
l
l号
墓
填
・
埋
土

陶
器
小
堺

灰
釉
(灰
・
緑
)

灰
白

瀬
戸

18
C後
半

灰
釉
ム
ラ
若
干
あ
り

35
6
B区
湿
地
Ⅲ
I内
・
Ⅳ
層

皿
・
白
磁
?

灰
釉
(白
濁
)

灰
白
(粗
)
中
国

な
ま
や
け
状
態

A区
母
屋
Ⅲ
K3
d・
Ⅱ
層
?
陶
器
鉢

(7
5)

灰
釉
(緑
)

灰
白
(密
)
小
久
慈
19
C後
半
・
明
治
前
半
畳
付
き
以
外
、
全
面
施
釉

A区
北
側
Ⅲ
」
2g
oⅣ
層
上
部
陶
器
鉢

(5
1)

透
明
釉

灰
白
(粗
)
在
地

18
C代

や
や
深
め
の
碗

35
9
A区
墓
地
Ⅲ
L内
・
V層

陶
器
鉢

灰
釉
・
瑠
璃
釉

灰
白
(粗
)
在
地
(白
岩
)
19
C代

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
d・
Ⅱ
層
?
陶
器
土
瓶

(3
7)

灰
釉
(白
)

灰
白
(密
)
在
地

19
C後
半
。
明
治
前
半
鉄
絵

A区
母
屋
不
明
。
表
土

陶
器
土
瓶

灰
釉
・
銅
緑
釉

灰
白
(密
)
在
地

19
C後
半
・
明
治
鉄
絵
施
さ
れ
る

B区
北
側
Ⅲ
HO
j・
Ⅳ
層

陶
器
鉢

(2
2)

灰
釉
・
緑
釉

灰
白
(密
)
大
堀
相
馬
?
18
C後
半

36
3
B区
北
側
5号
溝
跡
・
埋
土
上
部
陶
器
土
瓶

灰
釉
(緑
)

灰
白

在
地

明
治
前
半

鉄
絵

B区
北
側
10
号
墓
壊
・
埋
土

陶
器
徳
利
(1
59
)
(1
13
)

赤
灰
色

備
前

18
C後
半

布
袋
徳
利

B区
湿
地
16
号
掘
建
柱
建
物
跡
P1
78
・
埋
土
陶
器
仏
飯
器

灰
釉
(灰
色
)

灰
白
(粗
)
瀬
戸

18
C後
半

A区
北
側
皿
」
2h
・
I層
下
部
陶
器
水
注

灰
釉
・
銅
緑
釉

灰
白
(密
)
美
濃

17
C前
半

織
部

67

A区
母
屋
不
明
・
表
土

陶
器
植
木
鉢

灰
釉
(瑠
璃
)

浅
黄
橙
(密
)
在
地
(白
岩
)

底
面
穿
孔

A区
小
屋
Ⅲ
12
C・
Ⅷ
層

陶
器
土
瓶

灰
釉
(白
)

浅
責
橙
(密
)
在
地
?
19
C後
半
。
明
治
前
半
回
転
糸
切
、
白
土
化
粧
に
鉄
絵

A区
母
屋
不
明
・
表
土

陶
器
植
木
鉢

(7
0)

鉄
釉

灰
色

在
地

19
C後
半
・
明
治
前
半

A区
母
屋
肛
Kl
e付
近
・
表
採
陶
器
悟
鉢

鉄
釉
・
鉄
釉
描
き
灰
白

瀬
戸

19
C代

や
や
端
反
り

A区
北
側
I」
9j
・
Ⅳ
層

陶
器
悟
鉢

鉄
釉

赤
褐
色

肥
前

15
9と
同
一
個
体

B区
湿
地
不
明
。
■
層

陶
器
悟
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

18
C前
～
中

B区
湿
地
Ⅲ
」
2a
・
Ⅳ
層

陶
器
括
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

18
C後
半
～
19
C前
半

61

B区
至 封
ヒ 根
J
Ⅱ
17
f・
Ⅳ
層

陶
器
悟
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

19
C代
(明
治
前
半
)

C区
南
半
Ⅱ
H7
f・
Ⅳ
層
下
部
陶
器
悟
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

18
C前
～
中

B区
湿
地
Ⅲ
Io
Ⅳ
層

陶
器
悟
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

18
C後
半
～
19
C前
半

37
7
B区
湿
地
Ⅲ
I・
Ⅳ
層

陶
器
信
鉢

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

t8
C前
～
中

A区
墓
地
不
明

陶
器
悟
鉢

褐
釉

褐
灰
色

在
地

19
C前
半

や
や
端
反
り

37
9
B区
湿
地
不
明
。
表
採

陶
器
指
鉢
30
3
14
0

鉄
釉

灰
黄
褐
色
在
地
?
明
治
前
半



番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

器
 
種

口
径
高
さ
底
径
釉
薬
・
絵
付
け

胎
 
土

製
作
地

年
代

備
考

図
版
写
真
図
版

A区
北
側
2号
溝
跡
・
埋
土

陶
器
悟
鉢

(1
1
2)

鉄
釉

黒
褐
色

月巴
前

A区
母
屋
4号
掘
立
柱
建
物
跡
P4
1・
埋
土
陶
器
悟
鉢

(3
9)

無
釉

赤
褐
色

唐
津

17
C前
半

38
2
A区
墓
地
不
明

陶
器
橋
鉢

(5
4)

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

18
C後
～
19
C前

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e付
近
・
表
採
陶
器
信
鉢

(3
5)

鉄
釉

赤
褐
色

在
地

18
C末
～
19
C代

A区
墓
地
不
明

陶
器
信
鉢

(4
6)

鉄
釉

浅
黄
橙

在
地

18
C末
～
19
C代

C区
南
半
IG
7j
・
Ⅳ
層

陶
器
構
鉢

(4
1)

黄
褐
色

備
前
系
?
19
C代
?

B区
南
側
不
明
。
表
採

陶
器
甕

(4
4)

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

19
C代
(明
治
前
半
)

A区
母
屋
不
明
・
表
採

陶
器
括
鉢
(4
2)
(4
2)

鉄
釉

灰
黄
褐
色
在
地

18
C末
～
19
C代

38
8
B区
南
側
不
明
・
表
採

陶
器
甕

(3
7)

鉄
釉

灰
白

瀬
戸

19
C代
(明
治
前
半
)

B区
南
側
不
明
・
表
採

陶
器
甕

(9
5)

鉄
釉

黒
褐
色

19
C代
(明
治
前
半
)

C区
南
半
Ⅱ
G7
h・
Ⅱ
層

陶
器
甕

(1
68
)

鉄
釉

灰
黄
褐
色
在
地

B区
南
側
不
明
・
表
採

陶
器
甕

(9
4)

鉄
釉

赤
褐
色

在
地

19
C代
(明
治
前
半
)

A区
北
側
2号
溝
跡
・
埋
土

瓦
器
火
鉢

(5
1)

鉄
釉

赤
褐
色

在
地

19
C代
(明
治
前
半
)

39
3
C区
南
半
Ⅱ
G7
j・
Ⅱ
層

瓦
器
火
鉢

(5
8)

鉄
釉

赤
褐
色

在
地

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e付
近
・
表
採
陶
器
甕

(6
0)

鉄
釉

褐
灰
色

在
地

須
恵
系
陶
器

C区
南
半
IG
8h
・
E層

陶
器
甕

(2
5)

鉄
釉

灰
色

在
地

還
元
焔
焼
成

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e付
近
。
表
採
陶
器
福
鉢
?

(3
9)

橙
18
C代
?

土
師
質
 
ロ
ク
ロ
痕

A区
北
側
不
明
・
Ⅳ
層

行
火

(8
4)
(9
8)

灰
黄
褐
色

明
治
前
半
?

土
師
質
 
ロ
ク
ロ
痕

Ｉ Ｉ Ｐ い い ― ―

第
10
表
 
石
製
品
観
察
表

第
9表
 
木
製
品
観
察
表

番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

種
類

備
考

図
版
写
真
図
版

39
6
B区
引
ヒ
恨
I
13
号
墓
壊
・
埋
土

漆
塗
碗

内
面
赤
漆
、
外
面
黒
漆

A区
母
屋
1号
溝
跡
・
埋
土

櫛
樹
種
イ
ス
ノ
キ

番
号
地
 
区

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位
長
さ
tm
l
幅
lc
ml
厚
さ
lc
ml
質
量
(g
)

石
質
・
産
地

備
考

図
版
写
真
図
版

A区
北
側
P1
63
・
埋
土
上
部

煉
瓦
・
破
片

(1
01
)
(7
 7
)

24
57
砂
岩
・
三
戸
付
近

煤
が
多
量
に
付
着

C区
北
半
1号
竪
穴
建
物
・
埋
土
楔
状
石
製
品
・
先
瑞
欠
損
(4
2)

12
8
流
紋
岩
。
安
代
町
方
面

擦
痕
あ
り

A区
墓
地
30
号
土
抗
・
埋
土
上
部
石
臼
(下
臼
)・
破
片

(2
70
)
27
0

5 
2k
g
安
山
岩
・
二
戸
一
帯

粉
挽
き
臼
・
8分
画
切
線
主
溝
型

A区
母
屋
1号
井
戸
跡
。
埋
上
下
部
石
日
(上
自
)・
完
形
30
7
30
7
11
5
14
 0
kg
安
山
。
二
戸
一
帯

粉
挽
き
臼
・
8分
画
変
形
型



番
号
地
 
区

出
土
地
点
・
層
位

器
種
・
部
位
長
さ
lc
ml
幅
lc
ml
厚
さ
lc
ml
質
量
(D

石
質
・
産
地

備
考

図
版
写
真
図
版

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e周
辺
・
不
明
石
捕
り
鉢
・
破
片

(1
04
)

1 
5k
g
安
山
岩
。
二
戸
一
帯

外
面
は
粗
く
整
形

B区
】ヒ
狽
J
2号
墓
坑
・
埋
土

温
石
・
完
形

33
36
チ
ャ
ー
ト
質
凝
灰
岩
・
折
爪
岳
周
辺
直
径
l 
cm
の
穿
孔

A区
北
側
Ⅲ
」
区
・
Ⅳ
層
下
部
砥
石
・
破
片

(6
3)

10
5 
0
流
紋
岩
・
安
代
町
方
面

擦
痕
あ
り

B区
湿
地
Ⅲ
」
Oa
・
Ⅳ
層

砥
石
?・
破
片

(1
8)

流
紋
岩
・
安
代
町
方
面

擦
痕
あ
り

B区
Ⅱ
K・
Ⅱ
層
?

砥
石
・
破
片

(1
09
)

27
09
流
紋
岩
・
安
代
町
方
面

4面
と
も
使
用

― ― ド 伽 ω ｌ ｌ

第
11
表
 
金
属
製
品
観
察
表

番
号
地
区
名

出
土
地
点
・
層
位

種
類

長
さ
lc
al
幅
lc
ml
厚
さ
lc
ml

備
考

図
版

版
図
と 日 本
ゼ
，

B区
引
ヒ
lR
I
14
号
土
坑
・
埋
土

鉄
釘

B区
】ヒ
恨
!
14
号
土
坑
・
埋
土

鉄
釘

頂
部
円
形

B区
ゴヒ
狽
I
14
号
土
坑
・
埋
土

鉄
環
状
製
品

A区
墓
地
1号
竪
穴
状
・
埋
土

鉄
環
状
製
品

A区
小
屋
Ⅲ
Kl
e付
近

鉄
製
品

15

B区
墓
地
2号
墓
壊
・
埋
土

真
鍮
製
管

上
部
先
端
に
耳
か
き

B区
ゴヒ
lR
I
3号
墓
壊
・
埋
土

鉄
釘

B区
ゴヒ
lR
I
3号
墓
壊
・
埋
土

鉄
釘

木
質
付
着

B区
ゴヒ
lR
I
3号
墓
壊
・
埋
土

鉄
釘

木
質
付
着

B区
ゴヒ
lR
I
3号
墓
壊
・
埋
土

鉄
釘

木
質
付
着

B区
墓
地
6号
墓
壊
・
埋
土

銅
製
小
碗
状
製
品

(3
2)
古
銭
14
枚
が
詰
ま
っ
た
状
態
で
出
土

B区
北
側
6号
墓
壊
・
埋
土

銅
製
煙
管
(雁
首
)

火
受
け
部
分
に
布
質
附
着

B区
北
側
6号
墓
壊
・
埋
土

銅
製
煙
管
(吸
口
)

B区
北
側
8号
墓
壊
・
埋
土

銅
製
煙
管
(雁
首
)

15
火
受
け
部
分
に
布
質
附
着

B区
北
側
8号
墓
嬢
・
埋
土

銅
製
煙
管
(吸
口
)

11

B区
】ヒ
lH
」
9号
墓
嬢
・
埋
土

銅
製
煙
管
(吸
口
)

11

A区
母
屋
Ⅲ
K
le
付
近

鉄
製
刀
子

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e付
近

鉄
釘

五
寸
釘

A区
母
屋
Ⅲ
Kl
e付
近

鉄
鍵

B区
】ヒ
根
1
Ⅱ
h9
j・
Ⅳ
層
下
部

鉄
製
品

42
5
B区
】ヒ
恨
J
P5
27
・
埋
土

鉄
製
品



第
12
表
 
銭
貨
観
察
表
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番
号
地
 
区
出
土
地
点
・
層
位
名
  
 
称
初
鋳
年
直
径
lc
al
量
目
⑪

備
考

図
版
写
真
図
版

B区
】ヒ
lH
I
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

76
94
F

四
文
銭
 
明
和
6年
 
江
戸
十
万
坪
所
鋳

B区
ゴヒ
偵
I
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

76
94
F

四
文
銭
 
明
和
6年
 
江
戸
十
万
坪
所
鋳

B区
耳
ヒ
狽
!
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

63
6生
F

古
寛
永
 
賞
永
13
年

B区
】ヒ
狽
!
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

73
94
F

元
文
4年
 
江
戸
深
川
平
野
新
田
所
鋳

B区
】ヒ
狽
!
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

73
94
F

元
文
4年
 
相
模
藤
沢
所
鋳

B区
北
側
号
墓
嬢
。
埋
土
寛
永
通
費

72
6/
1F

享
保
11
年
 
江
戸
十
万
坪
所
鋳

B区
北
側
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

73
7全
F

2 
52
元
文
2年
 
出
羽
秋
田
所
鋳

B区
】
ヒ
側
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

74
0全
F

元
銭
 
元
文
5年
 
摂
津
高
津
新
地
所
鋳

B区
】
ヒ
lR
I
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

73
94
F

元
文
4年
 
江
戸
深
川
平
野
新
田
所
鋳

B区
】ヒ
狽
!
2号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

74
04
F

元
銭
 
元
文
5年
 
摂
津
高
津
新
地
所
鋳

B区
ゴヒ
狽
I
5号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

66
84
F

26
8
文
銭
 
寛
文
8年
 
江
戸
亀
戸
所
鋳

B区
ゴヒ
lR
I
5号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

72
84
F

享
保
13
年
 
享
保
仙
台
所
鋳

B区
】
ヒ
lH
I
5号
墓
嬢
・
埋
土
9

9
24
5

B区
北
側
5号
墓
娯
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
北
側
5号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
36
年

24
9
元
文
元
年
 
江
戸
小
梅
所
鋳

B区
】ヒ
lR
I
5号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
年

元
文
2年
 
下
野
日
光
所
鋳

B区
】ヒ
lH
」
5号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
08
年

宝
永
5年

B区
】
ヒ
lR
I
6号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
39
年

元
文
4年
 
江
戸
深
川
平
野
新
田
所
鋳

B区
ゴヒ
偵
!
6号
墓
12
_・
埋
土
寛
永
通
費

17
14
年

正
徳
4年
 
正
徳
江
戸
亀
戸
所
鋳

B区
ゴヒ
偵
!
6号
墓
IF
_・
埋
土
寛
永
通
費

17
28
年

享
保
13
年
 
仙
台
所
鋳

B区
】ヒ
lR
I
6号
墓
壊
・
埋
土
?

9

B区
北
側
6号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
36
年

元
文
元
年
 
江
戸
十
万
坪
所
鋳

B区
】
ヒ
lH
l
6号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
39
年

元
文
4年
 
江
戸
深
川
平
野
新
田
所
鋳

B区
ゴ
ヒ
恨
I
7号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

32
2
古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
】ヒ
lR
I
8号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
4F

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
引
ヒ
lR
l
8号
墓
媛
・
埋
土
寛
永
通
費

17
26
年

享
保
11
年
 
京
都
七
条
所
鋳

B区
北
側
8号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
08
4F

宝
永
5年

B区
北
側
8号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
36
年

元
文
元
年
 
江
戸
小
梅
所
鋳

B区
北
側
8号
墓
娯
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
ゴ
ヒ 恨
J
8号
墓
媛
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

45
7
古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
北
側
9号
墓
壊
。
埋
土
寛
永
通
費

16
36
4F

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
】ヒ
偵
1
9号
墓
壌
・
埋
土
寛
永
通
費

17
36
年
頃

2 
32
元
文
期
 
江
戸
亀
戸
所
鋳
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番
号
地
 
区
出
土
地
点
・
層
位
名
  
 
称
初
鋳
年
直
径
lc
Dl
量
目
lc
al

備
考

図
版
写
真
図
版

B区
北
側
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
年

元
文
2年
 
下
野
日
光
所
鋳

B区
北
側
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
28
年

享
保
13
年
 
仙
台
所
鋳

B区
Jヒ
恨
」
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
Jヒ
狽
J
10
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

46
2
B区
】ヒ
狽
J
10
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

17
36
年

元
文
元
年
 
山
城
伏
見
所
鋳

B区
ゴヒ
狽
1
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

2 
32
古
寛
永
 
寛
永
13
年

46
4
B区
至 】
ヒ l
Rl
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
4F

33
2
古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
】ヒ
lR
I
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
39
年

元
文
4年
 
相
模
藤
澤
所
鋳

B区
】ヒ
側
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

B区
北
側
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
39
年

元
文
4年
 
江
戸
深
川
平
野
新
田
所
鋳

B区
北
側
10
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
賓

17
39
年

元
文
4年
 
相
模
藤
澤
所
鋳

A区
小
屋
13
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
28
年

享
保
13
年
 
享
保
仙
台
所
鋳

A区
小
屋
13
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年
頃

古
寛
永

A区
小
屋
13
号
墓
嬢
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

A区
小
屋
13
号
墓
媛
・
埋
土
寛
永
通
費

16
36
年

古
寛
永
 
寛
永
13
年

A区
小
屋
13
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
盗
F

元
文
2年
 
出
羽
秋
田
所
鋳

47
4
B区
湿
地
RD
15
・
埋
土
寛
永
通
費

16
68
年

文
銭
 
寛
文
8年
 
江
戸
亀
戸
所
鋳

A区
墓
地
15
号
墓
墳
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
年

元
文
2年
 
下
野
日
光
所
鋳

A区
墓
地
15
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
年

元
文
2年
 
下
野
口
光
所
鋳

A区
小
屋
13
号
墓
壊
・
埋
土
寛
永
通
費

18
21
年

文
政
4年
 
江
戸
十
万
坪
所
鋳

B区
湿
地
12
号
土
坑
・
埋
土
寛
永
通
費

17
37
年

元
文
2年
 
江
戸
亀
戸
所
鋳

A区
墓
地
16
号
墓
壊
・
埋
土
?

?

A区
母
屋
P1
34
・
埋
土
寛
永
通
費

74
04
F

元
銭
 
元
文
5年
 
摂
津
高
津
新
地
所
鋳

A区
母
屋
P1
34
・
埋
土
寛
永
通
費

66
8と
F

文
銭
 
寛
文
8年
 
江
戸
亀
戸
所
鋳

A区
母
屋
P1
26
・
埋
土
寛
永
通
費

73
6年
頃

元
文
期
 
出
羽
秋
田
所
鋳

B区
湿
地
P1
76
・
埋
土
寛
永
通
費

73
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3 まとめ
今回の調査で検出された遺構は、竪穴建物跡 3棟、掘立柱建物跡19棟、土坑57基、竪穴住居状遺構 3棟、焼

土遺構 3基、集石遺構 1基、溝跡 7条、井戸跡 2基、墓娯18基である。また遺物は土器が大コンテナで約6.5

箱、石器が中コンテナで約 1箱、陶磁器が大コンテナで約 3箱、その他では縄文時代と近世の土製品、近世の

石製品、銭貨が出土している。ここでは遺跡の主体となる近世の遺構 。遺物について若子のまとめを行いたい。

(1)掘 立柱建物跡 の年代 と変遷
掘立柱建物跡の推定される年代と変遷についてまとめると、下の表の通りとなる。

①  l～ 4号掘立柱建物跡
4号建物が17世紀後葉に建てられた後、 3号建物、 4号建物と変遷し、19世紀初頭に 1号建物が建てられた

と考えられる。1号建物は19世紀中葉まで存続していたと推定される。付属する施設として、 A区の13号～16

号墓壊が屋敷墓地として考えられるが、出土した寛永通費から、18世紀以降の年代が与えられ、建物跡の存続

年代と矛盾しない。

② 5～ 10号掘立柱建物跡
7号、 6号、 5号建物の順で変遷している。これらの建物と重複する8号、 9号建物は年代を確定できない

が、柱配置と間取りから、 9号建物は最も古い建物で17世紀後半よりは古く、 8号建物は17世紀後半以降の建

物と考えられる。 5号建物が19世紀前葉まで存続していたことと、掘立柱建物の耐久年数とを加えて考えると、

8号建物は7号建物跡の前後に築造された建物ではないかと推定される。付属施設は2号溝跡が排水路として

考えられるが、 5～ 9号掘立柱建物跡のいずれの時期のものかは確定できない。10号掘立柱建物跡については、

16世紀の建物の可能性がある。

③ ll号～15号掘立柱建物跡

11号、12号建物は中世終末～近世初頭の同時期に存在している。11号建物、13号建物、14号建物と変遷 した

と考えられる。14号建物の廃絶 した年代は不明である。15号建物については、18世紀の後半に築造されたと考

えられる。

地  区
16 世 紀 17 世 紀 18世 紀 19 世 紀

一削 中 後 一削 中 後 一削 中 後 一削 中 後
A区母屋部 4号建物→ 3号建物→2号建物―――――→ 1号建物

一
・

(17世紀後棄)(18世紀前葉)(18世紀中葉) (19世紀初頭)

A区 北 側 10号建物

(16世紀代?)

(9号建物) (8号建物)
(?)(17世 紀後半以降?)

7号建物
-6号

建物-5号 建物
―
・

(17世紀末) 08世紀中葉) (18世紀後葉)

B区 南 側 11号建物

-13号

建物

-14号

建物 15号建物

(18世紀後半)(中世終末～近世初頭)  (17世紀代)
12号建物

(中世終末～近世初頭)

(18世紀前半)

B区湿地部 16号建物

(18世紀中～後葉)

B区 北 側 19号建物――――→ 17号建物        ・
(18世紀中葉以降?)  (19世紀前半)

18号建物

(19世紀前半)

( )内は建物の築造年代
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④ 16号掘立柱建物跡

18世紀中葉～後葉に母屋として存在した。付属施設は、建物北側の17、 18号墓壊が屋敷墓地であった可能性

が高い。墓壊から出土した陶磁器は18世紀の年代が考えられ、建物の存続年代と矛盾しない。

⑤ 17号～19号掘立柱建物跡

19号建物は、17号建物の前身の母屋と考えてよいであろう。19号建物が18世紀中葉以降に築造され、17号建

物は19世紀前半頃の築造と推測される。17号建物は聞き取り調査によると、明治20年代の鉄道敷設まで存続し

たらしい。付属する施設では、19号建物が17号建物とほぼ同時期に存在した建物である。 5号溝跡は、17号建

物に伴う排水路と考えられる。18世紀後半～19世紀後半の陶磁器が出土している。またB区北側、建物西側の

屋敷墓地の年代は18世紀後葉～19世紀代と推定でき、建物の存続年代と矛盾しない。

(2)聞 き取 り調査の結果
旧地権者が近世以前の状況を聞き伝えていたことから、聞き取り調査を行った。掘立柱建物跡の年代を推定

するにあたり、参考とした。調査区は藤村氏・吉田氏・藤沢氏、小野寺氏の所有になっていた。

<藤村氏伝>

現在の世帯主の藤村憲二郎氏が祖母から伝え聞いたことである。旧来A区の範囲は藤村氏の所有であり、江

戸期より居住していたことは確実である。明治20年代の東北本線敷設に伴い、立ち退きを迫られ、現在の居住

地「下村」地区に移転 したもののそれ以前は「 A区母屋部」に母屋の建物が存在 したらしい。移転の段階にお

いては礎石の建物であり、調査区東側 (線路側)に屋敷は延びていたということである。礎石建物以前の堀立

柱建物については伝え聞いていないということである。明治以降この場所は畑地として利用されたものの水気

が多く適さなかったためか、調査前は荒れ地状態であった。礎石は畑作の際にほとんどが撤去されたと考えら

れ、南側のへり際に礫が詰まれた状態となっていた。

家の裏側 (西側)に は墓地があり、南西側に池、南側に小屋が存在したという話である。よって母屋入り回

は東側ということが推測される。墓地はしばらく存在したが、新幹線建設の用地取得に伴う墓石移転のため、

10年ほど前に重機を使用して移転を行ったそうである。

母屋の南側の平坦に造成された場所には礎石建物の小屋が建っていたそうであり、鉄道敷設の際に柱材を分

解 し、そのまま現在の小屋に立て直したらしい。また本来の墓地の場所と異なる小屋周辺にも墓があったとい

うことである。

調査区外となるが、西側の山際の小規模な平坦面にも小屋が存在したらしい。また、調査区からひとつ上の

段丘面には桃山時代に「九戸政実」に仕えていた武士が落ち武者となって移り住んだ館があったと伝えられて

いる。

「 A区北側」の場所についての建物の伝承については得られなかった。またC区北半の土地も所有しており、

現在は果樹園として利用していた。

<吉田氏伝>

吉田氏の調査区内において所有する土地は「 B区南側」である。ただし「 B区湿地部」の場所はもともとは

吉田氏の所有の土地であったが、明治以降に土地を交換したいきさつがある。吉田氏によると「 B区湿地部」

の場所に江戸期までは住んでおり、母屋が存在したということである。その後、鉄道敷設に伴って移転したと

いうことである。
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また吉田氏所有の墓地がA区とB区の境に存在 し、やはり新幹線建設のために移転されている。「 B区湿地

部」の16号堀立柱建物の北側から検出された18号墓壊も、吉田氏の先祖のものであるという話を伺っている。

<藤沢氏伝>

藤沢氏は「 B区北側」と「 C区南半」の土地を所有 している。藤沢家は旧来、武士の家系であり、南部藩士

「臼井氏」の家来として仕えていたということである。調査区内にはその日井氏を讃えるための石碑が建てら

れている。その石碑を建てたのが「藤沢熊蔵」氏であり、現在おられる藤沢さんの曾祖父に当たる方である。

幕末・明治維新中には生まれていたことが明らかとなっている。さらに「熊蔵J氏の父が「徳之介」氏であり、
B区北側に住居を建てたということである。その後「熊蔵」氏の代となり、明治20年代の鉄道敷設に伴い、

「鉄道から50間離れよ」という命令があったため、当時の家を解体し、その材を利用 して現在の場所に茅葺き

の礎石建物を建築したということである。また「熊蔵」氏の何代か前が「仙助」氏という人物であったらしい。

その「仙助」氏が「 B区北側」の場所に建物を築造 したという伝承が伝わっている。その建物は、江戸期に一

度火事による被災を受けたそうである。

建物の裏 (西側)に は墓地があり、さらに後ろに小屋が位置するが、江戸期からこの位置は変化 していない

ということである。

「 C区南半」の場所は従来から畑地として利用されていたそうであり、建物 らしきものはなかったようであ

る。ただ、現在藤村氏所有の「 C区北半」付近に民家が 1軒存在したそうである。

<小野寺謙悦氏伝>

「 D区南半」の土地を所有している。現状は果樹園である。やはり明治の鉄道施設の際に移転を命ぜられ、

現在の鉄道東側に移転している。移転前はやや西より (鉄道にかかる形で)に家が位置していたらしい。さら

に東側には曲がり屋の建物があり、その一部を利用して現在小屋として活用 しているそうである。

(3)布 掘 り溝を伴 う掘立柱建物跡 につ いて
17号掘立柱建物跡は柱列が、いわゆる布掘り溝の中に掘られている。布掘り溝は幅が最大で88cm、 最小で45

cmで あるが、約50～55cmの部分が多い。深さは30～40cm程度である。柱穴は、布掘り溝底部を円状に掘り込み、

礫を数個置いて柱を安定させているタイプが多い。布掘り溝を検出した時点では、柱穴のプランは柱穴のあた

りだけの検出で、掘方は確認できなかった。また精査の段階で、柱穴の掘方の埋土は、布掘り溝と同じ黒褐色

シルトであることがわかった。よって布掘り溝を掘った後に柱を立て、掘り上げた土をそのまま埋め戻したと

考えられる。この建物跡の類例として、県内では雫石町天沼遺跡A d12掘立柱建物跡と盛岡市下猿田Ⅲ遺跡 4

号、 5号建物址がある。本遺跡例が桁行 7間、梁行 4間に対して、天沼遺跡例は桁行 5間、梁行 4間、下猿田

Ⅲ遺跡例は4号建物が桁行 6間、梁行 3間半、 5号建物が桁行 6間半、梁行 3間半である。住間寸法はどの例

も6尺 3寸を基準としており、本遺跡例と共通する。年代は天沼遺跡例が18世紀以降であるとしている。本遺

跡の17号掘立柱建物跡の年代は、19世紀前半に築造されたものと考えられる。また布掘り溝の機能についてで

あるが、これらの建物の壁は土壁ではなく板壁が使用され、板壁を布掘り溝にはめ込むものであった可能性を

指摘できようが、今回の調査では、これを裏付ける調査結果は得られていない。今後の類例の増加が待たれる。
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(4)出土陶磁器について
今回の調査で、遺構に伴う遺物のほとんどが陶磁器であった。最も古いのは14世紀末～15世紀初頭の古瀬戸

が 1片出土 しているが、主体となるのは近世～明治期にかけてのものである。17世紀後半、あるいは18世紀の

製作年代のものは、肥前産、瀬戸産の陶磁器が多い。これが18世紀末、19世紀のものになると、多 くが在地産

の陶磁器となる。調査区内の地区別に見ると、A区からの出上の陶磁器は19世紀代の在地産の割合が高いが、

B区では18世紀代の肥前産、瀬戸産の割合が高くなる傾向にある。それぞれの地区の掘立柱建物跡の存続年代

が関係 していると考えられる。

(5)ま とめ

今回の調査で本遺跡は、中世、近世にわたる人々の生活の場であったことがわかった。近世の建物跡は、何

度かの建て替えがあったことが確認され、数代にわたつてこの地域で人々が暮らしてきたことが確認できた。

また近世民家の変遷と形態を知る上で、県北地域での貴重な資料になると思われる。中世では遺物がほとんど

出土しなかったが、竪穴建物は下村 B遺跡で検出された例と類似すると考えられる。その一方で縄文時代では、

周辺の遺跡から多くの遺構が検出されていることと比較すると、遺物は出土しているが、遺構は確認されなかっ

たことが、本遺跡の特色になるのかが課題となるでろう。近世の建物が、切り上して平場を造成 した上に建て

られていることは確認 しており、その際に遺構は消滅 してしまった可能性が高いが、出土した縄文土器は各時

期のものが含まれており、周辺の遺跡との詳細な比較が重要である。
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4.分析・鑑定
二戸市下村遺跡出土材の樹種

高橋 利彦 (木工舎「ゆい」)

(1)試料
試料は近世～近代の柱材とされる12点 (No l～ 12)で ある。No l～ 9は A区旧母屋部から出土したもので、

No 9を除く8点は 2点ずつ (N61と 8、 2と 7、 3と 5、 4と 6)同地で立て替えられた 4軒の掘立柱建物

(1～ 4号建物)を構成していた柱の一部とみられている。同部からは18世紀から19世紀後半までの遺物が検

出されている。No10～ 12は A区北側から検出された 4軒の掘立柱建物 (5～ 8号建物)の うち 1軒を構成 して

いたとみられるものである。ここでは17世紀初頭から19世紀後半までの遺物が検出されている。

(2)方法
剃刀の刃を用いて試料の木口 。柾目・板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・ クロラール (Gum Chloral)で

封入 し、生物顕微鏡で観察・同定 した。同時に顕微鏡写真図版 (図版 1)も作製した。なお作製 したプレパラー

トはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

(3)結果
試料は以下の 3種に同定された。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。

なお、科名・学名・和名およびその配列は「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」(1989)|こ したがった。また、一

般的性質などについては「木の事典 第 1巻～第17巻」(1979～ 1982)も参考にした。

・ クリ

“

力sια泥9α crttαιの  ブナ科 配 1, 4, 5, 7,10,11,12

環孔材で孔圏部は1～ 2列またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配

列する。大道管は単独、横断面では円形～精円形、小道管および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面で

は角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状と

なる。放射組織は同性、単 (～ 2)列、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州 。四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、

強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具 。薪炭材、精木や海苔粗柔な

どの用途が知られている。

・ ケヤキ (乃 Jttουα sΥttια) ニレ科 配 9

環孔材で孔圏部は1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線～斜方向の紋様をな

す。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁はやや薄く、横断面では多角形で複

合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性Ⅲ型、 1～ 6細胞幅、 1～30細胞高。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州 。四国。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、

特に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。

建築・造作・器具・家具・機械 。彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良のものの一

つに上げられる。
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・ ヤマグワ υttο rrts αttsと胞どうs) クワ科 Nα 2, 3, 6, 8

環孔材で孔圏部は1～ 5列またはそれ以上、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。大道

管は横断面では精円形、単独または2～ 3個が複合、小道管は横断面では多角形で複合管孔となる。道管は単

穿孔をもち、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型、

1～ 6細胞幅、 1～ 50細胞高で時に結晶を含む。柔組織は周囲状～翼状および散在状。年輪界は明瞭。

ヤマグワは北海道 。本州 。四国 。九州・琉球の山野に自生し、また植栽される落葉高木で、多くの園芸品種

があり養蚕に利用されている。クワ属はヤマグワの他に4種が自生するが、西南日本に分布するケグワ (ν .

cαιんりαれα)を除くとその分布域はごく限られている。ヤマグワの材はやや重硬で強靭、加工はやや困難で、

保存性は高い。装飾材や器具 。家具材として用いられる。

以上の同定結果を検出遺構とともに一覧表で示す (表 1)。

表 1 下村遺跡出土材の樹種

試料番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

(4)考 察
A区旧母屋部検出の4軒の住居址を構成していた柱材 (配 1～ 8)の用材にはいずれもクリとヤマグワが併

用されていた。A区北側検出の 1軒の住居址を構成していた柱材は3点ともクリであった。強度や耐朽性を期

待できるクリを掘立柱として用いる例は、湯田町白木野Ⅱ遺跡 (高橋 1994)や 平泉町泉屋遺跡16次調査 (別

稿)。 同遺跡15次
1)・ 13次 2)調査など数多く知られている。A区旧母屋部検出材ではこのクリとヤマグワが 1:

1の比で認められた。ヤマグワも樹齢の大きな丸太などでは耐朽性が期待できるが、クリよりは劣る。いずれ

の住居址でも検出された柱穴数の 1割前後の柱材が同定対象となったにすぎないことから、実際の建築用材が

この割合であったとは考えにくい。他遺跡の出土例や現行の用例からみて、やはリクリが主として用いられて

いたものと考えているが、これも一つの推測にすぎない。可能な限り、検出された全試料に近い数が同定対象

とされることが望まれる。

P01

P08

P25

P27

P29

P165

P124

P129

RD47
(2号井戸跡)
P488

P580

P574
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なお、ケヤキに同定された血 9も柱材とされなが、土抗 CRD4つ からの検出で、他の住居社の柱穴1検出の

試料とは性格が異なるようであるからこ.こ―では特に触れなかった
`

く産>
1)「泉屋遺跡15次調査出土材樹種日定報告書」噸 舎「ゆい」199の を参照のこ

―と。

2つ「7RE遺跡13次調査出土材樹種同定報告書」(赤工合イゆセ迫 1995)を参照のこと。

引用文献|

平井信二 1979～ 1982「本の事典 第11番～第甘h」 かなえ1書房

″貯動洋原 寛・童騨後衆`富艤 夫 (編)1989「日本の野生植物 1木本I・ ■」 平凡社 32Ⅲ 305op

高橋利彦 1994   湯H町自木野■遺跡出土木材の樹種 「岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第200集 白
本野■・■―‐■遺跡発掘調査報告書 東北濃断自動車道秋田線建設関期 掘調査」 鋤岩手県

文化振興事業団埋蔵文化財センター 226-237

―-1-66.・―



図版 1 1. クリ  N&12

2.ケ ヤキ k批 9

3.ヤ マグワ 血 6

a:木日 X40 b:柾 目 X100 C:板 目 X100

樹木の肥大生長方向は木日では画面下から上へ、柾目では左から右
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遺跡全景

調査前風景

写真図版 1 遺跡全景
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刈払い作業風景

調査区遠景

写真図版 2 刈払い作業風景 。調査区違景
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断面 (束西ベル ト)
,,ィォ・          ■営             _

(南北ベル ト)

写真図版 3 1号竪穴建物跡
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断面 (東西ベルト)

|    _

断面 (南北ベルト)

写真図版 4 2号竪穴建物跡
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断面 (東西ベル ト)

断面 (南北ベル ト)

写真図版 5 3号竪穴建物跡
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1号礎石建物跡

写真図版 6 1号礎石建物跡・ 1～ 4号掘立柱建物跡
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P25(1号掘立柱建物 ) P34(1号掘立柱建物 )

P165(2号掘立柱建物)             P294(2号 掘立柱建物 )

写真図版 7 1・ 2号堀立桂建物跡柱穴
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P296(1号掘立柱建物 )

P27(2号掘立柱建物 ) P129(2号掘立柱建物 )



P124(3号掘立柱建物 ) p131(右 )(3号掘立柱建物 )

p290(3号掘立柱建物 ) P28(4号掘立柱建物 )

P41(4号掘立柱建物 )

写真図版 8

P29(4号掘立柱建物 )

2～ 4号掘立柱建物跡桂穴
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P574(6号掘立柱建物 ) P580(6号掘立柱建物 )

写真図版 9 5～ 9号掘立柱建物跡・6号建物跡桂穴
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写真図版 10 10～ 14号掘立柱建物跡

欝

撃■|

11～ 14号掘立柱建物跡
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16号掘立柱建物跡

写真図版 11 15・ 16号掘立柱建物跡
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18、 19号掘立柱建物跡

写真図版 12 17～ 19号掘立柱建物跡
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ドf｀主:`i

1号土坑 平面

2号土坑 平面 断面

3号土坑 平面 断面

4号土坑 平面 断面

写真図版 13 1～ 4号土坑
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5号土坑 平面

6号土坑 平面

写真図版 14 5～ 7号土坑
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・囀

8号土坑 平面

8～ 11号土坑

185-

11号土坑 断面

写真図版 15



13号土坑 断面 14号土坑 断面

16号土坑 平面

16号土坑 17号土坑 断面

写真図版 16 13～ 17号土坑
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18。 19号土坑 平面

20号土坑 平面

21号土坑 平面

写真図版 17 18～ 22号土坑
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23号土坑 平面

24号土坑 平面

25号土坑 断面

25号土坑 断面

写真図版 18 23～ 25号土坑

25号土坑 平面

|
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26号土坑 平面

27号土坑 平面

28号土坑 平面

29号土坑 平面

写真図版 19 26～ 29号土坑
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一

騨

ピ
30号土坑 断面

写真図版 20 30

-190

～ 33号土坑

32号土坑 平面

33号土坑 平面



●:

34号土坑 断面

上 34号土坑

下 35号土坑

写真図版 21 34

--191

～ 36号土坑

画

面

平

平

35号土坑 断面

36号土坑 平面



37号土坑 平面

38号土坑 平面

39号土坑 平面

写真図版 22 37～ 40号土坑

192-

40号土坑 平面



断面 (東西 )

41号土坑 平面

断面 (南北 )

轄

断面 (東西 )

42号土坑 平面

断面 (南北 )

43号土坑 平面

写真図版 23 41～ 43号土坑
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47号土坑 平面

写真図版 24 44～ 47号土坑
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48号 J=坑  平面

50号上坑

裟鍵義透,

.1     11寺ぜ禽罐鑢赫
51号土坑 断面

写真図版 25 48～ 51号土坑

50号土坑 断面

51号土坑 平面
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52号土坑

53号土坑 断面

54号土坑 平面

55号土坑 平面

写真図版 26 52～ 55号土坑
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56号土坑 平面

,|― ||lr.■ .

争孝
'111
零義Ⅲ

57号土坑 平面

断面 (東西 )

写真図版 27 56・ 57号土坑
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断面 (東西ベルト)

断面 (南北ベル ト)

写真図版 28 1号竪穴住居状遺構
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断面 (東西ベル ト)

断面 (南北ベル ト)

写真図版 29 2号竪穴住居状遺構
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断面 (束西ベルト)

断面 (南北ベル ト)

写真図版 30 3号竪穴住居状遺構
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1号焼土遺構

2号焼土遺構平面 2号焼土遺構断面

3号焼土遺構平面 3号焼土遺構断面

1号集石遺構平面                 1号 集石封

写真図版 31 1～ 3号焼土遺構・1号集石遺構

1号集石遺構断面
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1号溝跡平面

1号溝跡断面

一魂
一督
義
柱

写真図版 32 1・ 2号溝跡
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2号溝跡断面 (東西 )



3号溝跡平面 4号濤跡平面

3号溝跡断面 4号溝跡断面

5号浦跡断面 南側

5号溝跡平面

写真図版 33 3～ 5号溝跡
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6・ 7号溝跡

6号溝跡断面 北側 6号溝跡断面 蘭側

写真図版 34 6・ 7号溝跡
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1号井戸跡平面

遺物出土状況

2号井戸跡遺物出土状況

写真図版 35 1・ 2号井戸跡
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2号墓墳 3号墓墳

4号墓娯

7号墓娯 8号墓壊

13号墓墳断面

2・ 3・ 4・ 5・ 7・ 3・ 13号墓功斎

-206-

写真図版 36



13号墓墳椀出土状況

14号墓墳平面

r手

=:す

1部界霧響T'甲Trイ|      ..、         | 二(|||

オ拡=十■  li t多

15号墓墳断面15号墓墳平面

16号墓墳平面 16号墓墳断面

写真図版 37 13～ 16号墓媛
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17号墓壊平面 17号墓墳断面

17号墓墳人骨出土状況

18号墓壊平面 18号墓壊人骨出土状況

坤蜘
一Ｂ B区墓石②           B区 墓石③正面

写真図版38 17・ 18号墓媛・B区墓石①～③
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B区墓石③側面 B区墓石④正面 B区墓石④側面

B区墓石⑤ B区墓石⑥ B区墓石⑦

B区墓石⑥ B区墓石⑩ B区地蔵③

写真図版39 B区墓石③～⑩・地蔵③
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写真図版 40 縄文土器 (1)
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38

写真図版 41 縄文土器 (2)
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写真図版 42 縄文土器 (3)
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写真図版 43 縄文土器 (4)
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写真図版 44 縄文土器 (5)
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写真図版 45 縄文土器 (6)
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写真図版 46 縄文土器 (7)
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写真図版 47 縄文土器 (3)
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(9)写真図版 48 縄文土器
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写真図版 49 縄文土器 (10)
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写真図版 50 縄文土器 (11)
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写真図版 51 縄文土器 (12)
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写真図版 52 縄文土器 (13)・ 弥生土器
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写真図版 53 石器 (1
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写真図版 54 石器 (2)。 土製品 。上師器・須恵器
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写真図版 55 陶磁器 (1)
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写真図版 56 陶磁器 (2)
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写真図版 57 陶磁器 (3)
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写真図版 58 陶磁器 (4)
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写真図版 59 陶磁器 (5)
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写真図版 60 陶磁器 (6)
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写真図版 61 陶磁器 (7)
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写真図版 62 陶磁器 (8)

-232-



写真図版 63 陶磁器 (9)
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写真図版 64 陶磁器 (10)
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写真図版 65 木製品・石製品
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写真図版 66 金属製品
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写真図版 67 銭貨 (1)
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写真図版 68 銭貨
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(3)写真図版 69 銭貨
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写真図版 70 銭貨 (4)
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写真図版 71 銭貨
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V.二次調査の報告
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1 遺構
(1)竪穴住居跡
1号竪穴住居跡 (第84図・写真図版73)

<位置> ⅡEOg～ lh D区中央部
<検出状況> D区 の中央部は、旧地形では丘陵の尾根沿いの部分で、標高が高かったために上位の層は削平
されており、表土下がⅦ層南部浮石二次層で、その面からの検出である。

<形態・規模> 北東側に木の根による攪乱があり、掘り過ぎてしまったために不明な点はあるが、およそ平
面形は不整形な楕円形で、規模は長径が4.Om、 短径が38mで床面積が約10.6だ、壁高23cmである。

<埋土> 黒褐色土主体で 3層に細分したが、南部浮石の混入状態の違いによる。木の根によって授乱されて
いる部分もある。

<壁・床> 床はⅧ層南部浮石層中で、木の根によって攪乱されている部分が多いこともあり、固くしまって
いない。壁は外傾して直線的に立ち上がるが、北東側の壁は攪乱により不明瞭である。

<柱穴> PP l～ PP 3ま での 3基を検出した。北東側に柱穴が検出できなかったために、配列等は不明であ

るが、検出した柱穴が主柱穴であった可能性は高い。

<遺物> 土器はⅡ群 1類の 1、 2、 3、 4と Ⅳ群の 5が出土している。石器では6の磨石が出上している。
<時期> 縄文時代前期初頭と考えられる。

1号竪穴住居跡

L=107,400

激

ダ

Ｗ
Ｉ
　
Ｆ
＝
μｏド
トｏｏ

Υ着是綻隷礁毎t、
しξ子::な !穂桂モ璃 瑠臓gぞ脇晟、ょり多く混じ乱 0             2m

第84図  1号竪穴住居跡
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2号竪穴住居跡 (第85図・写真図版74)

<位置> ⅡE2d～ 3f D区東部

<検出状況> 1号竪穴住居跡と同じく、表上下のⅦ層南部浮石二次層で黒掲色のプランを検出した。61号土

坑と重複しており、本遺構が古い。

<形態・規模> 平面形は不整形な楕円形である。規模は長径が61号土坑と重複しているため明確ではないが

長径約6.9mで短径が5.4m、 床面積が26.7言である。壁高は最大で20cmである。

<埋土> 黒褐色シルトを主体とした埋土である。 1～ 5層に細分したが、混入物の差による。
<床・壁> 床はⅧ層南部浮石層中で、ほぼ平坦である。壁は緩やかに外傾する。

<柱穴> PP l～ PP 4ま での4基検出した。南側に柱穴を検出できなかったが、PP4を中心に、柱を配し

ていたと思われる。埋土は4基とも黒褐色砂質ンルトを主体とし、南部浮石が混じる。

<その他> 遺構内に土坑を 1基検出した。平面形は楕円形で、規模は長軸が162clll、 短軸が127cm、 深さが45

cmである。埋土は黒褐色シルトの単層である。

<遺物> 土器はⅡ群の 7、 8、 9、 10、 11と V群の12が出上している。石器は13の石箆、14～ 19の削掻器が

出土している。

<時期> 縄文時代前期前棄と考えられる。

3号竪穴住居跡 (第86図 。写真図版75、 76)

<位置> IE7f～ 8g D区西部

<検出状況> 上位で重複する6号竪穴状遺構の床面を精査中に、床下にV層 とは異なる黒褐色のプランを部

分的に確認した。プラン全体を把握するために、Ⅶ層の南部浮石層の上面まで掘り下げ、プランを捉えた。

<規模・形態> 平面形は楕円形である。規模は長径が4.7m、 短径が4.4mで、床面積は12.5だ、壁高は最大
で56cmになる。

<埋土> 埋土は黒褐色上が主体で、 1～ 9層に細分したが、混入物の差による。全体的に炭化材が多量に含
まれ、上部に砂質土、下部に南部浮石が混じる。

<壁・床> 床面はⅦ層中だがⅧ層南部浮石層に近い面まで掘り込んでおり、ほぼ平坦である。壁は外傾して

直線的に立ち上がる。

<炉> 住居の中央より西側寄りに位置している。石囲炉で、炉内には同一個体である土器片を、表面を上に

して敷き詰めていた。土器片の上部の埋土から焼土粒や炭化物が認められたが、土器片の下部からは焼土ははっ

きりと確認できず、全体的に焼上の堆積は判然としない。敷かれていた土器片には、表面の一部に二次焼成の

痕跡が見られ、胎土が脆い状態になっている。

<柱穴> PP l～ PP6ま でを検出した。北西壁側に柱穴が見つからなかったため、はっきりとはしないが、

PP 3が中軸線上に位置し、軸線を挟んで PP 5、 PP 6、 PP lあるいはPP 2が両側に配置される配列が想定

される。

<遺物> 土器はⅢ群の20(図中のP2)、 21、 22(P7)、 23、 24(Pl)、 25、 26(P5)、 27(P6)、 28、

29(P4)、 30(P3)、 32が出土している。24は炉跡に敷き詰められていた土器である。31は ミニチュア土器

の底部である。

<時期> 縄文時代中期後葉である。
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1 10YR解環駕胞ツルト しまりややあり 祐性ややあり 砂質上が少量混じる。南部浮石がl cD～ l BF大て混じる。

4:ザ溜晋儀副露殆名霧を甘び営ド協り縦,やあり高鰐石
がlm-1田大て混じるα

4 10vR2/3黒褐色ツ″卜 しまりややあり 粘性ややあり 薦部浮石の混じりがやや少なぃ。
5 10vR22黒褐色ン″卜 しまりややあり お性ややあり 中鰈を含L・ .

0            2m

第35図  2号竪穴住居跡
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6号霊A色居跡内土坑
1 10YR〃 螺褐色ンル  ヽしまりあり とヽ

'や

あり 砂質土を含む。



群
3号竪穴住居跡
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繭

10YR2″黒褐色砂質ンルト 由.dll浮石少量 炭化物を多営に台む。
10VR2/3黒褐色砂質ンルト 的部浮石少置台む。

1 10VR2/2黒樹色ンルト しまりややあり 粘性ややあり l cD大 薦浮石合む。
2 10YR2/2黒褐色ン″卜 しまりややあり お性ややあり に器に砂質上が混じる 5m大礫を少量台むむ
3 10γ R3/2黒褐色砂質ンルト しまりややあり 粘性なし苗部浮石と炭他物を少量含む。
4 3層 に似るが、やや暗い。
6 10YR2/3黒褐色ンルト しまりややあり 粘牲ややあり 砂質とが多く混じる 南部浮石を台む。
6 5層 と同じだが、やや汚れている。
7 3層 に似るが、脚七物を多く含む。
3 10YRy2黒褐色ンルト しまりややあり 粘性なし
9 5に似るが、砂質上を多く合む

`

第86図  3号竪穴住居跡

(2)掘 立柱建物跡
20号掘立柱建物跡 (第87図・写真図版76)

<位置> IE3C～ 5e D区西部
<平面形式> やや不整ではあるが、桁行は4間、梁行 2間の長方形の建物である。PP92の存在により、
つの空間に分けられる。桁行は690m、 梁行は372cmで、面積は約7.9坪である。使用した柱穴は13基である。

Pl)6

32X31 28× 2331× 2〔 35× 3(
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<建物方位> 梁行の軸方向はE-9°
<平均柱間寸法> おおよそ桁行1.78�

<建物の性格> 規模から推定すると、
<出土遺物> 出土遺物はない。
<時期> 時期は不明である。

一Nである。

(5.9尺)、 梁行が176m(5.9寸 )であるが均―ではない。

小屋的な性格の建物と思われる。

1ゴ

鴇
亀千

)

〓
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166
(5 5)

PP81

(22.8)

(123)

第20号掘立柱建物跡
A― A'列総長 :690m
B― B'列総長 :3.72m
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(3)土坑

遺  構  名 58号土坑 59号土坑 60号土坑

図 版 88

写 真 図 版

位 置 IE4h D区 西部 IE2d D区 西部 IE9e D区 中央部

検出状況 。

重複関係

V層上面で検出した。P Pl12

を切る。

V層で検出した。67号土坑と

重複する。本遺構が上位。

Ⅲ層で検出した。

形
状

平 面 形 円形 楕円 楕円

断 面 形 ビーカー形 浅いバケツ形 バケツ形

規
　
模

開口部径 67× 63cm 103× 78cm 105× 87cln

底 部 径 61× 53cm 84× 54cm 69× 61cm

深   さ 33cm 38cm 98cm

埋 土 南部浮石を含む黒褐色土が主

体

中級を含む黒褐色土が主体 中倣を含む黒褐色土が主体

底 面 平坦 V層中で平坦 V層中で平坦

壁 ほぼ直立 外傾 やや外傾

出 土 遺 物 な い 土器 V群 33 土器 Ⅲ群34

時 期 不 明 縄文時代晩期 ? 縄文時代中期 ?

遺  構  名 61号土坑 62号土坑 63号土坑

図 版 88 89

写 真 図 版 78

位 置 ⅡE2d D区 東部 ⅡElj D区 東部 ⅡElj D区 東部

検出状況・

重複関係

Ⅶ層上面で検出した。 2号住

居跡を切る。

Ⅶ層上面で検出した。63号土

坑と重複。本土坑が古い。

Ⅶ層上面で検出した。62号土

坑と重複。本土坑が新 しい。

形
状

平 面 形 楕円形 楕円形 不整形な楕円形

断 面 形 深い皿形 皿形 皿形

規
　
模

開口部径 128× 121cm 171× 126cm 281× (230)cm

底 部 径 88× 77cm 145 X l10cm 210× (180)clo

深   さ 41cm 28cm 26cm

埋 土
南部浮石を含む黒褐色土を主

体とする。根による攪乱あり。

黒褐色土主体で南部浮石を含

む。

黒褐色土主体で62号土坑より

も細かい南部浮石を含む。

底 面 Ⅷ層中でほぼ平坦 Ⅷ層中わずかに傾斜 Mll層中で平坦

壁 北側が直立ぎみに外傾。 外傾 外傾

出 土 遺 物 土器 Ⅳ群35

石器 36の石鏃、37の削掻器

土器 Ⅱ群38、 39

石器 40の削掻器

土器 Ⅱ群41、 42

石器 43の削掻器

時 期 縄文時代後期 ? 縄文時代前期 縄文時代前期
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遺  構  名 64号土坑 65号土坑 66号土坑

図 版 90

写 真 図 版 78

位 置 ⅡE2a D区 中央部 Ⅱ E4j D区東部 ⅡEOC D区 中央部
検出状況 。

重複関係

Ⅶ層で検出した。 Ⅶ層上面で検出した。 V層で検出した。

形
状

平 面 形 楕円形 不整形な楕円形 溝状

断 面 形 深い皿形 深い皿形 皿形

規
　
模

開田部径 96× 77clll 214× 129cm 312× 118cm

底 部 径 73× 56cm 154× 122cm 277× 60cm

深   さ 30cm 46cm 28cm

埋 土 記録なし 上部は黒褐色土、下部は暗褐

色上である。南部浮石含む。

上部は黒色土で十和田 b、 南

部浮石含む。

底 面 Ⅶ層中で傾斜 Ⅷ層中でほぼ平坦 傾斜

壁 外傾東側は直立ぎみ 外傾 外傾 北側は直立ぎみ

出 土 遺 物 な し な し 土器 Ⅳ群44、 Ⅲ群45

時 期 不明 不明 縄文時代

遺  構  名 67号土坑 68号土坑 69号土坑

図 版

写 真 図 版

位 置 IE2d D区 西部 IE6j D区 南西部 ⅢDlj D区 北部
検出状況・

重複関係

V層で検出した。59号土坑と

重複、本土坑が古い。

V層で検出した。 Ⅶ層で検出した。 P P 182と

重複するが、本土坑が古い。

形
状

平 面 形 楕円形 楕円形 (隅丸方形に近い) ほぼ円形

断 面 形 皿形 V字状 皿形

規
　
模

開口部径 144× 95cm 115× 97cm 143× 131cm

底 部 径 59× 40cm 62× 30cm 124× 117cm

深   さ 33cm 23cID 37c皿

埋 土 南部浮石を含む黒褐色土主体

だが、上部に砂質土を含む。

黒褐色土主体で、南部浮石を

含む単層。

黒褐色主体で、南部浮石を含

む単層。

底 面 Ⅶ層中で丸底 V層中でほぼ平坦 Ⅶ層中で平坦

壁 底面に続く 直線的 外傾

出 土 遺 物 な し な し 土器 Ⅲ群 46、 48、 Ⅳ群47

時 期 不明 不明 縄文時代
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遺  構  名 70号土坑 71号土坑 72号土坑

図 版

写 真 図 版

位 置 ⅢDOj D区 北部 ⅡEOa D区 北部 IE9h D区 中央部

検出状況・

重複関係

V層で検出した。 V層で検出した。 Ⅷ層で検出した。

形
状

平 面 形 楕円形 円形 楕円

断 面 形 深い皿形 深い皿形 深い皿形

規

模

開口部径 196× 106cm 110× 109clll 94× 64cm

底 部 径 186× 96cm 100× 99cm 66× 42cm

深   さ 36cm 30cm 28cm

埋 土 黒褐色土を主体とし、南部浮

石を含む単層。

南部浮石を含む黒褐色土。下

部に砂質土混じる。

南部浮石含む黒褐色土。

底 面 V層下部中で平坦 V層下部中で平坦 Ⅷ層中で平坦

壁 直立ぎみ 直立ぎみ 直立ぎみ

出 土 遺 物 土器 Ⅱ群49 土器 Ⅲ群50 土器 Ⅱ群51、 52

石器 53、 54の石鏃、55の削

掻器

時 期 縄文時代 縄文時代 (中期 ?) 縄文時代前期 (前棄 ?)

遺  構  名 73号土坑 74号土坑

図 版

写 真 図 版
Ｏ
Ｏ

位 置 ⅡDlj D区 北部 ⅢD2j D区 北部

検出状況・

重複関係

V層で検出した。 V層で検出した。

形
状

平 面 形 不整形な円形 楕円形

断 面 形 バケツ形 バケツ形

規
　
模

開口部径 91× 88cm 70× 61cm

底 部 径 70× 66cm 51× 39clll

深   さ 55cm 37cm

埋 土 黒褐色土主体で、8層 に細分

したが、混入物の差による。

黒褐色土主体で、 4層に細分

したが、混入物の差による。

底 面 Ⅶ層中で平坦である。 Ⅷ層中で平坦である。

壁 直線的に外傾する。 直線的に外傾する。

出 土 遺 物 土器 Ⅱ群56 土器 Ⅱ群57

石器 58の石皿

時 期 縄文時代 縄文時代
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と L=108,000■ '

1 10VR 3/3暗 褐色ンルト 粘性なし 締まりややあり 十和田a含む。
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト 粘性なし 締まりややあり 十和田a、 薦部浮石含t・。
3 10YR 2/3黒 掲色砂質ンル  ヽ粘性わずかにあり 締まりややあり にぶい黄褐色土含む
混合と、十和田a、 南部浮石含む。
4 75vR2/1黒色 粘土質ンルト 粘性、締まりややあり わすかに開部浮石、演イヒ物含む

`

60号土坑

+鞘

わずかに蓑褐色土粒含む。
中観少量含む。
中標含む。
中毎少咀含む。
中槻少週含む。

第88図 58～61号土坑
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58号土坑

やくlti 求樹

59号土坑

■fi好

1 10YR 2/3黒 福色ンルト 粘性、静まりややあり 中薇含帆
2 10YR 3/2黒 褐色ンルト もと、締まりややあり やや中舞含むむ
3 10γ■2/3黒褐色砂質ツルト 粘性、締まりややあり 黄褐土粒含む。
4 中掘ノロック

61号土坑

X;11:

X;11:

A L=107,300

1 10YR″ 2黒褐色ンルト 粘性、締まりややあり 南部浮石多量に含む。
2 10YR 2/2黒 掲色ンルト 根による慢謝ゃ
3 10YR 2/3黒 褐色ンルト 積による攪醜
4 10YR 2カ 黒褐色ンルト 粘牲、締まりややあり 南部浮石多量に含む。

♯:1誓

ギ
1,8A

Ａ
一
L=107,300

1 10YR 3/2黒 褐色ンルト 粘仏 締まりややあり
2 10YR 2/2黒 褐色ンルト 粘性、締まりややあり
3 10YR 2/3黒 褐色ンルト 粘性、締まりややあり
4 10YR 2/3黒 褐色ンルト 粘性、締まりややあり
5 10YR〃 9黒褐色ンルト 粘性、絡まりややあり

Ａ
トA'

A'

0          1m
|



A

ごと L三 lo7 300m

X～予

64号土坑

×守卦

日
昌

』ｏ↑
日
軋田1

A'

A'

A L=lo6.800m A'

土層記録なし

第89図 62～ 64号土坑
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粘性、締まりややあり 商部浮石含視



65号土坑

+:1評 +翻

66号土坑

kれ
ヤ

蜂
出

Ａ
一

▲ L=107000m

1 10YR2/2R褐 色ンルト 枯性ややあり 締まりあり
2 10YR2/3黒褐色シルト 粘性あり 紡まりややあり
3 10YR3/3贈褐色ンルト 粘性あり 締まりややあり

A'

南部浮石多く含む。
南部浮石多く含む

`南部浮石細粒状に多く含視

Ａ
一
L=107.000m

牌母銘譲舒ヤキ雄が鞠3拳離新樫発議麒聰評。

68号土坑

ギ
弱

込輩L三 107.500m ″「

10YR2/2黒掲色ンルト 粘性、締まりあり 蘭部浮石含む 下部に砂質士含む。
秒質士ノロック

67号土坑

ギ出

餌

‐８５ヒギ

A'

A'

1 10YWρ 黒褐色ンルヽ
2 10YR2′ V諷将色ンルト
3 砂質士ブロッタ

低

性
、

南部浮石、刀蟷、rDE士含む。
南部浮石、小礫含む

`砂
質士多く含む。

0          1m

第90図 65～ 68号土坑
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69号土坑

ギ
汚5

73号土坑

ギ!:i
71号土坑

Ａ
一
L=106200m

ギ温<

J

70号土坑

Ａ
」
L=106.000m

72号土坑 十ξ
おI

▲

A'

A'

A'▲ L=106.400m

Ａ
一
酬ぱ
た八

1 10VR2お黒褐色ンルト
粘性、締まりややあり
中央部にやや南部浮石含む。
2 10YR2/3黒褐色ンルト

粘依 締まりややあり
中央部にやや南部浮石含む
砂質土多く含視

挙1:!

Ａ
十

A'

1 10YRノ環褐色ンルト 粘性あり
締まりあり 南部浮石、十和田b?含む。
2 10YR2/3黒褐色ンルト 粘性ややあり
緯まりあり 南部浮石、十和田b?含 t・
砂質と含む。
3 10vR2/2黒掲色ンルト 粘性ややあり
締まりなし 根による横乱?
4 10YR2ん 黒将色砂質ン,レ ト

粘性なし 根による撹乱?
5 10YR2/3黒褐色ツルト 枯性ややあり
締まりあり 商部浮石、十釉田?含む。
G 10vR2/3黒掲色砂賓ンルト 粘性なし
綸まりややあり 中概多く含む。
7 10YR2/2黒褐色ンルト 粘性あり
締まりなし 南部浮石、十和田b?
8 10YR2/2黒褐色ツルト お性あり
締まりなし 南部浮看含む。

第91図 69～ 74号土坑

1 10YR2/3黒褐色ツルト 粘性ややあり 綺まりあり 商部浮石、砂質土含む。

1 10Y彫 /2黒傷色ンルト 粘性ややあり締まりあり 南部浮石含む。

注
盗二L三 106400m

74号土坑

AL=106000mどと'

A'

A'

1 10YR2,黒褐色ツルト

粘性、鯨まりややあり

中概多く含む。
2 10Yi″ 2黒掲色ンルト

粘性あり締まりややあり

南部浄百含悦
3 10YR2狙 黒褐色ツルト

粘低 締まりややあり

中撤少量、南部浮石わずかに含む。

4 10Y■2/2黒褐色ンルト

粘性あり 締まりなし
南部浮石含む。

0         1m

1 10YR2/2黒褐色ンルト
格性、締まりややあり
南部浮石、下部に土器変含む。
つ 10YR2/3黒桐色シルト
おと、締まりややあり 南部浮石含視
3 南部浮石 (中撤含む)2次堆積

Ａ
八

己
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(4)竪穴住居状遺構
竪穴住居程の規模はあるが、住居として判別できなかったものを竪穴住居状遺構とした。

4号竪穴住居状遺構 (第92図 。写真図版81)

<位置> IE8e～ 9f D区西部
<検出状況> Ⅵ層中傲層で、円形に広がる黒色埋土を検出した。
<形態 。規模> 形状は不整形な楕円形で、北西側が張り出す。規模は長径が5。8mで、短径が3.9mである。
床面積は19.0雷で、壁高は最大で10cm～ 15cmである。

<埋土> 黒褐色土主体の埋上である。南部浮石粒が全体的に少量混じっている。
<床・壁> 床面には南部浮石が混じり、ほぼ平坦である。壁は南東側は緩やかに立ち上がり、その他はほぼ
垂直に立ち上がる。

<柱穴> PP l～ PP10ま での10基を検出したが、南西側に柱穴を検出できず、配列は不明である。埋土は概

ね黒色土で、南部浮石の細粒を少量含んでいる。

<そ の他> 遺構内の床面から土坑 1基を検出した。形状は楕円形で、長径が104cm、 短径が56cmで ある。深
さは42clllで、断面形は溝状を呈する。

<遺物> Ⅲ群土器が59～63が出上している。62は遺構内の土坑からの出上である。
<時期> 縄文時代中期の可能性が高い。

5号竪穴住居状遺構 (第92図 。写真図版82)

<位置> IE7～ 8e D区西部
<検出状況> V層 を検出中に遺構らしきプランが見えたが、攪乱を受けていたために確定することができず、
土層ベルトを残し、Ⅶ層まで掘り下げることにした。その過程で、V層の下部で円形のプランを一部検出し、

土層ベルトからV層の上部から掘り込まれていることを確認した。

<形態・規模> 土層ベルトからの判断が主であるが、形状は楕円形で、規模は長径が2.8m、 短径が2.5m程
度である。床面積は約3.6だで、壁高は最大で38cmである。

<埋土> 黒褐色土主体で、砂質上を多く含む。
<床・壁> 床は精査の段階で掘り過ぎてしまったために不明な点が多いが、多少の凸凹があると推定される。
壁は緩やかに外傾する。

<柱穴> 検出していない。
<遺物> V群土器64、 Ⅲ群土器65、 66が出土している。
<時期> 出土遺物が僅かなため、断定はできないが、縄文時代中期の可能性が考えられる。

6号竪穴住居状遺構 (第93図 。写真図版83)

<位置> IE6e～ 7g D区西部
<検出状況> V層上面で不明瞭ではあるが、黒褐色の円形プランを検出したたため、ベルトをかけて掘り下
げた。床面がはっきりしなかったために、遺構のほぼ中央部に見えていた集石を石囲炉と判断し、その面まで

掘り下げたが、集石は人為的なものではなく、再度土層ベルトを観察した結果、掘り過ぎてしまったことがわ

かった。

<形態・規模> 平面形は楕円形で、規模は長軸が8.4m、 短軸が7.8mで床面積が45,6nf、 深さが13cmである。
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A

cl         P二 10

4号竪穴住居状遺構

5号竪穴住居状遺構

（
ロ

l 10YR 2/2黒 褐色ツルト しまりややあり 粘性ややあり 南部浮石が少量 上部に十和田bを含む。
2 10YR 2/3黒 掲色ンルト しまりややあり 粘とややあり 秒質とが多少混じる。
3 10YR 2/2黒 褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 砂質とが多少混じる。

L=107,000

や
鵠

住居内土坑

皇L=107,000皇 '

1 10YR 2/1黒 褐色ンルトと,OvR 4/3に よい黄褐色ン″卜の混合土
しまりややあり 枯性ややあり 南部浮石を少量含む。

o             2m

〇
〇
∞

』^
〇
引
＝

日

　

叫

A

脚ぱ

〇
〇
〇
“』
Ｏ
Ｈ
＝

口

田

｝
Ａ

一

嘲Ⅷ i辮:騨
飴い

第92図  4・ 5号竪穴住居状遺構

Nd PP3
34X26 63X46 33X34 37X40 37X33

深さcm 17

Na PP6 ,P7
径 cm 26× 20 43X36 26X29

深さ嗣 26 34 m
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第 6号 竪穴住居状遺構
 ィ

＞

〕

〇
〇
『
．』
〇
引
＝

口

　

く

L=lo7 200

1 10YR2/2黒褐色ツルト しまりなし 粘性ややあり 十和田bを含む 中概を少量含む。
2 10YR2/2黒褐色ンルト しまりややあり 粘性ややあり 中撤と商部浮石含む。
3 末根による観乱

0             2m

6号竪穴住居状遺構
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NQ PPl PP2 PP3 PP4 Plる PP6 PP7
解

栗さca

血 PP8 PP9 PPll PP12 PP13 PP:4
35× 30 34× 29 32× 27 ,4× 30 ,OX43

第93図



<埋土> 黒褐色土主体の埋土である。上部は十和田b、 申撤を含み、下部は中扱、南部浮石を含むが明瞭で
ない部分も多い。

<床・壁> 壁、床ともv膚中である。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、床はほ―ぼ平坦である。
<柱穴> PP l～ PP14ま での、合計で14基検出したが、全容は不明である.。

<遺物> Ⅲ群土器67～76が出土した。石製品で77の石刀が出土した。
<時期> 縄文時代中期である。

(5)焼土遺構
4号焼土遺構 (第94図―・写真図版34)

<位置・検出状況> IE3f、 D区西部に位置しており、五層で検出した。
<形態・規模> 形状は不整形で、規模は43911X32clll、 厚さは約 5 calである。焼成はあまり良くない。
<遺物> 出土遺物はない。
<時期> 不明である。

(6)集石遺構
2号集石造構 (第94図 。写真図版85)

<位置。検出状況> 工Eld D区中央部に位置しており、WIl層で検出したo
<形態う規模> 員の化石と思われる礫を含む、約 7 clll～15911大の礫がヽ 110clll*70cmの範囲に不整に集石さ
れている。集石の下には掘り込みがあり、規模は開口部径が121911※ 84clllで底部径が112clll× 84all、 深さが38cm

である。埋土は小礫を多量に含み、自然堆積の様相を示す。

<遺物> 78の上器が出土した.。

<時期> 出土遺物が僅かで明確な時期は不明であるが、縄文時代と考えられる。

(7)翻 ―

8号溝跡 (第95図・写真図版85)

<位置 e検出状況> IF8a～ IE4f D区南西部に位置している。V層下部からⅦ層上部で検出した。
<形態・規模・方向>規模は1上端幅が0,22～0,73m、 下端幅が0.12～ 0。 22m、 深さは8卿～25clll、 全長が12.9

コにわたって検出した。断面形は浅いU学状を呈し、方向は南東―北西で、直線的に延びる。

両端の高低差は8 clllである。

<埋土> 黒褐色土主体の埋土で、南部浮石が混じる。単層に近い様相である。
煮遺物> 出土遺物はない。
<時期> 時期は不明である。

(8)柱穴状小土坑 (第96、 97図 。写真図版84)
今回の調査では柱穴状小土坑が調査産全体で216基検出された。集中しているのはD区の南西部と中央部の

東側で、北東部からもある程度まとまって検出した。規員J的に並ぶわけでも、出土遺物もなく、不明な点が多

いが、中部の東側の柱穴状小土坑群については、20号掘立柱建物跡の付近であり、検出面も同じことから、近

世から近代の可能性がある.。 北東部の柱穴状小土坑群は縄文前期の遺構と検出面を同じくし、埋土も似ている
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ことから該期の遺構の可能性がある。

中響
2号集石遺構

L=109ゥ300

4号焼土・ 2号集石遺構

一 1263-

A

Ａ
主

ム
ト

ゃ1:住電渤学
|

ぽ′=1"細4‐

占臨 .籟鍬1総t鷲盤学鍍 輛ぬ

鵡    娩峰Ⅲ

X拳

9         1適

494図



L‐ 1071,∞
E E'

禅

P121

L=1071700

C   c'

P143.

0
▼

畔

第95図 8号溝跡
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2 遺物
今回の調査で出上した遺物は、土器が大コンテナで約 3箱、石器が大コンテナ約 1箱、土製品 3点である。

遺物は調査区のほぼ全域から出土している。ここでは遺構内出土遺物を混じえて、若干の分類を行っている。

(1)縄文土器 (第98～ 103図・写真図版86～ 91)

出上した土器の大部分が縄文土器である。出土量は多くはないが、縄文時代早期～晩期までの各時期の上器

が出土している。そこで分類にあたっては、早期をI群、前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期をV群

として分類している。さらに比較的出土量が多い、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ群土器については、さらに若干の細分を行った。

I群土器 (79、 80)

縄文時代早期の上器群である。小破片のみで、器形全体を把握できるものはない。79、 80は内外面ともに斜

縄文が施されている。胎土には砂粒を含むが、繊維は含まれない。早期後葉の土器群で、赤御堂式に比定され

ると考えられる。

Ⅱ群土器                
‐

縄文時代前期の土器群である。すべて小破片で、全体の器形を知ることができるものはないが、初頭～前葉

の上器は、尖底あるいは丸底と思われる。胎土にはいずれも多量の繊維を混入しており、胴部には縄文が施さ

れている。南部浮石と黒褐色上が混じる層が検出面の遺構、あるいはⅦ層からの出土が多い。時期差によって

3種に細分した。

1夷罠  (1ハV4、  8、  10、  41、  42、  88、  90、  92)

羽状縄文が施されるものである。焼成は堅く、胎土は密である。原体には0段多条が使われている場合が多

い。撚りの方向が左右異なる2本の原体を結束させ、横回転によって、横方向の羽状縄文を施文しているもの

と、原体を連結しないで、羽状縄文を施文するものがある。上川名 2式、長七谷地貝塚第Ⅲ群土器に比定され

るものと考えられる。 1と 41は欠損のため、羽状縄文か判然としないが、 1は 日縁部に縄文圧痕が 5条加えら

れる。92は原体を結東せずに、羽状縄文を施文しており、日縁部に刻みが、その下には日縁部に平行して縄文

圧痕が 3条加えられる。

2美頁 (7、  9、  11、  38、  39、  49、  51、  52、  56、  57、  81、  83-87、  89、  103)

縄文を地文として、その上に沈線文や縄文圧痕を加えたもの、あるいは外面に斜縄文のみが施されるもので

ある。破片資料のみのため、全体を知ることができないが、沈線や縄文圧痕は器表面全体に施されると思われ

る。 1類に比べると焼成は良くはなく、胎土はもろい。早稲田6類に比定されるものと考えられる。11、 52、

84は数条の幅広の沈線によって施文されている。49は格子目状に沈線文が加えられる。39、 51は沈線ではなく、

縄文圧痕が日縁部に平行に加えられている。81、 1031ま沈線による施文の後に、沈線内に刺突が付される。85、

87は日縁部の沈線と頸部、胴部の沈線を斜方向の沈線により繋げている。さらに87は日縁部がわずかに外反し、

沈線内に刺突が付される。 8は 0段多条である。 9と 56は撚りの方向が同じ原体 2本を中央で結束し、横回転

させ斜縄文としている。86は組縄縄文 (高橋 1992)が施文される。複節の組縄Bで、最終段はR回りである。

83は竹管によると思われる列点と沈線が施されており、器形は胴部が張り出し、頸部が若千窄む。57も 同じ器
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形のタイプであるが、より大きく胴部が張り出し、鋸歯状の沈線が施文される。

3炎買 (91)

1片のみの出土である。円筒下層 d式と考えられる。

Ⅲ群上器

縄文時代中期の土器群である。時期差により 1、 2、 3類に分け、中期の粗製土器とミニチュア土器を 4類

とした。

1炎頁 (63、  74、  95、  102)

中期中葉の土器群である。62は胴部破片であるが、隆沈線によって楕円文、あるいは渦巻文が配されている。

95は隆沈線により小渦巻文とそれに続 く垂下文が施文されている。102は 日縁部に刺突が付される。 これらは

大木 8b式に比定される。74は隆帯により円文を施 し、そこから沈線により垂下させている。榎木林式に比定

されると考えられる。

2夫頁 (20ハΨ25、  65、  66、  99、  100)

中期後葉の大木 9式期に相当する土器群である。20は小型の深鉢で、波状口縁で胴半上部が内湾し、日縁部

は貼付により外反する。沈線による逆U字文によって区画し、それ以外の部分は地文が磨り消されて無文化 し

ている。21も小型の深鉢で、緩やかな波状口縁を持ち、胴半上部が内湾し、日縁部はわずかに外反する。逆U

字文が施されていると思われる。22は深鉢の胴部から底部で、U字文が施されている。23は沈線による懸垂文

が施されている深鉢の底部である。65は U字文が付されている。これらの土器は大木 9式に比定される。

24は緩やかな波状口縁で、胴半上部が張り出し、口縁部は内湾した後に外反する。胴半上部から回縁部は無

文帯となり、胴部の張り出した部分には、 2列の刺突文が配され、胴半下部には、沈線文を垂下させた後、そ

れを囲む様に、沈線による幅が狭い逆U字文が施されている。25は 24と同じタイプの、やや小型の深鉢である。

2単位の波状日縁で、胴半上部から口縁部の無文帯は、 ミガキが加えられている。胴部の刺突列は先端が二股

状に分かれた工具で施されており、また逆U字文の沈線が二重になっていることから、同一の工具による施文

と考えられる。66は胴半上部が無文で、そのすぐ下には刺突列が付される。これらの土器は中の平Ⅲ式に比定

される。

3類 (98、 101)

中期後葉の大木10式に比定される土器群である。98は波状口縁の頭頂部から竹管状の刺突列が縦に配され、

その刺突列上に付けられた瘤状の突起の周囲にも、同様の刺突列が施される。また胴部にはU字文が曲線部分

は隆線で直線部分は沈線で施文されている。 1011よ 2本の沈線を曲線に施し、沈線内に縄文を充填 している。

4類  (26-32、  34、  45、  46、  48、  50、  59-62、  67ハウ73、  75、  76、  82、  117、  118、  120)

中期の上器と考えられるが、粗製土器、 ミニュチュア土器を含む時期を明確に判別できない土器を一括した。

31は ミニチュア土器の底部である。45、 46は 日縁部にミガキが加えられる。99、 1001ま ともに沈線が垂下 して

いる。120は底部で底面には網代痕が残されている。

-268-



Ⅳ群土器

縄文時代後期の土器である。時期差により3類に分類した。

1奏頁 (35、  94、  97、  104、  105)

後期初頭から前葉の上器群である。35は短いV字状の沈線文が連続 して施文される。94は 日縁部に隆帯が付

され、隆帯上に刺突列が加えられる。97は沈線の上に平行 して、竹管状の刺突列が付される。

2炎頁 (44、  47、  96、  106、  108、  109、  113、  116、  119)

後期中葉の土器群である。加曽利B式、十腰内Ⅱ、Ⅲ式と併行すると考えられる。44、 47は数条の平行沈線

に対 して、縦方向に波状に近い沈線を垂下させている。いわゆるS字状の沈線になるのかもしれない。9代 106

は回縁部が山形で、隆線によって曲線が描かれる。口唇部の内側を貼付により肥大化させている。 113は注口

土器で日縁部、頸部、注目部の下部に平行沈線文が付され、胴上部に沈線文によって曲線が描かれる。沈線文

は肉彫り的に表現されている。

3芙買 (5、  93、  111)

後期後葉の土器である。田柄貝塚第Ⅳ群、瘤付第 2段階に比定される土器群である。 5は小破片で全容は不

明だが、沈線文が施され瘤が付される。93は沈線文によって区画され、瘤が貼付される。 1111ま 回縁部に網目

状の沈線文が施され、瘤が付される。

V君羊 (12、  33、  64、  78、  110、  112、  114)

晩期の土器を一括した。 12、 33は変形工字文が施されており、大洞 C2～ A式と考えられる。64は晩期前半

の土器であろう。1101よ鉢の日縁部で、頸部に沈線文が施され、胴部が張り出す。

(2)弥 生土器 (第103図 。写真図版91)
115は鉢の底部である。121は鉢の口縁部で、 2本の平行沈線文の下に、連続した山形文や波状文が施されて

いる。一戸町上野遺跡第二群A類土器に類例が見られ、田舎館式 2、 3群に後続し、天王山系統の上器より古

いと考えられる。

(3)土 師器・須恵器 (第103図・写真図版91)
124は土師器の郭で、ロクロ形成、切り離し技法は回転糸切りである。125は須恵器の甕の胴部破片で、タタ

キロ痕が見られる。

(4)土 製品 (第103図 。写真図版91)

円盤状土製品が2点出土している。
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(5)石器
石鏃 (36、 53、 54、 126～ 129、 131、 132)(第 100、 104図・写真図版88、 92)

9点出土している。基部の形態から以下のように分類した。

無茎鏃で凹基…36、 53、 54、 128、 129       無茎鏃で平基…126、 127

有茎鏃   …131、 132

石匙 (133～ 137)(第104図 。写真図版92)

5点出土している。いわゆる横形は133のみで、その他は縦形である。135と 137が両面加工施されている以

外は片面の加工である。1331よ欠損した後に再調整が加えられている。1381よつまみ部分が欠損しているため判

然としないが、石匙ではないかもしれない。

石錐 (130、 143、 144)(第104図・写真図版92)

3点出土している。1301ま両面加工している。143は片面の加工である。144はつまみ部を有する。

石箆 (13、 138～142)(第98、 104図 。写真図版86、 92)

6点出土している。

削掻器 (14～ 19、 37、 40、 43、 55、 145～ 159)(第98、 105図・写真図版86、 92)

調整痕、あるいは使用痕のある石器で、削掻器として使用されたものと考えられる石器である。

1帝及貶巳カロヨE・・・14、  16、  17、  37、  40、  43、  55、  149、  151、  158、  159

2～ 3縁辺加工…15、 18、 19、 145～ 149、 152～ 157

全縁辺加工…150

打製石斧 (160～162)(第106図・写真図版93)

160、 161、 162の 3点が出土している。160が両刃で、161と 163は片刃である。

磨石・敲石 (6、 163～ 167)(第98、 106図 。写真図版86、 93)

自然礫を使用し、「擦る、潰す、敲く」といった機能を有する石器である。 6、 163、 164、 1661ま側面 (狭い

面)に使用痕が認められる。165、 167は磨石と敲石の両方で使用された痕跡がある。

石皿 (58)(第101図 。写真図版89)

扁平な自然石を利用しており、特に加工痕を持たない。

石鍬 (168)(第 106図・写真図版93)

形状は箆状で、茎部分は太めである。

その他 (77)(第 101図・写真図版89)

77は石刀か石棒の未製品であると考えられる。上部に打ち欠いた痕跡が認められる。
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第13表 土器観察表 縄文土器

番号 出土地点・層位 器種・部位 文 様 の 特 徴 な ど 内面 分  類 図版 写真図版

1 1号竪穴住居・埋土 深鉢・ 口縁部 羽状縄文? 0段多条 繊維混入 ナ デ Ⅱ ―

2 1号竪穴住居・埋土 深鉢 。胴部 結束羽状縄文 0段多条 繊維混入 ナ デ Ⅱ ―

3 1号竪穴住居 。埋土 深鉢 。胴部 非結束羽状縄文 0段多条 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

4 1号竪穴住居・埋土 深鉢 。胴部 結束羽状縄文 0段多条 繊維混入 ナ デ Ⅱ ―

5 1号竪穴住居 。埋土 深鉢 ?・ 胴部 沈線文 瘤付 ナ デ Ⅳ-3?

7 2号竪穴住居 。埋土 深鉢・胴部 縄文(LR)繊維混入 ナ デ lI-2

8 2号竪穴住居・埋土 深鉢・胴部 縄文(0段多条)繊維混入 ナ デ Ⅱ―ユ

9 2号竪穴住居・埋土 深鉢・胴部 結束縄文(LR)繊維混入 ナ デ II-2

2号竪穴住居・埋土 深鉢・胴部 結束羽状縄文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

11 2号竪穴住居・埋土 深鉢 。頸～胴部 深い沈線文 縄文(LR)補修孔 繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

12 2号竪穴住居・埋土 鉢 。口縁部 変形工字文 縄文(LR) ミガキ V

3号竪穴住居 。埋土 深鉢・ 口～底部 波状口縁 逆U字文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

3号竪穴住居 。埋土 深鉢・ 口～胴部 波状回縁 逆U字文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

3号竪穴住居・埋土 深鉢 。底部 U字文 ? 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

3号竪穴住居・埋土 深鉢・底部 沈線文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

3号竪穴住居炉跡 深鉢・ 口～胴部 波状日縁 逆U字文 沈線文 束1突文 縄文(RL) ナ デ 皿 -2

3号竪穴住居・埋土 深鉢・ 口～胴部 波状□縁 日縁ミガキ、逆U字文 沈線文 刺突文 縄文(Rめ ナ デ Ⅲ-2

3号竪穴住居・埋土 深鉢 。口～胴部 縄文 LR)補修孔 ナ デ Ⅲ-4

3号竪穴住居・埋土 深鉢・胴～底部 縄文 LR) ミガキ Ⅲ-4

3号竪穴住居・埋土 深鉢・ 口～胴部 縄文 LR) ミガキ Ⅲ-4

3号竪穴住居・埋土 深鉢・ 口～胴部 縄文 LR) ナ テ Ⅲ-4

3号竪穴住居 。埋土 深鉢・ 口～底部 縄文 0段多条) ミガキ Ⅲ-4

3号竪穴住居・埋土 ニチュア・底部 無文 ナ デ Ⅲ-4

3号竪穴住居 。埋土 深鉢・ 口縁部 縄文(RLR) ミガキ Ⅲ-4

59号土坑・埋土 深鉢・ 口縁部 波状口縁 A突起 変形工字文 縄文(LR) ナ デ V

60号土坑・埋土 深鉢 。□縁部 口縁部無文 縄文(RL) ミガキ Ⅲ-4

61号土坑 。埋土 深鉢 。胴部 V字状の沈線文 ナ デ Ⅳ -1

62号土坑 。埋土 深鉢・胴部 縄文(LR)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

62号土坑・埋土 深鉢 。国縁部 縄文圧痕(RL)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

63号土坑・埋土 深鉢・ 口縁 縄文(RL)0段多条 繊維混入 ナ デ I-1

68号土坑・埋土 深鉢・胴部 結束羽状縄文 0段多条 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

66号土坑 。埋土 深鉢・口縁部 S字状沈線文? ミガキ Ⅳ-2

66号土坑 。埋土 深鉢・口縁部 無文 外反 ガキ 皿-4

69号土坑 。埋土 ? ・ 口縁部 沈線文 ミガキ 皿 -4

69号土坑・埋土 深鉢・ 口縁部 S字状沈線文? 縄文(LR) ミガキ Ⅳ-2

69号土坑・埋土 深鉢・顎～胴部 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-4

70号土坑・埋土 深鉢・胴部 格子状沈線文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

71号土坑・埋土 深鉢・胴部 無文 ナ デ Ⅲ-4

72号土坑・埋土 深鉢・胴部 縄文圧痕 0段多条?  繊維混入 ナ デ エー 2

72号土坑 。埋土 深鉢 。胴部 縄文(LR)幅広い沈線文 繊維混入 ナ デ ユー 2

73号土坑 。埋土 深鉢 。胴部 同じ撚りの結束縄文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

74号土坑・埋土 深鉢・胴部 胴部 :張 り出す 幅広い鋸歯状沈線文 押し引き文? ミガキ ユー 2 0

4号竪穴状・埋土 深鉢 。日縁部 縄文 LR)口縁部 :無文 ナ デ 皿 -4 0

4号竪穴状・埋土 深鉢・ 口縁部 縄文 LR)口縁部 :無文 ナ デ 皿 -4 0

4号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 縄文 LR) ナ デ 皿 -4 0

4号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 縄文 LR) ミガキ 皿 -4 0
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番号 出土地点・層位 器種・部位 文 様 の 特 徴 な ど 内面 分 類 図版 写真図約

4号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 楕円文 渦巻文 縄文(LR) ナ デ Ⅲ-1

5号竪穴状・埋土 深鉢・ 口縁部 雲形文? 縄文(LR) ナ デ V

5号竪穴状・埋土 深鉢 。胴部 楕円文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

5号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 束1突文 縄文(LR) ナ デ Ⅲ-2

6号竪穴状・埋土 深鉢・口縁部 縄文(RL)口 縁部 :無文 ナ デ Ⅲ-4

6号竪穴状・埋土 深鉢・ 口縁部 縄文(LR)口 縁部 :無文 ナ デ Ⅲ-4

6号竪穴状・埋土 深鉢・ 口縁部 縄文(RL)縄 文圧痕(RL) ミガキ Ⅲ―コ

6号竪穴状 。埋土 深鉢・ 口縁部 縄文(RL)口縁部 :無文 ミガキ 肛 -4

6号竪穴状・埋土 深鉢・口縁部 縄文(RL) ナ デ 肛 -4

6号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-4 0

6号竪穴状・埋土 深鉢 。胴部 縄文(LR) ナ デ 皿-4 0

6号竪穴状 。埋土 深鉢・胴部 渦巻文 沈線文 ナ デ Ⅲ-1 0

6号竪穴状・埋土 深鉢・胴部 沈線文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-4

6号竪穴状・埋土 深鉢 。底部 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-4

2号集石 。埋土 鉢 ?・ 胴部 沈線文 ミガキ V?

ⅡDOjoⅣ 層 深鉢 。胴部 表裏縄文(RL) ナ デ I

ⅡEOa～ b・ ⅦI雷 深鉢・胴部 表裏縄文(RL) ナ デ I

81 IE2b・ Vll層 深鉢・ □縁部 幅広い沈線文 刺突文 縄文(RL)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

ⅡE2b・ Ⅲ層 深鉢・口縁部 縄文(LR)口縁部 :無文 ナ デ Ⅲ-4

IE5g.Ⅳ 層 深鉢・口縁部 胴部 :張 り出す 幅広い沈線文 列点 繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

IElh・ Ⅵ層 深鉢・ 口縁部 幅広い沈線文 縄文(RL)繊維混入 ナ デ I-2

IE8i～ j・ Ⅶ層 深鉢・ 口縁部 幅広い沈線文 縄文(RL)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

ⅡEO～ lf・ Ⅵ層 深鉢・口縁部 波状口縁 組縄縄文B 複節 R回 り 繊維混入 ナ デ ユー 2

ⅡE2b・ Ⅶ層 深鉢・胴部 幅広い沈線文 刺突文 縄文(LR)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

不明・表採 深鉢・胴部 非結束羽状縄文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

IE6C・ Ⅳ)晉 深鉢・ 口縁部 縄文(RLR)繊維混入 ナ デ Ⅱ-2

ⅡEOi・ Ⅵ層 深鉢・胴部 結束羽状縄文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

IE21・ Ⅳ層 深鉢・ 口縁部 撚糸文 ナ デ Ⅱ-3

IEOgoⅥ 層 深鉢・ 口縁部 非結束羽状縄文 縄文圧痕 0段多条 刻目文 繊維混入 ナ デ Ⅱ-1

IE7h・ Ⅳ層 深鉢・口縁部 口唇部 :張 り出す波状 瘤付 磨消 縄文(RL) ナ デ Ⅳ-3

IE8b・ 不明 深鉢・胴部 隆帯 刺突文 ナ デ Ⅳ -1

IE6e,Ⅳ 層 深鉢・胴部 渦巻文 沈線文 縄文(LR) ナ デ Ⅲ-1

不明・ Ⅲ～Ⅳ層 深鉢・ 口縁部 口縁部肥大 沈線文 縄文(LR) ミガキ Ⅳ-2

IElhoⅢ ～Ⅳ層 深鉢・胴部 刺突文 縄文(RL?) ナ デ Ⅳ -1

IE71・ Ⅳ～V層 深鉢・ 口～胴部 束1突文 沈線文 磨消 縄文(LR) ナ デ Ⅲ-3

IE2j・ Ⅵ層 深鉢・胴部 沈線文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

IE4a・ v雁雪 深鉢・胴部 沈線文 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-2

IE4j・ Ⅲ～Ⅳ層 深鉢・胴部 沈線文 磨消 縄文(RL) ナ デ Ⅲ-3

IE9boⅥ 層 深鉢・ 口縁部 刺突文 沈線文 縄文(?) ミガキ Ⅲ-1

EE2goⅦ 層 深鉢・口縁部 刺突文 幅広い沈線文 縄文(LR)繊維混入 ナ デ E-2

IE2e・ Ⅳ層 深鉢・ 口縁部 波状日縁 沈線文 縄文(RL) ナ デ Ⅳ -1?

ⅡE8d・ Ⅳ層 深鉢・ 口縁部 口縁部 :無文 沈線文 ミガキ Ⅳ-1

ⅡE2f・ V層 深鉢 。口縁部 口縁部肥大 沈線文 縄文(LR) ミガキ Ⅳ-2

IEla・ Ⅳ層 深鉢・ 口縁部 口縁部 :無文 沈線文 縄文(LR) ミガキ Ⅳ-1

IE8b・ Ⅵ層 深鉢・口縁部 沈線文 縄文(LR) ミガキ Ⅳ -2

LE3foⅣ 層 深鉢・胴部 刺突文 沈線文 ナ デ Ⅳ-2
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番号 出土地点・層位 器種・部位 文 様 の 特 徴 な ど 内面 分 類 図版 写真図砺

0 IE?・ Ⅲ層 鉢・ 口縁部 小波状口縁 沈線文 縄文(RL) ナ デ V 9

l IE7i・ Ⅵ層 深鉢・ 口縁部 瘤付 沈線文 縄文(LR) ナ デ Ⅳ-3 9

ⅡDO」 ・Ⅲ層 鉢・胴部 雲形文 縄文(RL) ナ デ V 9

IE6a・ Ⅵ層 注口。口～底部 肉彫り的な沈線文 ミガキ Ⅳ-2 9

IE4e・ Ⅳ層 鉢・ 回縁部 □唇部 :不連続な沈線文 変形工字文? ナ デ V 9

IE3f・ 不明 深鉢・ 口縁部 無文 ナ デ Ⅳ-2 9

IE9i・ Ⅵ層 深鉢・ 口縁部 縄文 RL) ナ デ Ⅲ-4 9

IF40・ V層 深鉢・ 口縁部 縄文 RL) ナ デ Ⅲ-4 9

IElioⅢ 層 深鉢・ 口縁部 縄文 LR) ミガキ Ⅳ-2 9

IE7joⅣ 層 深鉢・ 底部 縄文 RL)底面に網代痕 ミガキ Ⅲ-4 9

第14表 土器観察表 弥生土器

番号 出土地点・層位 器種・部位 文 様 の 特 徴 な ど 内面 分類 図版 写真図版

IE5d・ Ⅳ 深鉢 。底部 縄文(RL) ナ デ 弥生 103

IEle・ Ⅳ 深鉢 。国縁部 平行沈線文 連続山形文 波状文 縄文(RL) ミガキ 弥生

第15表 上製品観察表

番号 出土地点・層位 種  類 重量(0 備 考 図版 写真図版

IE7foⅢ 層 土製円盤 打ち欠き、縄文 (RL)

調査区南側西部 。Ⅲ層 土製円盤 打ち欠き、縄文 (LR)

第16表 土器観察表 土師器・須恵器

番号 出土地点・層位 種 類 器  種 部  位 口径m 底経lml 器高eml 調 整 備 考 図版 写真図版

Elf・ 不明 土師器 郷 口～底部 ロクロナデ 回転糸切り

T2・ 不明 須恵器 甕 胴部 タタキメ

第17表 石器観察表

番号 器 種 出土地点 。層位 長 さ 幅 厚 さ 重  さ 石 質 備 考 図版 写真図版

6 磨石 1号竪穴住居・埋土 安山岩 2面に使用痕

石箆 2号竪穴住居・埋土 2573 頁岩

削掻器 2号竪穴住居・埋土 頁 岩

削掻器 2号竪穴住居・埋土 頁岩

6 削掻器 2号竪穴住居・埋土 19 頁岩

7 削掻器 2号竪穴住居・埋土 頁岩

削掻器 2号竪穴住居・埋土 頁岩

削掻器 2号竪穴住居 。埋土 2975 頁岩

石鏃 61号土坑 。埋土 頁岩

削掻器 61号土坑 。埋土 頁岩

削掻器 62号土坑 。埋土 頁岩

削掻器 63号土坑 。埋土 頁岩

石鏃 72号土坑・埋土 353 頁岩

石鏃 72号土坑・埋土 頁岩 上部欠損

削掻器 72号土坑・埋土 頁岩

石皿 74号土坑・埋土 70020 花筒岩 欠損

石製品状 ? 6号竪穴状 。埋土 5793 凝灰岩 未製品

石鏃 ⅡEa?・ Ⅵ層 151 頁岩
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番号 器  種 出土地点・層位 長 さ 幅 厚 さ 重  さ 石 質 備 考 図版 写真図版

石鏃 IElhoⅥ ,膏 14 チャー ト 右下部欠損

石鏃 IF8aoⅣ 層 頁岩 右下部欠損

石鏃 ID9ioⅣ ～V層 1 安山岩

石錐 IE2j・ Ⅶ層 頁岩

石鏃 IElfoⅣ 層 3 頁岩 茎部欠損

石鏃 D区中央部・Ⅳ層 チャー ト 茎部欠損

石匙 南部中央・ Ⅲ層 9 2327 頁岩

石匙 IE91・ Ⅳ層 10 頁岩

石匙 IEOj・ 不明 1568 頁岩

石匙 EE2j・ Ⅳ層 頁岩 左側刃部欠損 ?

石匙 EEOhoⅥ 層 1268 頁岩

石箆 EE2goⅥ 層 (38) 773 頁岩 つまみ部分欠損

石箆 IE2b・ Ⅶ層 12 3581 頁岩

石箆 EEOgoⅥ 層 1275 頁岩 つまみ部分欠損

石箆 EEOboⅦ 層 1755 頁 岩

石 箆 EE01・ Ⅳ層 1323 頁岩

石錐 IE2CoⅣ 層 17 頁岩

石錐 IE4d・ V層 (43) 頁岩 先端部欠損

削掻器 ⅡEOeoⅥ 層 (44) 11 2351 頁岩 上部欠損

削掻器 IE9,。 Ⅵ層 (34) 頁岩 上部欠損

削掻器 IE9joⅥ 層 3127 頁岩

削掻器 ⅡElfoⅥ 層 2201 頁岩

削掻器 IE8j・ Ⅵ～Ⅶ層 13 1439 頁岩

削掻器 ⅡDOj・ Ⅷ層 1469 頁岩

削掻器 IF7aov層 1227 頁岩

削掻器 IE3goⅦ 層 頁岩

削掻器 EE2boⅦ 層 228 頁岩

削掻器 ⅡE2goⅥ 層 チャー ト

削掻器 IE2goⅦ 層 1160 頁岩

削掻器 IE2j・ Ⅶ層 頁岩

削掻器 EE2i・ Ⅶ層 1528 頁岩

削掻器 IE6e・ Ⅳ層 1973 頁岩

削掻器 IEOg.Ⅵ 層 凝灰岩

打製石斧 IEla・ Ⅵ層 流紋岩

打製石斧 南側中央 。Ⅳ層 6188 頁岩

打製石斧 IF3a・ Ⅵ層 1420 頁岩

磨石 IEOg.Ⅵ 層 185 112530 安山岩

磨石 ⅡEOgoⅥ 層 108752 閃緑岩

磨石 IE4i・ Ⅲ層 39861 凝灰岩

磨石 IEOh・ 攪舌L 54026 安山岩 欠損

磨石 IEle・ Ⅳ層 67150 安山岩

石鍬 IE6d・ Ⅵ層 39620 粘板岩
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3 まとめ
(1)遺構
今回の調査で検出された主な遺構は、竪穴住居跡 3棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑17基、竪穴住居状遺構 3棟、

焼土遺構 1基、集石遺構 1基、溝跡 1条である。

① 住居跡
竪穴住居跡の時期は、 1号竪穴住居跡が縄文時代前期初頭、 2号竪穴住居跡が前期前葉と考えられ、 3号竪

穴住居跡が縄文時代中期後葉大木 9式期である。 1号竪穴住居跡、 2号竪穴住居跡と同時期の土器が出土して

いる前期初頭～前葉の住居跡について、周辺の遺跡例と比較してみたい。本遺跡例の 1号住居跡は床面積 10.6

∬、 2号住居跡が26.7ぽで、形状はどちらも不整な楕円形である。周辺の遺跡から検出されている同時期の住

居跡では、上里遺跡H-41住居跡の床面積が約11.4で形状は不整な円形、火行塚遺跡 G16住居の床面積が5,1

∬、同じく125住居跡が5,4だで、形状はどちらも不整な隅丸方形である。比較すると、 1号竪穴住居跡は上

里遺跡H-41住居跡とほぼ同じ規模で、 2号竪穴住居跡は他の遺跡の住居跡よりも規模が大きい。形状は楕円

形、円形、隅丸方形という違いはあるが、不整である点は類似している。柱穴配置は、明瞭に検出できなかっ

たが、 1号竪穴住居跡は 3基、 2号竪穴住居跡は4基の柱穴が検出された。火行塚遺跡ではG16住居跡が、住

居のほぼ中心に柱穴が 1基、 125住居跡では、住居の中心に 1基とそれを挟むように 2基の柱穴が検出されて

おり、本遺跡の住居跡も、 1基の主柱穴を中心に上屋を支えた構造を持つ可能性がある。また本遺跡住居跡、

上里遺跡、火行塚遺跡例ともに、住居内に炉、あるいは炉の痕跡らしい焼土は検出されていない。

3号竪穴住居跡では、土器片敷石囲炉が検出されている。隣接する荒屋A遺跡では、 I b06住居址 と」a56

住居址から同じタイプの石囲炉が検出されており、 I b56は 縄文時代中期中葉から後葉の上器が出土 し、 」a

56住居址は 3号竪穴住居跡と同じ、大木 9式期の住居である。

② 土坑
土坑の時期は出土遺物が僅かで、時期を確定できるものはないが、出土遺物と検出面から、縄文時代と考え

られる土坑は12基となる。さらに時期を推定すれば、前期が3基、中期2基、後期1基、晩期 1基である。形

態ではフラスコ形のものはなく、バケッ形や皿形などの、直線的に立ち上がるものがほとんどである。

(2)遺 物
① 土器
土器は縄文時代早期。前期。中期・後期・晩期、弥生土器、土師器、須恵器と広い時期の遺物が出土してい

るが、出土量は大コンテナで3箱ほどである。比較的出土量が多いのは、前期初頭～前葉と中期後葉の土器で

ある。前期初頭～前葉の繊維を多量に含むⅡ群土器は、 3種に細分したが、小破片が多く、不明な点が多い。

特に2類については、鋸歯状の沈線文を持つ57や、竹管状の施文具が使われている83を 2類に含めたが、胴部

が張り出す器形などからも、同じ類の他の上器とは時期差があるのかもしれない。周辺の遺跡では、類似する

資料が上里遺跡から出土している。中期後葉の土器は主として、 3号竪穴住居跡から出土しており、大木 9式

土器と中の平Ⅲ式上器が共伴している。
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② 石器
大コンテナ 1箱ほどの出土量であるが、剥片石器の割合が高いように思われる。特にⅡ群土器が出土 してい

る前期初頭と考えられる住居跡、土坑から、削掻器が多く出上している。使用されている石材の石質では、剥

片石器が頁岩、礫石器が安山岩が多い。モヽずれの石材も周辺部から、容易に入手できる石材である。

(3)ま とめ

今回の調査で、縄文時代前期から弥生時代、古代までの人々の生活の痕跡を確認したが、いままでの周辺地

域の調査によって指摘されている通り、狭い河岸段丘の僅かな平地を、各時代を通じて活用してきたのであろ

う。今回の調査区は遺跡群の西端部にあたり、馬淵川により近い同じ遺跡群の他の遺跡に比べ、遺構・遺物の

密度が低いのは、遺跡の西側から伸びてきている尾根部分が削平されており、縄文時代前期以降の面が消滅し

てしまった可能性がある。あるいは遺跡の西半分は旧地形では西向きの斜面であったことや、丘陵部からの流

水により、土地利用が短期的であったのかもしれない。前年の調査では縄文時代の遺構が検出されず、近隣の

遺跡との差異が顕著であったが、今回の調査で縄文時代の遺構が確認されたことにより、この地域の縄文時代

の人々の生活を知る上での新たな資料が加わったと思われる。
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4.分析・鑑定
下村遺跡出土材・炭化材の樹種

高橋 利彦 (木工舎「ゆい」)

(1)試 料
試料の配5～ 7の 3点である。No 5は非炭化材 (以下単に材と表記する)で、江戸～明治時代のものとされ

る櫛である。Nα 6・ 7は炭化材で、No 6は縄文時代前期のものとされる遺構から、配7は縄文時代中期のもの

とされる焼失住居址から検出されたものである。

(2)方法
材試料は、剃刀の刃を用いて試料の木日・柾目・板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・ クロラール (Gum

CHoral)で封入 し、生物顕微鏡で観察 。同定 した。炭化材は、試料を室内で自然乾燥させたのち木口・柾目・

板目の 3断面を作製、実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (無蒸着、加速電圧10Kv)で観察・ 同定 した。同時に

顕微鏡写真図版 (図版 1)も作製 した。電子顕微鏡観察に当たってはいニッテツ・ ファイン・ プロダクツ釜石

試験分析センターのご協力をいただいた。記 して感謝致します。なお、作製したプレパラートと残った炭化材、

ネガ・ フィルムはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

(3)結果
試料は以下の 3 Taxa(分類群、ここでは属と種という異なった階級の分類単位を総称 している)に 同定さ

れた。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、各 TaxOnの科名・学名 。和

名およびその配列は「日本の野生動物 木本 I・ Ⅱ」(1989)に したがい、一般的性質などについては「木の

事典 第 1巻～第17巻」(1979～ 1982)も 参考にした。

・ ケヤキ (盈どんουα s9rttια) ニレ科 配 6

環孔材で孔圏部は2～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線～斜方向の紋様をな

す。大道管は横断面では円形～楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を

もち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、

時に50細胞高を越え、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州 。四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、

時に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。

建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良のものの一

つに上げられる。

・サクラ属の一種 (Prv兒,s sp) バラ科 配 7

散孔材で、横断面は角張った楕円形、単独または2～ 10個以上が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1～ 3細胞

幅。柔組織は周囲状態および散在状。年輪界はやや明瞭。

サクラ属はヤマザクラ (Prrt虎 ,sブαttαSαんげめ やウワミズサクラ (P.g胞夕αんα)な ど15種が自生 し、多く

の変・品種がある。また、モモ (P,p9rs】 cα)やスモモ (P.sαど
'cε

れα)な ど古い時代に伝えられ栽培されてい

-286-



るものもある。多くは落葉性の高木～低木であるが常緑樹も含まれる。このうちヤマザクラは本州 (宮城 。新

潟県以南)・ 四因 。九州の山野に分布する落葉高木で、材は中程度～やや重硬 。強靭で、加工は容易、保存性

は高い。各種器具材をはじめ、機械 。家具・楽器・建築・薪炭材など様々な用途が知られている。

・ イスノキ (D,s妙虎閉 胞θ9胞οSあれ)マ ンサク科 配 5

散孔材で、ほとんど単独、横断面では多角形。道管は階段穿孔をもち、段 (bar)数は10前後。放射組織は

異性Ⅱ型、 1～ 3細胞幅、 1～ 10細胞高。柔組織は独立帯状または短接線状で目だつ。年輪界は不明瞭。

イスノキは本州 (関東南部以西)。 四国・九州・琉球の常緑樹林内に生育する常緑高木である。イスノキ属

には他に小笠原に分布するシマイスノキ の .′ψJ力ι勤の がある。材は重硬で加工困難、強度・耐朽性は大

きい。家具・器具・建築材として用いられるほか、櫛としてはツゲに次ぐ良材とされている。

引用文献

平井信二 1979～ 1982 「木の事典 第1巻～第17巻」 かなえ書房
佐竹義輔。原  寛・亘理俊次・冨成忠夫 (編) 1989 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 平凡社 321,305pp

図版 1.ケ ヤキ 血 6
2.サ クラ属の一種 血 7
3.イ スノキ Nα 5

全:木口 x40 b:柾目 x100 C:板 目 x100
※血 5は一次調査で出土した397の櫛である。
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D区中央部近景

D区西部近景 D区南部近景

写真図版 72 調査区近景
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断面 (南北 )

断面 (東西 )

写真図版 73 1号竪穴住居跡
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断面 (東西 1)

断面 (東西 2)

写真図版 74 2号堅穴住居跡
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断面 (南北 )

琴
茅軌

岳 熊 蕪 棄 .I森

断面 (東西 )

写真図版 75 3号竪穴住居跡
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3号竪穴住居炉跡 断面

20号掘立柱建物跡

写真図版 76 3号堅穴住居炉跡・20号掘立柱建物跡
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58号土坑 平面

59号土坑 平面

60号土坑 平面

61号土坑 平面

写真図版 77 58～ 6呵 号土坑
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62・ 63号土坑 平面

64号土坑 平面

写真図版 78 62～ 66号土坑
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65号土坑 平面

66号土坑 平面



67号土坑 平面

断面

69号土坑 平面

70号土坑 平面

写真図版 79 67～ 70号土坑
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71号土坑 平面

72号土坑 平面 断面

73号土坑 平面

:141～ オヽii:|||
1漁

71～ 74号土坑

299-

74号土坑 平面 断面

写真図版 80



断面 (南北 )

断面 (東西 )

遺構内土坑平面

写真図版 81 4号竪穴住居状遺構
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軒

写真図版 82 5号竪穴住居状遺構

熱 躍 ~Ⅲ 輩 警 静 :警
甲 臨

閣

挽 i

断面 (東西 )
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―

筵 :

断面 (・ l北 )

写真図版 83 6号堅穴住居状遺構

断面 (束西 )
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4号焼土遺構 平面

D区南部柱穴状小土坑 (東から)

D区南部柱穴状小土坑 (北西から)

写真図版 84 4号焼土遺構・柱穴状小土坑
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2号集石遺構 平面

断面 1

8号溝跡 平面 断面 2

写真図版 85 2号集石遺構 。8号溝跡
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鞄隠
16

°∞8
写真図版 86 遺構内出土還物 (1)
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に 罰

写真図版 87 遺構肉出土遺物
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(3)

∽飴
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54

写真図版 88 遺構内出土遺物
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写真図版 89 遺構内出土遺物
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写真図版 90 遺構外出土遺物 〔土器〕
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79

99

103

(1)



14

写真図版 91 遺構外出土遺物

125

〔土器〕 (2)。 上製品
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写真図版 92 遺構外出土遺物 〔石器〕
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写真図版 93 還構外出土遠物 〔石器〕
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